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（午前９時 28 分　開議） 

○委員長（岡　弘悟君）ただ今の出席委員

は８人で全員であります。 

　これより令和６年度予算審査特別委員会

を開会いたします。 

　本委員会に付託された案件は、議案第 13

号から議案第 22 号までの令和６年度各会計

予算 10 件であります。これの審査を願いま

す。 

　これより議事に入ります。 

　審査の進行方法について　ですが、本日

の審査は、議案第 13 号　一般会計予算とし、

二日目、３月 11 日（月）は議案第 14 号か

ら議案第 19 号までの各特別会計予算の審査

を、最終日３月 12 日（火）は議案第 22 号　

病院事業会計、第 20 号　水道事業会計、第

21 号　下水道事業会計の順で審査を行うこ

とといたします。 

　なお、本日の審査において未了部分があ

る場合、二日目は、その未了分から審査す

ることとし、また、二日目の審査において

未了部分がある場合、最終日、下水道事業

会計の審査終了後に、その未了分を審査す

ることといたします。 

　この際、申し添えます。 

　質疑の際、発言者はページを、答弁者は

職名を申し述べてください。委員並びに答

弁者ともに必ずマイクを使用してください。 

　なお、質疑は一問一答でお願いいたしま

す。 

 

○委員長（岡　弘悟君）それでは、議案第

13 号　令和６年度橋本市一般会計予算につ

いて　を議題といたします。 

　これより質疑を行います。令和６年度予

算説明書をお開きください。 

　便宜、事項別明細書により、歳出から款

別に行います。59 ページをお開き願います。 

　まず、１款　議会費　59 ページから 62 ペ

ージまで質疑ありませんか。 

  

１　議案第 13 号　令和６年度橋本市一般会

計予算について 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ありませんので、

１款を終わります。 

　次に、２款　総務費　61 ページから 108

ページまで、質疑ありませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）おはようございます。

１日よろしくお願いいたします。 

　90 ページの 12 節委託料の一番下の地域防

災計画等改訂委託料かな。これについてち

ょっと詳しく教えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）危機管理室長。 

○危機管理室長（森田育子君）地域防災計

画等改訂委託料 1,377 万 8,000 円でござい

ます。これは、平成 18 年に現行の地域防災

計画を策定しておりますが、その策定した

分を見直すというもので、現在の地域防災

計画で想定する地震災害のうち、中央構造

線断層帯の被害想定は、和歌山県が平成 18

年３月に調査し、公表した平成 18 年和歌山

県地震被害想定を用いて想定をしておりま

す。県に対しては、被害想定の見直しを毎

年具申しておりますが見直されず、現在に

至っております。今回、最新の地震被害想

定を作成するとともに、その想定をもとに、

地域防災計画を改定することとします。な

ので、来年度は、地震被害想定調査と地域

防災計画の改定を令和６年、令和７年、２

か年で行いますので、その令和６年分を合

わせて 1,377 万 8,000 円の予算を計上して

おります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）お願いします。82 ペ

ージのコミバス、地域振興室のところです。

利用率はいかがですか。上がってますか。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 

○地域振興室長（鈴木淳司君）利用率とい

いますか、利用人数で回答させていただき

ます。コミュニティバスの利用人数につき

ましては、令和４年度で２万 182 人、令和
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５年度の１月末現在、令和６年１月末現在

で２万 3,683 人となっております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）おはようございます。 

74 ページなんですけども、そこの一番上に

あります庁舎整備基金積立金なんですけど

も、これ、令和４年度から積み立て始めて、

年間１億 5,000 万円ということで続けてい

く積み立てだったように、15 年間だったと

思うんですけども、今回２億円になって。

それで増えてるですわ。ほんでね、その増

えた分のちょっとね、建設の計画が、まだ

はっきり具体的に私知らなかったんですけ

ど、計画が出たんで予算増やしたんかどう

かをお聞きしたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）こちらの基金に

関しましては、現在、具体的な計画を変更

したというわけではございません。庁舎の

老朽化が激しくなったこと、それから、庁

舎の建て替えに関しては、急に必要に迫ら

れる可能性があるということ、これらをも

とに積み増ししたというようなところでご

ざいます。 

○委員長（岡　弘悟君）総務部長。計画自

体はいつからかっていうのも。元からあっ

た計画が変更されたんかっていう話をお聞

きしてるんで、その計画自体はいつからか

っていうのも、一度答弁入れといてもらえ

ます。 

　政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）この基金の

創設の際にですね、１億 5,000 万という金

額で、元は庁舎の建て替えの時期というこ

とで、その時に現金がないと駄目だという

判断のもと積み立てていっとるというとこ

ろなんですが、その時、令和 20 年度頃を新

しく、新庁舎を開庁というようなイメージ

で基金の積み立てをスタートしております。 

　今回、5000 万上乗せというところなんで

すが、庁舎もですね、雨漏り等かなり老朽

化っていうのが、積み増しスタートしてか

らも激しいという状況もある中で、前倒し

についても、やはりしていかなあかん時期

が来るというのも想定しまして、今回、

5,000 万の増額を予算計上させていただいて

おります。イメージとしては、令和 20 年と

いうのを最初にお伝えはしておったんです

けど、例えば５年ぐらい早くなったとして

も、この 5,000 万を積み立てておけば、積

み増ししておけば、対応できるかというと

ころもありますので、今回、増額の予算を

計上させていただいておるというところで

ございます。 

○委員長（岡　弘悟君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）すみません。ち

ょっと補足なんですけれども、当初 86 億と

いう数字だったと記憶しておるんですけれ

ども、それの地方債を借りる裏の 25％って

いう形で計画してました。それを若干、先

ほど政策企画課長が申し上げたとおり、数

年早くするために積み増しをしたというと

ころでございます。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいでしょう

か。 

　ほかにありませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。同じと

ころなんです。これは、来年の単年度の予

算なんで、聞いていいものかどうかなんで

すけど。今の答弁に対して、老朽化等で前

倒しの準備っていうのはいいことだと思う

んです。金銭的に貯めておくっていうのも

大賛成なんです。ただその前倒しする時に

今度必要なもんっていうのは、別に学校や

保育園を建てるわけじゃないので、庁舎な

ので、プロジェクトチームというか、お金

積むっていうことには反対はしないですけ

ど、ソフトの計画、どういう図面でどの場

所にするかっていうのも、５年以上前倒し

しないと、建築に何年かかる、図面に何年

かかる、引き算せなあかんですよね。この

辺の計画っちゅうのは、お金の前倒し、予

算の前倒しに対して、その辺の計画はイコ

ールどうなってるんですか。 
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○委員長（岡　弘悟君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）議員おっしゃる

とおり、その辺の計画がないと金額的なも

のも弾けないっていうところもありますの

で、ただ庁舎の整備に関しては、今現状、

財源を確保するっていうのが、一般の地方

債しかございません。つまり、現状では庁

舎建設に関する 25％部分は一般財源が必要

だという認識のもとで、早急になるべく対

応できるようにするために積み増したって

いうことでございます。その辺のソフトの

計画につきましては、これも体制しっかり

整えたうえで、また議会とも連携取りなが

ら、委員会の設置等っていうのも含めて、

来年度、来年度といいますか、令和６年度

でしっかり検討してまいりたいというふう

に考えます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにありませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）お願いします。地域

通貨を利用した市民参画促進事業、ページ

でいうと 86 ページの 000241 かなと思うん

ですけども、ちょっとこの名前で該当しな

かったんで、ボランティアポイントのとこ

ろでお伺いしたいんです。 

　ちょっとこの対象の経費がどこに入って

んのかっていうのを説明いただきたいのと、

概要の説明の中で、講座・教室への参加ポ

イント付与っていうのがあるんですね、ボ

ランティアっていうのは、今日、今まで無

料で動いていただいてるんですけども、ど

こまでがボランティアの方なのかで、ボラ

ンティアとこの教室へ参加した方のポイン

ト付与っていうのは、全然性質が違うんで

すけど、ここの制度設計の説明をお願いし

ます。 

○委員長（岡　弘悟君）政策企画課課長補

佐。 

○政策企画課課長補佐（城野将志君）まず、

ページ数ですが、ページ数につきましては、

電算のところになりますので、88 ページの

中段、18 負担金のところに地域通貨交付事

業負担金 503 万 2,000 円っていうのがあり

ます。これが実際交付するものになってお

りまして、先ほど中身についてですが、令

和６年度については、地域通貨「Hashi-Mo

（ハシモ）」事業としまして、プレミアム付

商品券事業ですとか、給付事業に加えて、

各施策を推進するというところで、防災マ

イタイムラインを作ったりであるとか、生

ごみをリサイクルした時に付与というもの

と、先ほど議員のおただしがあった参加ポ

イントということで、ボランティアであっ

たり、講座・イベントというのを予定して

おります。 

　ボランティアにつきましては、基本、令

和６年度については、無償ボランティアを

対象としておりまして、市が主催したりで

すね、事務局が発行管理できるものという

ことで、ボランティアの対象については、

絞らせていただいております。令和６年度

の取り組みを見ましてどうしていくかって

いうのは、今後検討していこうと思ってお

ります。まず、ボランティアについては、

ボランティアへの参加の促進とか、きっか

けづくりということで、ポイントを考えて

おります。 

　次に、講座・セミナーにつきましては、

市が課題、健康寿命を延ばすとか、いろん

な課題がありますので、そこに対して講座

であるとか、セミナーに参加していただく

ことで、行政の施策を推進していくという

ところで、こちらもポイントを付ける予定

をしております。 

○委員長（岡　弘悟君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）ありがとうございま

す。 ボランティアでポイント貰えるとなる

と、何かちょっと凄く魅力的な感じはする

んですけども、変な話、幾らぐらいポイン

ト付けてもらえるんですか。 

○委員長（岡　弘悟君）政策企画課課長補

佐。 

○政策企画課課長補佐（城野将志君）現在、

検討中なんですが、大体時間、午前中で終

わったり半日で終わるものであれば 200 ポ

イント（200 円相当）、１日であるとか長時
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間かかるものであるとか、何回か来ていた

だいて付与するとかっていうのがあります

ので、それについては 500 ポイントってい

うのを、一旦基準として考えております。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）おはようございま

す。今の同じところでございます。いま、

橋本市におかれましては、ボランティアさ

ん、無償のボランティア活動をやってらっ

しゃる団体さんに対して、ボランティア保

険っていうのを入っていらっしゃると思う

んですけれども、確かその中身は、無償の

ボランティアに関して、何か事故とか、何

かが起こった時には補償をしますっていう

ような内容だったと思うんですが、この

「Hashi-Mo（ハシモ）」の活用事業で、例え

ば、いま言われたポイントが付く、200 円相

当とかっていうのが付いた時には、そこで

もし怪我をされた場合であるとかとなれば、

その保険料は出るというようなことは、も

う考えてらっしゃるというか、保険会社と

の調整とかはできてるのでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）政策企画課課長補

佐。 

○政策企画課課長補佐（城野将志君）現在、

保険会社と相談しているところなんですけ

ども、保険の区分によっては、一部、対価

を貰っているものであれば、違う保険に入

らなあかんっていう話もありますので、そ

こはちょっと再度保険会社と話しながら、

どれを適用するかとか、対価がどこまでな

のかっていうのを再度協議したうえ、ボラ

ンティアに参加していただいた方には、保

険適用になるようには努めたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）こんなポイントが

いただけるっていうことで、ボランティア

さんはとても喜ばれるかと思うんですけれ

ども、毎回午前中だけ、200 円相当のポイン

トが貰えるとして喜んでたけれども、そこ

で怪我をしてしまったら、それ以上の保険

料というか、医療費がかかったりとか、そ

れから、いろんな問題点が今後ですね、浮

き彫りになってくる可能性があるので、や

っぱりしっかり始められる前に、その保険

の話っていうのは、きっちり詰めておいて、

こういう時にはこういうことになりますよ

っていうのを、やっぱりボランティアをさ

れてる市民の皆さまにしっかり周知をした

うえで始められる必要があるのではないか

なと思うんですけれども、それは間に合う

ように、周知をしたうえでやっていただけ

るっていうことでよろしいですか。 

○委員長（岡　弘悟君）政策企画課課長補

佐。 

○政策企画課課長補佐（城野将志君）そう

ですね、実際制度を開始するのが７月を想

定してまして、４月、５月、６月で事業者

の、カード発行も考えてますので、カード

対応可能かというのを聞いたうえで、また

ボランティアについても、保険の関係につ

いては調整して対応したいと思っておりま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）課長補佐。調整し

てというかね、例えば、そういう保険が必

要なボランティアと、そういう保険が必要

でないボランティアのまず差をご説明いた

だかないと、たぶん土井委員わからないし、

必要な部分に関しては、ボランティアを来

ていただくにあたって、もうその保険に加

入するっていうことを前提のもとでボラン

ティアを募集してるかっていうことを、も

う今現在考えておられるんかっていうのを

聞いておられるんで、そこを答えていただ

かないと、おそらくちょっと答弁が食い違

いますんで。 

　政策企画課課長補佐。 

○政策企画課課長補佐（城野将志君）現在、

令和６年度のボランティア対象事業につき

ましては、既にボランティアを募集してる

ような事業になってますので、今のボラン

ティア、令和６年度の分については、保険

に入った、今までと同じような保険適用の

ものになっておりますので、そこはカバー

できております。 

○委員長（岡　弘悟君）これからの分もっ

ていうことですね。 

　土井委員。 
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○委員（土井裕美子君）すみません。何回

もお聞きして。保健福祉センターの中にで

すね、市民活動サポートセンターっていう

のができておりましてですね、そこにボラ

ンティア登録をされている団体さんが大変

多くなってまいりました。大変、素晴らし

いことで、本当にいろんな市民ボランティ

アの方がたくさん活動をされております。

だからそこで多分、市民活動サポートセン

ターのところ、社協さんも関わっているの

かなと思うんですけれども、そこにまず説

明を聞きに来られる市民の方が多いと思う

んですよ。 

　ただ、これ本当にしっかりしておかない

とですね、あなたにはこのポイントが付い

たからですね、怪我をして、市のボランテ

ィア保険は使えませんよというようになっ

た時にですね、やっぱり絶対トラブルが起

きると思うんですよ。だから、その団体さ

んに対して、もしボランティア保険がある

から、安心やから、自分の団体は保険には

入らないわっていうことで安心してたら、

何かことが起こって、「Hashi-Mo（ハシモ）」

のポイントが付いたから、その保険は出な

いよっていうようなことにもなると思いま

すので、そういう時には、各団体さんが、

各自の団体さんで保険に入らないといけな

いっていうことにもなりかねないので、そ

の辺の周知をやっぱり徹底して欲しいって

いう要望ですので、お願いしたいと思いま

す。 

　一点だけ、市民活動サポートセンターと

か社協さんとは、もう連絡調整ができてい

る状況ですか。 

○委員長（岡　弘悟君）政策企画課課長補

佐。 

○政策企画課課長補佐（城野将志君）３月

のほうに、この地域通貨の説明会、内部も

予定しておりますので、そこで協議をして

詰めていきたいというふうに思っておりま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）同じところです。も

う地域通貨の項なので、ちょっと外れたら

ごめんなさいですけど、高齢者のボランテ

ィアの方でポイント使えない場合は、どう

しましょう。お考えは。 

○委員長（岡　弘悟君）政策企画課課長補

佐。 

○政策企画課課長補佐（城野将志君）現在、

プレミアム付商品券については、スマホの

みということで絞っております。 

　今後、令和６年度につきましては、スマ

ホを持たれてない方、今あった高齢者の方

に対してカードを配布しまして、そこでポ

イント付与するというような仕組みも入れ

ていきますので、そういったところで対応

していきたいと思っております。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）78 ページです。そこ

の一般報償金のところなんですけども、こ

れ、ここに詳しくは今回、明記されてない

んやけど、昨年度では、地域力創造アドバ

イザー派遣事業っていうふうに昨年度なっ

ておったんですけども、昨年度の実績ちょ

っとお聞きしたいんですけど。 

○委員長（岡　弘悟君）報償金の中にそれ

は含まれてます。 

　髙本委員。ページ数もう一度お願いしま

す。 
○委員（髙本勝次君）76 ページ。07 報償費

のところで、昨年度開いてみたら、これは

地域力創造アドバイザー派遣事業って書い

てある。今回はそれじゃないんでしょうか

ね。ちょっとお聞きしたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）この報償金の内容

は、今、髙本委員がおっしゃった報償金の

内容でよろしいんでしょうか。 

　政策企画課課長補佐。 

○政策企画課課長補佐（城野将志君）76 ペ

ージの一般報償金すが、令和５年度と一緒

で総務省の地域力創造アドバイザー制度を

活用したものとなっております。 
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　実績については、今、現在入ってもらっ

てますが、月１回来ていただいて、例えば

施策評価での各事業の課題であったりです

とか、来年度の事業を検討する時のアドバ

イスを受けたいというようなものに入って

いただいております。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにありませんか。 

　石橋委員。 

○委員（石橋英和君）おはようございます。 

94 ページの 19 扶助費の犯罪被害者等見舞金

なんですけども、年間何件ぐらいを対象に

してるのかと、これは被害者さんからの申

請、どういう方に見舞金を出すっていうよ

うな規定の部分をお願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）人権・男女共同推

進室長。 

○人権・男女共同推進室長（林　忠治君）お答え

します。犯罪被害者等見舞金については、

橋本市犯罪被害者等支援条例っていうのを

令和５年度の４月１日から施行しておりま

す。それに基づいて、まず、支給すること

になるんですけども、まず、国のほうで、

犯罪被害者等給付金という別枠がございま

す。そもそも、もっと前からやっとるんで

すけども、それは不幸にして犯罪に遭って

お亡くなりになられた方や被害に遭った方

に対して、国のほうでお金を算出してです

ね、出す仕組みなんですけども、出すまで

に半年または１年以上かかるケースがござ

います。そういった場合ですと、残された

遺族の方々が生活が保障できませんので、

それまでの繋ぎ的な意味合いを込めて、亡

くなられた方については 30 万円。障害を受

けた方については 10 万円支給を考えており

ます。各々２件分計上させていただいてお

ります。30 万×２で 60 万、10 万×２で 20

万。60 万＋20 万で 80 万円っていう計上さ

せていただいております。 

　以上です。 

　申請は、あくまで亡くなられたら遺族さ

ん。障害を受けた方は本人さんになるです

けども、あとこれ、知らないケースとかあ

ると思うんです。そういった場合は、警察

とも協定書をまいておりますんで、警察か

らですね、本人さん、遺族さんには、こう

いうケースがあるというのを周知して、手

続き踏むようになってございます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）石橋委員。 

○委員（石橋英和君）申請なかったら、基

本的にはしないっていうことですか。 

○委員長（岡　弘悟君）人権・男女共同推

進室長。 

○人権・男女共同推進室長（林　忠治君）申請主

義なんで、まず申請していただかないとで

きない仕組みになってございます。不幸に

してですね、犯罪に遭われた方で、プライ

バシーの関係から、そういうのをやりたく

ないっていう方は、もちろんおられると思

うんですけども、残念ながら申請をしてい

ただく必要がございます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）76 ページ。ちょっ

とすみません。ちょっとわからないんで教

えてください。000222 行政改革推進に要す

る経費の 12 委託料の公共施設等総合管理計

画策定支援委託料が 628 万かな、入ってる

んですが、これ令和５年にも確か同じぐら

いの金額が出てたと思うんです。これ毎年

このぐらいをずっと払っていくのですか。

ちょっとすみません。勉強不足で教えてく

ださい。 

○委員長（岡　弘悟君）財政課長。 

○財政課長（三浦康広君）土井議員の質問

にお答えします。 

　今あった、公共施設等総合管理計画につ

きましては、現計画が令和６年度末で一旦

終了することから、令和５年度と６年度、

２か年で改定っていうことになってます。

昨年度契約してまして、その残りの令和６

年度分を今回計上させていただくというこ

となので、令和７年度から出てこないとい

うことになります。 

　以上です。 
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○委員長（岡　弘悟君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）80 ページ。18 負担金

補助及び交付金 2,711 万 5,000 円の中の移

住支援金っていうことで、420 万円付いてい

ます。それは、今年度 200 万円だったのが

420 万円っていうことで、移住・定住の支援

のお金やと思うんですけど、これの根拠っ

ていうか、何組分でどれぐらいの支援を予

定しているのかっていうことと、あと下の、

お試し滞在支援事業補助金っていうの、今

年度なかったんですけど、来年度あるみた

いで、22 万 5,000 円っていうものの中身を

教えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君）まず、

移住支援金の 420 万円の内訳なんですけど

も、１世帯あたりが 100 万円となっており

ます。そこに子ども２人が付いた場合 100

万円ずつ付いて、これが 200 万円追加で、

ここでまず１世帯 300 万円という形になり

ます。単身の方については、60 万円となっ

ておりまして、その方の分を２人付けて、

60 万×２で 120 万の合計 420 万円の内訳に

なっております。令和５年度、今年度の実

績について２件ありまして、ここで 360 万

円交付しております。 

　それと、お試し滞在支援事業補助金 22 万

5,000 円でよろしかったですかね。これにつ

いては、もう新制度でございます。この目

的なんですけども、移住希望者さんに、ま

ず学校とか、スーパーとか、橋本市の中身

を確認していただいて、住宅を見て回った

り、橋本市での暮らしをイメージしてもら

うことを、まず目的としております。まず

和歌山県外にお住まいで本市への移住を検

討している方を対象に、市内の対象宿泊施

設への宿泊費の一部を補助するものでござ

います。この補助対象者なんですけども、

和歌山県外に居住している方、そして橋本

市への移住を検討している方、これについ

ては、移住相談会とかフェアとか、まち案

内など、一応こちらで対応している方を対

象としています。あと対象宿泊施設に２泊

以上滞在する方、この２泊っていうのは、

やはりこの本気度、本気でその移住を考え

ている方に対して補助したいっていうこと

で、２泊としております。あと滞在中に本

市の移住担当職員と面談できる方、あと滞

在終了後も、本市の移住・定住に関する調

査情報提供に同意していただける方、これ

らを対象としております。この補助金の額

については、１人あたりの宿泊料の２分の

１の額、または１泊あたり 3,000 円のどち

らか低いほうの額で、年内１回限りとする

方向で検討しております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）ということは、何人

分ぐらいのお試しを予定してるってことに

なりますか。ちょっと計算今スッとできへ

んので。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○ シティプロモーション課長（大福　忍君） ま ず

3,000 円×３人家族で、これの５日間で５組

で計算して 22 万 5,000 円と設計しておりま

す。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）同じところです。80

ページの 18 番のところで、そこにある結婚

新生活支援事業補助金なんですけども、こ

れ説明書で住宅取得と賃借って書いてある。

ほかにいろいろ使えるところがあるんです

か。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課交流定住係長。 

○ シティプロモーション課交流定住係長（平田麻里君） 結婚新

生活については、取得と賃借になってます

が、そのほか引っ越し費用となっておりま

す。賃借の中でも、仲介手数料、１か月分

の家賃、共益費などが含まれております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 
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　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）82 ページのコミュニ

ティバスに要する経費のところです。以前、

私、何年か前に一般質問したんですけども、

免許証返納者のお出かけを応援するために、

いろいろほかの市では、いろいろ制度を作

ったりして補助してるんですけど、免許証

を返納された方に対する何か施策を考えて

おられることがあるんかなと。それするた

めの何かアンケート調査でもしたらどうか

なと思ったりもするんですけど、いかがで

しょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 

○地域振興室長（鈴木淳司君）免許返納に

関しては、アンケートのほうを去年の 11 月

から 12 月の２か月間にわたって、橋本警察

署及びかつらぎ警察署へ免許返納をされた

方について、警察の協力を得ましてアンケ

ート調査をいたしました。合計２か月間に

34 名の方のアンケートを取得することがで

きました。その中で、運転免許証を返納し

たきっかけは、家族に勧められたとか、運

転する必要がなくなったっていうところが

あります。運転に自信が持てなくなったと

か、そういったアンケート結果でした。運

転免許証に対して返納後の移動手段ってい

うのも確認いたしまして、移動手段につき

ましては、家族の送迎っていうのが一番多

かったです。公共交通を利用する、バスと

か電車を利用するっていうものは、全体の

中では約 20％でした。家族の送迎っていう

のは 40％でございました。 

　議員おただしの行政からどういった支援

が欲しいかというところなんですけども、

アンケートの中では、買い物や病院への移

動サービスとタクシー券っていうのが２つ

最も多かったです。その中で、免許返納後

の利用者さんっていうのは、できるだけド

アツードアで移動したいっていうようなニ

ーズがあるんですけども、公共交通の中で

ドアツードアの移動っていうのは、なかな

かハードルが高いっていうふうに思ってお

りますので、現時点では、返納者に対する

施策というのは考えていないところです。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）お聞きします。テレ

ビ、ニュース見ててもアクセル、ブレーキ

間違った事故っていうのは、橋本では起こ

ってないから、なかなかそこまで返納者に

対するいろいろ手当ちゅうのが、なかなか

ないと思うんですけども。警察からもそう

いった返納を促進、促していくような、そ

んな働きかけ、して欲しいというような話

はないんですか。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 

○地域振興室長（鈴木淳司君）警察のほう

から免許返納者に対する行政の市のサービ

スっていうものをに対する、そういう具申

的な意見っていうのは、特にはいただいて

おりません。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）サービスを聞いてる

んじゃなくて、警察から返納を促すような。

○委員長（岡　弘悟君）返納を勧めてない

かっていう。 

　地域振興室室長補佐。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）警察

のほうからは、そういうことも考えていた

だければということで言われてはおるとこ

ろではございます。 

　ただし、免許返納の件に関しては、市だ

けではなくって、ネットワーク協議会の中

で、そういう免許返納については、今後、

検討していきたいと考えておりますので、

ご理解のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（岡　弘悟君）警察のほうでは、

今のところ免許返納については、勧めて、

ＰＲはされてないっていうことでよろしい

ですか。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）警察

のほうからも、免許返納について何かの施

策を考えてくださいっていう要望はありま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）個人の方にも免許

返納を勧めてるっていうことはないんです

ね、そこは。 
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○地域振興室室長補佐（前川朋久君）そこ

までは確認は取れてないです。 

○委員長（岡　弘悟君）了解です。髙本委

員、よろしいですか。 

　ほかにありませんか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）先ほどの 80 ページ

のシティプロモーション課のほうの負担金

補助及び交付金ですね。これ、とってもた

くさんの補助金とかを活用する事業を考え

ていただいて、橋本市に少しでも他市から

ですね、他県からですね、人を呼んで来よ

うっていう補助金をいろいろ考えていただ

いてるんですが、こんなけの 2,700 万近く

の事業をしてですね、大体目標とする市外

からの移住者数とか、それから市外から移

住していただいて橋本に住んでいただいた

ら、税収が増えるわけですから、そういう

目標値っていうのは、設定されているんで

すかね。 

○委員長（岡　弘悟君）答弁願います。 

　シティプロモーション課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君）まず移

住者数ですけども、本課としましては、年

間 10 組を予定しております。 

○委員長（岡　弘悟君）目標とされとるん

ですよね。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君）全体の

話でいいですかね。全体でありましたら、

50件を予定しております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）50 組というか、50

件を全体、この事業全体として目標として

いる。そしたら、やっぱり費用対効果って

よく私たち言ってしまうんですけれども、

大体幾らぐらいの税収を見越して、言うた

ら、出す一方でですね、貴重な財源ですか

ら、出す一方でお金が入ってこないってい

うのはなかなか難しい、厳しいところがあ

ると思うので、そういうふうな計算とか、

目標の増収を考えてっていうようなことの

計画はしてらっしゃるのかな。その辺をお

聞かせください。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君）まず、

やはり移住してきていただいた方の税収、

先ほど議員さんからもお話しあったんです

けど、税収が一番、私どもとしては見やす

いかなというふうに考えておりまして、ま

ず軽量鉄骨 120 平米で新築していただけた

ら、10 万 8,000 円ぐらいの年間固定資産税

があるかなというふうに推測しております。 

　あと、市民税について、１世帯あたり 30

代で一人働きの夫婦でありましたら 13 万

8,000 円と。１件あたりこれぐらいの税収は

あるのではないかなという思いで、そこに

掛ける先ほどの 50 件を見込んでおるという

か、希望というか、そこに向けて頑張って

います。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課交流定住係長。 

○ シティプロモーション課交流定住係長（平田麻里君） 補足で

す。すみません。負担金補助及び交付金の

ところの１件だけ、結婚新生活支援事業補

助金 920 万円とございますが、これはちょ

っと移住者に限ったものではなくて、少子

化対策の補助金になっております。市内の

方でも結婚された方で新しくお家を買われ

た方、または、賃貸で住み始めた方に対し

ての補助金なので、これは先ほど課長が申

し上げた 50 件プラス、そこに 50 件となっ

ています。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）すみません。今のと

ころちょっともう一回確認ですけども、お

試しが 50 件、移住された方が 50 件。アウ

トプットとアウトカムのちょっと違うと思

うんですけど、お試しも含めて 50 件、移住

されたのが 50件。どっち。目標。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課交流定住係長。 

○ シティプロモーション課交流定住係長（平田麻里君） この補

助金の中で結婚新生活支援事業補助金を除
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いた目標値が 50 件、プラス結婚新生活支援

事業補助金が 50件となっています。 

○委員長（岡　弘悟君）アウトプット、つ

まり元々入ってくる人の計画と、中におる

人の結婚の計画との話をしとるんですよね。 

○委員（田中和仁君）お試しの人と実際に

ほんまに来てもらった人と合わせて 50 です

かね。 

○委員長（岡　弘悟君）入ってくるほうが

50 っていう話ですね。目標が 50 ってことで

すね。 

　だから、橋本市内で結婚する方が、例え

ば 50 組おったら、それとは別の予算がこっ

ちについて、900 なんぼのほうが、その予算

でええってことですよね。 

○委員（田中和仁君）わかりました。あり

がとうございます。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。今、こ

の議論出たんで、全体でいこうと思ってた

んですけど、この議論の時にちょっと議事

録上わかりやすいかなと思って質問させて

もらうんですけども。補助金、周知ってい

う言葉はどこの課にもつながると思うんで

す。今、定住のこの結構ええ補助金出して

くれて、シティプロモーション課、ほんで、

経済部としてもいろんなとこで頑張ってく

れとると思うんで、あえてここで聞くんで

すけど。費用対効果の話は別としといて、

本市は企業誘致もやっとるんで、定住の入

口から入ってきただけのカウントっていう

ふうになってしまうんかな、僕いつも思う

んですけど。普通に、こっちは学校とかな

いですけど、親の結婚・離婚でふるさとへ

戻ってくるパターンの転入もあると思うし、

企業誘致あるんで、お仕事で来てくれて橋

本でマンション、ハイツないかなっていう、

別にこの定住の係からの入口だけじゃない

入ってくるっちゅうのは、どこの自治体も

あると思うんですけど。 

　言いたいことは、周知の部分なんです。

結果として入ってきたら別にかめへんので

すけど、こういうサービスを受けれるって

いうのが、結果入ってきて、後から貰える

のん知らんだんですっていう相談とか、そ

ういうのをよく聞くんです。このルールっ

ちゅうのは、鉄のルールなんで、気付いた

時には貰えない。しいて言えば、今、浄化

槽とか私、力入れてるんで、浄化槽の補助

なんかは特に、最初に見積もりと、あれを

しとけへんだら貰えれへんだ。これ凄い大

きいことなんです。サービス受けれる権利

があるのに、知らないから貰えない。こう

いった時っちゅうのは、たまたまここの延

長上で聞くんですけど、後でこういう補助

とか、１世帯あたりなんぼとかあったのに

ってなった時に、もうお断りするだけの話

なんでしょうかね、ここらってちょっと大

事なことやと思うんですけど、担当課とし

てはどのように、過去にそういう相談があ

ったのか否か、もしある場合は、どういう

ふうに今後対応していくのか、お願いいた

します。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課交流定住係長。 

○ シティプロモーション課交流定住係長（平田麻里君） ちょっ

とすみません。補助金が多数あるのであれ

なんですが、転入夫婦や空き家お試し暮ら

し取得については、市民課のほうの窓口で、

住所を移してきた際や転居をされた際のお

知らせの一覧に入っていて周知を行ってい

るとともに、LINEや広報でもお知らせを行

っています。結婚新生活支援事業補助金に

ついては、婚姻する夫婦は必ず婚姻届を市

民課で出しますので、その婚姻届に別添と

して、収入・所得の見方などを付けたもの

をカラー刷りでお渡ししてるっていうのが

現状です。 

　周知のほうは頑張っていますが、知らな

かったという声は、先日、転入夫婦であれ

ば、３年前まで遡れるんですけども、たま

たま３日間だけ、ちょっとプラスになって

いて、３月の末でっていう方がおられまし

た。その方については、もう要綱のほうで

何年何月からっていうのは決まっているの

で申し訳なかったですっていうのが、つい
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今週にあった話なので、もうそこはお断り

させていただいたっていうのが現状です。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）これはシティが悪い

わけでもなくね、過去３年遡れる猶予があ

るだけでも、ほかの補助金よりは上におる

と思います。 

　今聞いて担当課長、ほかの担当課長、部

長は思い当たる節あると思うんですけど、

そこらはちょっと持ち帰って揉んでいただ

きたい。今回のこの予算に対しての今の答

弁に対してなんですけども、僕の知ってる

例は、去年、何年か前に遡ったら２年やっ

たんでセーフやって貰ったっていう実績は

橋本市内にあるんです。セーフで良かった

ねって。今言うてくれたやつはアウトやっ

て可哀想やったねっていう話になるんです

けど。仕方のないことなのかなと思うんで

すけど、もう鉄のルールなんで３年遡れる

っていうルールに関しては僕は文句はない

です。運なんで仕方ないです。ただ、行政

がどれだけ発信できてたんかなっていうと

こに、今後メスを入れていかなあかん。同

じ人を生まないために、それについて今度

シティプロモーションだけの問題じゃなく

なってくる、もう一個上の、今、目合った

んで経済部長になるのか、総合政策部長に

なるのか、その辺ちょっと。予算なんで、

立派なもんであると思うんですけど、有効

利用していただくために、発信に、出張と

かにお金使ってるんやったら、もっとどれ

だけ知ってもらうとか、アナログ式も考え

てね、ちょっと一回、お偉い方どちらでも

結構です。答弁ください。 

○委員長（岡　弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）まず経済推

進部では、先ほど委員おっしゃるとおり、

企業の誘致施策も一緒に取り組んでる中で、

当然この転入というふうに本市に住んでい

ただいて、いろんな施策を利用していただ

くというようなことが起こり得ります。誘

致した企業さんのほうには、当然、家族さ

ん等にはこういった制度がありますという

のも売り文句にしてもらって、それぞれの

企業が面接の際に橋本市にはこういう制度

がありますよっていうような周知も図りな

がらやってるところです。 

　先日、ハローワークと共催で、保健福祉

センターで初めてこの市内誘致した企業、

11 企業の新たに就業を募集する方への合同

説明会っていうのをさせていただいたんで

すが、そこには 80 名の方が来られて、さま

ざまな相談の中に、やはり働く場所イコー

ル住むところ、それから、いろんな制度っ

ていうのは必ず繋がってますので、経済推

進部全体としても、企業さま向け、それか

ら、個人向け、いろんな施策がありますの

で、セットとして、当然、周知を図りたい

と思います。併せて、教育それから子育て

にも関心が当然ありますので、シティプロ

モーションのこの情報発信というところに

ついては、もう子育て支援ということも、

本市は大いに売りものにしておりますので、

そこも併せて情報発信させていただくとい

うところで、ご理解いただきたいと思いま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）どこの自治体も難し

い問題やと思うんです。地域性とかベッド

タウンばっかり多い町やったら周知しやす

いし、こういう橋本市って割と東西南北地

域性が違うっていうんかな。いろいろね、

回覧板であったりとか、広報の配布だけで

もまた今回の予算とかでもし話出てったら

もう、エンドレスになると思うんで、でき

るだけ定住にこれだけ力を入れて頑張ろう

としているんであれば、付録で付いてくる

ことも周知っていうのをしてあげて欲しい

と。予算なんで、仕方とかまた考えて欲し

い。何か変革が必要やと思うんで、また、

若い職員でも考えていただけたら。 

　続けてもう一個いいですか。 

○委員長（岡　弘悟君）どうぞ。 

○委員（堀内和久君）僕は総務では終わり、

最後だと思うんです。86 ページの、財政課

さんが作ってくれた予算説明書資料で言う

と、14 ページの真ん中ですよね。ＳＤＧｓ



14 

交付金に要する経費。こっちの 86 ページで

言うと 000241 というふうに言うたらいいん

ですかね。これなんですけども、説明書に

もあったように、来年度より新たに地域の

特色を活かした事業に対する補助が新たに

追加するっていうふうになっとるんですけ

ど、この辺のちょっと説明をいただきたい。

今年度より来年度の予算が上がっとる理由

がほぼそれなのかどうか、よろしくお願い

いたします。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 

○地域振興室長（鈴木淳司君）まず地域の

特色を活かした事業ということで、こちら

につきましては、１事業あたり５万円の 40

事業っていうことで 200 万円を想定してお

ります。地域の特色を活かした事業という

ことで、区・自治会が独自に取り組んでお

られる地域活動、地域防犯活動であったり、

交流イベント、あとは区・自治会の負担を

軽減するためのデジタル化事業であったり、

事務改善事業等に取り組んでいただける

区・自治会に対して、従来のＳＤＧｓ交付

金に加えまして、１事業あたり５万円を加

算するっていう事業を、令和６年度では、

実施していくことを考えております。 

　残りの増えた分といたしましては、集会

所の管理運営補助金、こちらのほうは、別

の補助金で交付していたものを、ＳＤＧｓ

交付金の中に取り入れまして、区・自治会

の補助金申請の事務負担を少しでも軽減し

たいということで、ＳＤＧｓ交付金に一本

化していくということで、こちらにつきま

しては、641 万円の増加ということでなって

おります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ありがとうございま

す。このＳＤＧｓっていう言葉と、ＳＤＧ

ｓ交付金ができた時から、ちょっと思って

たことなんですけども、今のご答弁には何

も問題なく素晴らしいと思うんです。 

　ただ、さっきの定住の、シティプロモー

ションの話とも係ることなんですけども、

結局、これってデジタルであったりとか、

僕よく言うんですけども、補助金とか、あ

りがたい補助金で、こういうふうに使える

よっていう、設計した人、伝える側の人は

よく理解、当然しとってわかるんです。た

だ、使う側の人、臨機応変に対応するべく

ＳＤＧｓが使い勝手がわかれへんっていう

のが、別にお年寄り扱いするんじゃないで

すけど、どうしても区長さんっていうのは、

僕らの親世代とか、割と 60 代、70 代がやっ

ぱり多いのかな。地域の、たまたま自分た

ちは議員しとるんで、これってどういうふ

うに使えんのよって聞けるとこと対話でき

るとこ、まあ言うたら、ここは周知の、今

度、取扱説明書の今度周知なんですわ、そ

の話なんですわ。だから、ごみの週２回と

か、そういう話もなってくると思うんです

けど、地域同士、隣同士タッグ組んだら、

夏場パッカー車来てくれっていうのにも例

えば使えるとしたら、そこの知恵まで多分

伝わってないですよね。だから、臨機応変

に使えるはずのもんが、例えばこんなふう

に使えますとか、職員なんで誘導したらあ

かんのもわかるんで、ここは難しいとこで、

地域担当職員も誠心誠意もてなしてくれと

んのもわかるんですわ。だから、歯がゆい

のもわかって欲しいというか、ええ交付金

やのに、バチッと上手に使っとるとこが、

モデルとしてどっかのね、百何個区・自治

会あるんやったらどっかにはおるんやろう

けども。割とこのＳＤＧｓ交付金っていう

特色が伝わりきれてない。活性化できてな

い。お釣りは返す返せへんの議論はいいん

ですけど、そこがちょっと僕歯がゆいです。

ええことしとる、ええ事業できていっとん

のに、ほんまにしたいこと、こんなふうに

欲しかったんだよっていうのが、あまり入

ってこないんですよ。その辺については、

どういう調査・研究されての来年予算なん

か、ちょっとお伺いいたしたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）この制度

が、今年度で２年目になりまして、やはり

今議員おただしのとおり、区・自治会には、

長い間培ってきたやはり習わしというか、
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やり方っていうのがありまして、なかなか

使っていただくについて、区長さん方自身

もご苦労いただいてるのかなというふうに

も感じているところで、新しい使い方って

いうのを今模索されているんだろうと思い

ます。 

　その中で、地域振興室では、やはりお悩

みに寄り添った形でアドバイスしていくと

ともに、先ほどのどういう使い方するんか

っていうのは、ある程度はＱ＆Ａみたいな

形では、お渡しはさせていただいてます。

ただ、百余りある区の方皆さんに一律にっ

ていうふうになると、そういうお伝えの仕

方しかできなくて、個別にまた対応させて

いただいてるっていうところと、それから

今回、新たにデジタル化推進っていうとこ

ろでも、新たな枠を設けさせていただいて

るところなんですが、実は既に試行として、

今、デジタル回覧板っていうのを、つい先

日から始めたところでございます。それに

ついても、地元区へ担当課のほうが説明会

にもちろんまいりまして、やはり使い方っ

ていうのは、機械を見ながら、触りながら

っていうところでないと、なかなか使い方

もわかりにくいっていうところもございま

したので、集まっていただいた区民の方々

にご説明させていただいて、そういう推進

を地道にコツコツやってるところです。た

だ、そうばかりもいきませんので、やはり

しっかりと説明して、この交付金のいいと

ころをもっと進めていけたらなっていうふ

うに思っているところです。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ありがとうございま

す。そのお気持ち、お考え、イコール時間

かけて隅々まで説明６割、７割、８割まで

説明行けたら、このＳＤＧｓ交付金ってい

うのにしてよかったねっていうのが、何年

後に来るのかちょっとわからないですけど、

今はまだちょっと、なかなか難しいってい

うか、進んでる方向は間違いはないと思う

んですけども、やっぱりスマホ教室と同じ

ようなもんで、やっぱりデジタル化ってで

きたら、アナログ化もいるというか、デジ

タルに進めていくにあたっての教えていっ

たらあかんというか、言い方おかしいです

けど、伝えていく、僕は 47 歳ですけど、正

直わからへんのですよ。デジタルじゃない

んで。だから、今ここにおられる方って言

ったら、僕よりは割と上の方が比較的多い

と思うんですけど、その人らが説明するの

も、自分が熟知するのに勉強しまくって行

くわけでしょ。凄いしんどいことやと思う

んですけど、やるからにはやっぱり平等性

を担保するために、ええ利活用するために

もう一歩踏み込んだ努力っていうのは、や

っぱり司令塔である総合政策部長から発信

していただきたいと、そういうふうに感じ

るだけです。 

　来年の予算・決算で、どういった報告来

るかが楽しみな一つの予算ではあるので、

ここについては肯定的に頑張っていただき

たいと思います。よろしくお願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）答弁よろしいです

か。 

　関連、関連でしたら板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）今のＳＤＧｓ交付金

の件で、５万円×40 事業っていうふうにお

っしゃったんですけど、自治会自体が百以

上あるっていうようなお話だったので、こ

の５万円っていうのは、そういう目的、こ

れに使うよっていうところに交付されるっ

ていうことでしょうか。それとも、もう５

万円みんなにではないですよね。そういう

形ですかね。 

　ＳＤＧｓ交付金は、いただいて、どんな

品目に使うのかは区・自治会の判断によっ

て、お金が余ったらプールできるっていう

イメージがあるんですけども、その点は、

200 万円ですよね、この使い方に関してはど

んな感じですか。５万円使って、例えば防

犯灯を付けるっていうふうに手挙げたとこ

ろは５万円いただけるけど、何もアクショ

ンを起こしてないっていう自治会は、それ

を貰えないっていうような、そんな形にな

るんでしょうか。ちょっとわからないので

教えてください。具体的に。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 



16 

○地域振興室長（鈴木淳司君）先ほど申し

上げました地域の特色を活かした事業につ

きましては、今回５万円の給付対象となる

のが、自主防犯活動、交流イベント、デジ

タル化推進、事務改善っていうこの４つの

事業を区・自治会として実施していただけ

るものに対して支給することを考えており

ますので、ＳＤＧｓ交付金のＳＤＧｓ推進

分ということで、ごみの減量化等、敬老事

業等の部分とはちょっと色分けをしており

まして、この部分については実施していた

だく区・自治会に対して交付するっていう

ものになっております。 

○委員（板橋真弓君）ありがとうございま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）同じところで、防

犯と交流と４つほど今ありましたけども、

それはやっぱりプレゼンっていうか、何か

こういう事業を進めます、始めますってい

うような資料を提出して、ある程度査定を

して、当局側がＳＤＧｓ交付金を交付する

に値するなと思ったら交付するっていうこ

となんだと思うんですけども、自治会で、

一自治会に幾つというか、そういうのは決

めてらっしゃるんですか。例えば凄く活発

に自治会運営を進めてらっしゃるところで

あれば、それこそ 10 ぐらいされるところも

あるかもしれないんですけれども、その辺

の内規みたいなんは決めてらっしゃるんで

すかね。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 

○地域振興室長（鈴木淳司君）先ほど申し

上げました４つの事業なんですけれども、

基本的には事業を実施するものに応じて、

複数事業を実施した区・自治会に対しまし

ては、複数分の交付を考えていきたいなと

思います。どんどん地域活動を活発化して

いだいて、地域とのつながりですかね、そ

ういったものを増やしていっていただきた

いと思いますので、複数の交付っていうの

も考えております。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）４つの事業に対し

て、１つ、１事業というふうには決めない

で、例えば防犯であれば防犯の中でも、幾

つもの事業をやったら、その幾つもの事業

に対して５万円ずつ出すっていう、そんな

感じですか。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 

○地域振興室長（鈴木淳司君）申し訳ござ

いませんでした。 

　この４つの事業を行う、例えば防犯活動

で２つやっとるとしても、このカテゴリで

は５万円っていう形で、上限がだから４つ

取り組んでいただいても 20 万円っていう形

になります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ちょっと待ってく

ださいね。 

　暫時休憩いたします。 

 

 

○委員長（岡　弘悟君）再開いたします。 

　ほかにございませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）ちょっともしかした

ら答えにくいかもしれないんですけど、Ｓ

ＤＧｓ交付金が区・自治会に対して設定さ

れてるんですけども、その時点でＳＤＧｓ

じゃないような気がするんですけども。つ

まり全員が区・自治会に入ってるわけじゃ

ないんで、ＳＤＧｓって誰一人取り残さな

い社会なんで、区・自治会だけを対象にし

てるって、もうそもそも全然駄目じゃんと

か思ったりする。僕区長ですんで、全然慮

って質問してるだけですから、その辺をお

答えいただきたいです。 

　例えばね、移動支援で、坂道だらけで交

通手段ないんで、区長に相談したら、いや、

そんなんもうようせんからお前らやれよっ

て言ってやったと、そしたら、区・自治会

関係のない移動支援団体が現に立ち上がっ

てやってくれとるわけですよね。これはも

う完全に地域の特色を活かした事業なんで

 （午前 10時 33 分休憩）

 （午前 10時 33 分再開）
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すよ。これ貰えないことになるんで、お答

えくださいますか。 

○委員長（岡　弘悟君）ちょっと田中委員。

このＳＤＧｓについては、その区・自治会

を対象にしてるＳＤＧｓ事業として、その

１つですよね。他のものに関してっていう

ものの、例えば予算がついてない理由等に

関しては、それは今回、予算であがってき

てないので、それについてそういう質問の

仕方されると、多分当局は答えが出てこな

いので、できれば意見で、要望という形で、

意見っていう形でもう一度。 

○委員（田中和仁君）わかりました。また

考えていただきたいですっていうところで、

お願いいたします。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）同じところです。そ

のＳＤＧｓのところなんですけども。各区

にそういう配分して渡してるんですけど、

使われ方っちゅうかね、たくさん使うとこ

ろ、かなり残してるところ、その中身がわ

からないんです。どんな状況でしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 

○地域振興室長（鈴木淳司君）このＳＤＧ

ｓ交付金につきましては、交付金形式とい

うことで、補助金のような実績報告書の提

出を区・自治会に求めておりませんので、

区・自治会のほうで、どういった使われ方

をしているのか、情報といたしましては、

ＳＤＧｓ交付金の申請の際に、区長さんに

聞き取り等をしたうえで、こういったもの

に使ってるっていう情報は得られるんです

が、それに対して幾ら使って幾ら残ったの

かっていうところにつきましては、区・自

治会の会計の中で適切に処理されていると

思っております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）すみません。そうし

たら、どういうことで使われて、結果どん

なけで年間残ってるとかいうのは、全然報

告しなくていいんですか。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室長。 

○地域振興室長（鈴木淳司君）実績報告書

っていう形ではないんですけども、収支の

報告書っていうのを簡単な１枚ものの紙な

んですけども、ＳＤＧｓ交付金の金額を市

から交付して、それを収入に入れていただ

いて、支出でどういったことの事業に使う

のかっていう簡単なものなんですけども。

実績報告書のように細かい内容は書いてな

いんですけども、大まかな、こういったこ

とに使ったっていう概要は掴めるような形

になっております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）いろいろ、ＳＤＧｓ

交付金、昨年の予算委員会でも使い方がわ

からんという指摘を受けています。この目

的は、やはり区長さんの業務をある程度も

う少し、また職員の業務を少し減らすため

に交付金化をして、区の中で管理をしてい

ただくっていうふうにしています。今まで

の補助金でしたら、これぐらいの資料を出

して、出していただくのも大変ですけど、

職員がそれを全部また見て、そういう問題

があったんで、できるだけ区長会からも要

望ありましたから、交付金として出して、

できるだけもう簡素化していく。区の中で、

行政事務委託費とか、そういうものを私、

当初してたんで、その交付金の使い方って

いうのは、当然、区の自由裁量であります

し、そこで不正があったら、それはもう区

の中の問題として片付けていただきたいと

いうふうに思います。 

　もう一つ、この交付金の目的は、あと 10

年もしたら区長制度が多分、崩壊をしてい

くのではないかなと、もう半分ぐらいにな

っていくのではないかなというふうにも思

ってまして、ハードはもちろん、これは行

政の仕事です。ソフトは区の中で、これか

らもっと、この交付金の幅を広げていきた

くて、まだ第２層しかできてないですけど、

第３層の協議体を作っていただいてってい

うても、これ区・自治会になるんで、ここ

に対して、こういうソフト事業をやりたい
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よっていうのも認めていきたいというふう

に思ってます。できるだけやっぱり、区で

できるところは、区でやっていただく、ハ

ードは行政がやります。 

　ただ、これが難しいのが、区長さんって

いうのが１年、２年で替わっていかれるん

で、そういう取り組みをどういう形でして

いくかっていうのが、この交付金の大きな

課題かなと思ってまして、将来的には第３

層という形で使ってもらってもええと思い

ますし、そういうふうに当初、この部分の

予算ってついてなかったのを、私が無理や

りつけさせて、とにかくこの交付金制度を

動かせと、そしてこれから、はぐくむ条例

の中でも地域運営組織っていうのも作って

いく中で、その中でやはり、区・自治会の

皆さんが、やっぱり使いたいところに使っ

ていただくっていうふうなことを、やっぱ

り５年ぐらいかかるのかなというふうに、

区・自治会制度が崩壊する前に何とかやっ

ていきたいなというふうに、ちょっと今そ

ういうところも考えているところです。 

　先ほど、田中議員が言われた、個々にお

金を出していくのは、税金の性質上、ちょ

っと難しいところもあるんで、例えば、法

人を将来的に作っていただいて、そこの、

例えば、有償運送をやっていただくとかっ

ていうふうなことになれば、また予算のつ

け方があるのかなというふうには思ってい

ます。ちょっとわからないところも多い部

分なんですけども、区のソフト事業をより

進めていただくために、介護予防でもええ

し、健康予防でもええし、イベントでもえ

えし、そういう中で、区の災害に向けての

人間関係を構築していただくっていう部分

の予算でもありますので、これから周知も

しっかりしていきたいと思いますし、今、

大切なことは、成功事例をいかに作って、

それを真似していただくのもええかなとい

うふうにも思ってますので、より一層、地

域振興室のほうには、進めていくように言

いますので、また皆さんにも、自分の住ま

れている区・自治会の中で、そういう使い

方がありますよということを、説明してい

ただければと思っておりますので、よろし

くお願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　この件の方は、関連は。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）僕も市長の言うこと

はわかるんですけど、市長がご答弁いただ

いたんで、あえて言うんですけど。 

　成功事例が見つかったらいいですねって

思います。でも、逆に私は、その使い勝手

がいいはずのもの、追い風になるべきもの、

市長の５年先、10 年先が橋本市がどうあっ

て欲しいっていうの見えてる。目標を立て

てるだけに、市長の思いイコール現場、そ

の間にどなたがおるんか。地域担当職員、

担当課、それぞれの課の人たちですよね。

ここの、結局伝わってないほうが多い、伝

わって欲しいからこういう言い方するんで

す。だからそこをどないかしないと伝わら

ない。だから、ええ交付金、また区長会と

かお偉い方々との議論して、使い勝手ええ

ように交付金の制度にしました。いろんな

ことを使ってください。健康にもどないで

も使ってくださいって、区長とか、区の役

員でええように決めてくださいって、私ら

これ議論しとるから耳に入っとるからわか

るんです。聞かれたら答える。教えにも行

く。でも、本来の入口ってそこじゃないで

しょ。やっぱり、地域担当職員とか、その

担当課がおるわけやから、伝わりきれてな

い。ほんで今、市長言われた、区長は２年

に１回替わっていく。だからそこの説明も

込みで、この交付金にしとるわけですわ。

そこなんですよ。ほんであと年代的なこと。

やるんやったら徹底的にやりましょうっち

ゅう話なんですよ。失敗事例が見つかれへ

んような形を作っていこうっていうふうに、

要は周知なんですよ。毛細血管まで伝わっ

とるかどうかだけの話で、伝わっとるとこ

は臨機応変に全部できると思うんです。だ

から伝わっとる区と伝わってない区の温度

差がそろそろ出てきますよっていうことを

理解していただけたら、僕は予算上全然問

題ない。次の決算で聞くことっていうのは、
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そこになってくるんですよ。だから思いイ

コール形になるような努力をどれだけ職員

さんがやってくれとるんかって、ここの議

事録上は市長はええこと言うとる。 

僕らの質問も別に的を得たこと言うとる。

でも結果はっていう話絶対なってくるんで

すよ。大体新しい事業できたら、３年ぐら

い様子見てくれってなってくる。３年後の

決算って言うたら、そっからＰＤＣＡです

か、反省するんですかって、言いますよと

ことん。このままやったらそうなりますよ

っていうことを、今、予算で申し上げとる

んであって、死に物狂いでやりましょうよ

っていう話ですわ。それだけです。誰か答

弁ください。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）ありがとうございま

す。これから本当にこれをどう進めていく

かっていうのが大きな課題です。一朝一夕

にいくものでもありませんし、そしてもう

定年する部長もおるんで、ちょっと４月か

ら考えてるのは、地域担当職員って言って

も、その質問事項に答えられなくて、持っ

て帰って答弁、返答するっていうことが、

報告を見たら非常に多いんで、やっぱり市

の重点事業を地域担当職員に、ある程度も

う、もっと理解をさせて、「いや、これはこ

うなってますよ」とか、「これはこういうや

り方になってますよ」っていうふうなとこ

ろをもう少し理解するような研修も含めて、

そうか、こういう質問出ますよっていうこ

とを事前に区長会のほうから出してもらっ

て、そういうふうなところを対応するって

いうことも、ちょっと新年度から考えてい

きたいなというふうにも思ってまして、ま

だまだ職員の中にも、僕も係長級とは、私

が講演したこともあるんで、そういうこと

はできてるんですけど、やっぱり課長級と

はそういう話はなかなか、直接講演はして

なかったりするんで、そういう中で、ちょ

っともう地域担当職員制度も、今、水道に

おる上田が総合政策部長の時に始めて、も

う結構期間経ってるんですけど、こっから

それをどう進めていくかっていう議論を、

来年やっていくっていうことも大事かなと

いうふうにも思ってますので、ちょっと時

間かかってますけれども、少しずつ改善を

していけたら。各部長、課長に、どういう

理解をしてもらうのかっていうところも含

めて、また、令和６年度から新たな取り組

みを始めていきたいというふうに思ってま

すので、ご理解よろしくお願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君） 108 ページの

000901 市民会館管理運営に要する経費なん

ですが、前年度、令和５年は指定管理をし

てたと思うんです。文化スポーツ振興公社

さんかな。今年度は、会計年度職員を雇っ

てっていうことなんですが、何かそれに至

った理由っていうか、もう直営でやったほ

うが効率がええとか、そういうのがあった

のかどうか、ちょっとご説明願えますか。 

○委員長（岡　弘悟君）総務課長。 

○総務課長（和田芳明君）こちらのほうに

つきましては、市民会館の運営の検討委員

会を、令和５年度におきまして開催をして

おります。そちらのほうの中で、施設の経

過であったりとか、施設の概要をご説明を

させていただく中で、検討委員会を重ねま

して、結果といたしましては、市民会館の

運営につきましては、コスト的なこと、ま

たは今、大ホールにつきましては、貸館の

休止をしておることということの中からで

すね、直営で行うという結論に至りました。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）96 ページですけども。

上のところの委託料のところの窓口業務等

アウトソーシング委託料なんですけども。

これ実際のところ、業務の内容から見て、

個人情報に関わるところがあるので、まず

それを外部に出していくような形が本当に

いいのかどうか。市民の皆さんのご意見を

聞いても、不安だなと、心配だなっていう
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面が感じるところをよく聞くので、ちょっ

とその辺が、ちょっとどうも不安が大きい

ので、ちょっとご説明いただけたら。 

○委員長（岡　弘悟君）セキュリティの部

分についてお答えください。 

　財政課課長補佐、 

○財政課課長補佐（三嶋信史君）窓口業務

等アウトソーシング委託につきまして、先

日、プレゼンテーション、事業者の提案を

受けて行いました。その中で、提案として

は、情報セキュリティに関する規格ですね、

プライバシーマークなどを保持しておる事

業者でありまして、そのほか業務を行う前

に事前研修として、個人情報の保護や守秘

義務など、そういった情報セキュリティ研

修を行うとともに、業務の開始後もセキュ

リティルールの遵守ができてるかをチェッ

クシートを用いた自己確認や、それから、

セキュリティの担当者による第三者確認な

どを行いまして、情報保護の対策を行って

いく提案を受けておりまして、そういう予

定で考えています。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員、よろし

いですか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）すみません。大変

細かいことを聞いて申し訳ないんですが、

86 ページの 12 委託料の市民活動サポートセ

ンター指定管理委託料が、前年度よりは少

なくなってるんです。多分これは、夜の開

館を縮小されたのではないかなっていうふ

うに予測はしてるんですが、コロナ禍があ

ってですね、なかなか夜に市民活動サポー

トセンターで会議をするっていう場面が少

なくなったので、そういう事態に陥ったの

かなと思うんですが、これから、コロナ後

ですね、また、市民活動が活発になってき

てですね、夜を開けて欲しいっていう要望

があればですね、これはまた次年度、次の

年度とかですね、そんなんは、増やしてい

くという可能性があるんでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室室長補

佐。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）まず、

指定管理委託料の減額の件なんですけども、

これに関しては、協定を令和５年度から令

和７年度で協定を結んでおりまして、その

金額が 795 万円。これがベースとなってお

ります。令和５年度につきましては、新規

の協定をまく時でしたので、デスクトップ

パソコンが古くなっておりましたので、そ

れを買い換えるのと、Ａ３のカラー複合機、

ファックスを購入しておりますので、その

分の 51万、去年は増えております。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）すみません。ちょ

っと認識が間違っておりました。何か夜が

ですね、夜の開館が何か申し込み制になっ

たので、その関係だったのかなって、ちょ

っと勘違いをしましたので、すみません。 

　同じページでいいですか。 

　その下のですね。18 負担金補助及び交付

金で、市ボランティアサークル連絡協議会

補助金っていうのがあるんですけれども、

以前から、もう本当に古くから、このボラ

ンティアサークルさんっていうのは、橋本

市のボランティア団体の連絡協議会として、

ずっと活動していただいてるんですが、新

しく保健福祉センターができてから、市民

活動サポートセンターができて、どんどん

どんどん新しいボランティアサークルさん

が増えているんですが、ちょっと補助金が

ですね、そのままの形っていうのもあるの

で、４万円ですか。そのボランティアサー

クルの連絡協議会さんは、今、何団体ぐら

いを登録されていて、増えているのかどう

か、増やしていっていただいてるのかどう

か、ちょっと補助金がずっと変わってない

ので、ボランティア団体が増えているにも

かかわらず、この辺がどうなってるのか、

ちょっと私も認識不足でわからないので、

その辺わかれば教えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室室長補

佐。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）ボラ

ンティアサークル連絡協議会の補助金に関

しましては、事務局が社会福祉協議会とな



21 

っておりまして、そこの申請となっており

ます。そこからの要望としては、４万円と

いうことで、去年までは、主な支出といた

しましては、毎年１月と４月にボランティ

ア体験フェアを開催しておりまして、その

補助金がほとんどでございます。 

○委員長（岡　弘悟君）ボランティアサー

クル自体の数は、増えてるのか減ってるの

か。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）登録

数につきましては、令和４年度、令和５年

度と変わっておりません。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）何団体登録してる

んですか。 

○委員長（岡　弘悟君）地域振興室室長補

佐。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）今、

ちょっと資料を持っておりませんので、後

ほど答えさせていただきます。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）この際、土井委員

に対する答弁を保留して、11 時 15 分まで休

憩いたします。 

 

 

○委員長（岡　弘悟君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　土井委員の質問に対する答弁を求めます。 

　地域振興室室長補佐。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）先ほ

どの答弁の続きなんですけども、令和４年

度のサポートセンターの登録者数なんです

けども、184 件。令和５年度が 186 件になっ

てますので、２件の増加となっております。 

○委員（土井裕美子君）サポートセンター

違って、ボランティアサークル。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）サー

クルの件なんですね。 

 （午前 10時 56 分休憩）

 （午前 11時 15 分再開）

○委員（土井裕美子君）サークルさんまで

はわからへんの。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）サー

クル数までは把握しておりません。 

○委員長（岡　弘悟君）資料自体がないと

いうことで。 

○地域振興室室長補佐（前川朋久君）資料

自体がございませんので、すみません。 

○委員長（岡　弘悟君）了解いたしました。 

　ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ありませんので、

２款を終わります。 

　次に、３款、民生費　107 ページから 152

ページまで、質疑ありませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）112 ページの福祉避難

所に要する経費です。防災備品費のところ

で、これは福祉避難所に限定された予算で

しょうか。例えば、重度の方が拠点避難所

に避難された時に、ちょっと特殊な、持っ

て移動できないような設備が必要かと思う

んですけど、それは福祉課なのかなという

ふうに考えるんですが、いかがでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）ただ今のご質問

にお答えさせていただきます。今回のこの

備品の購入につきましては、福祉避難所と

して、現在、きのかわ支援学校さんのほう

で、指定に向けて協議を進めているところ

でございまして、一応避難対象者としては、

きのかわ支援学校さんの在校生及びそのご

家族ということで協議のほうを進めてござ

います。 

　ご質問にございました拠点避難所での福

祉スペースと言いましょうか、そちらのほ

うで要配慮者さんが、一旦、そちらのほう

で避難していただいてという備品ではござ

いませんで、今、申し上げましたような中

での備品購入費に係る経費ということで計

上させていただいております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）田中委員。 
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○委員（田中和仁君）ありがとうございま

す。ちょっと細かいんですけども、県立の

学校かなと思うんですけども、市のほうで

購入するっていうことでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）そちらの点につ

いてなんですけれども、今回、先ほど申し

ましたような在校生及びそのご家族さまが、

福祉避難所として指定された当該学校で、

一定期間生活するのに必要な備品と、避難

所として活用していくうえでの備品という

ことで、こちら当初、きのかわ支援学校さ

ん、以前、拠点避難所として指定されてい

たことがございまして、そちらの際に備蓄

品として配置されていたもののうち、毛布

であるとか、保存水、そういったいくつか

の種類のものについては、危機管理室のほ

うの備蓄計画に基づく備品の中で対応しな

がら、残りの備品について、こちらのほう

で、市の予算のほうで、福祉避難所に係る

ものの備品と、避難所に係る備品という形

で対応していきたいというふうに考えてお

ります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　堀内委員。 

○委員長（岡　弘悟君）暫時休憩いたしま

す。 

 

 

○委員長（岡　弘悟君）再開いたします。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）よろしいですか。す

みません。136 ページの下、001141 家庭教

育支援推進に要する経費でページをまたぎ

ます。上段です。一般報償金になるのかな。

これ数年でちょっとずつ増えとると思うん

ですけども、この辺ちょっと詳しく教えて

ください。 

○委員長（岡　弘悟君）家庭教育支援室長。 

 （午前 11時 19 分休憩）

 （午前 11時 20 分再開）

○家庭教育支援室長（吉田健司君）これは、

家庭教育支援チーム　ヘスティアさんの一

般報償金になります。２年前は、これ 540

万ぐらいでしたけども、今回 821 万 6,000

円ということで、約 50％増えてます。３年

前に家庭教育支援室ができまして、ヘステ

ィアさんの人数が 27 名でしたけども、令和

６年度で 43 名のスタートになる予定です。

この間ですけども、４～５か月健診時のブ

ックスタートに加えて、１歳８か月健診時

のセカンドブックを開始してます。また、

健診に来られた方、ほとんどすべての希望

者の家庭の訪問を実施しています。 

　今回、予算が増えてますのは、この訪問

を強化するということで、年間延べ 200 家

族を 300 家族の訪問を予定してます。また、

講座数もいろいろ、ヘスティアさん主催で

講座をやってるんですけども、その講座数

も 110 回から 130 回に増やす予定です。ま

た、ヘスティアさんっていうのを、橋本市

民の方全員に知ってもらうということで、

インスタグラムを開始してますけども、そ

のインスタグラムについても、情報発信源

っていうことで強化していきたいっていう

ことで、調整会議とか、いろんな会議も増

やしていきたいということで、この予算に

なってますけども、この予算につきまして

は、ヘスティアさんの意見を聞いて予算要

望しまして、ほぼ 100％財政課のほうも見て

くれております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　どうぞ、堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ページ変わって、ち

ょっと戻って 134 ページです。001105 こど

も食堂等に要する経費の真ん中の委託料で

すね、橋本こども食堂ネットワークってや

つです。これについて事業内容とか、どん

な委託になっとるのかっていうことと、今

後のこども食堂としてのあり方っていうん

かな。増えとる。頑張って各地域で増やし

てくれとると思うんですけども、こども食

堂はないような世の中が一番ええんでしょ

うっていうのは、それは皆さんご存じやと
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思うんですけども、こども食堂を必要とし

とる傾向、橋本市の今の情勢、何年かかけ

て情報収集は担当課やってきてくれたと思

うんですけど、今後どういうふうに発展っ

ていう言い方おかしいんですけども、救い

の手を差し伸べやなあかん、まだ足らんの

か、それとも縮小傾向にあるのか、今の情

勢のデータ的な、今現在のお気持ちを、室

長の思いとともに、ちょっとお聞かせいた

だきたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）家庭教育支援室長。 

○家庭教育支援室長（吉田健司君）ご質問

ありがとうございます。そしたら私の思い

をしゃべらせてもらいます。 

　この 134 ページですけども、これ 200 万

の予算ですけども、これについては、橋本

市社会福祉協議会への委託です。令和４年

度に社会福祉協議会との委託が成立しまし

て、今もこれ続けていく予定です。こども

食堂をやってまして、今、10 か所になって

ます。この３月に紀見北地区が開設しまし

て、11 か所になる予定です。最終的には、

前にも言いましたけども、旧中学校区 14 か

所っていうのが橋本市の目標で、できれば

令和６年度中に達成したいと思うんですけ

ど、ちょっと無理かなとは思ってます。 

　こども食堂の主な仕事っちゅうか業務で

すけども、一番に新規開設団体の立ち上げ

の支援です。二番目に、こども食堂連絡協

議会の開催運営、これ２か月に１回程度開

いてます。こども食堂の代表者の方が集ま

っての会議になります。三番目にホームペ

ージ等の情報発信、今、寄付等が 100 件超

えてきましたので、その都度、橋本市のホ

ームページに寄付の情報とか、開設情報と

かを載せています。それから四番目に、食

材等の寄付の受付、分配。今、お米につい

ては１トン以上の寄付が集まってます。そ

れから五番目に、従事者向けの研修の開催。

それから六番目に、参画団体継続実施の支

援。それから七番目に、実施団体の認定制

度、支援補助金の申請募集受付。それから

八番目に、最後ですけども、食材管理及び

分配作業になってます。この中で、今、社

会福祉協議会に委託してますのが、二番目

に言いました、こども食堂連絡協議会の運

営の開催。それから四番目の食材等の寄付

の受付、分配については、社会福祉協議会

と一緒にやってます。それから五番目の従

事者向け研修の開催は、社会福祉協議会で

やってもらってます。それから八番目の食

材管理及び分配作業についても社会福祉協

議会でやってもらってます。 

　この 200 万の中の一番大きい部分、約

70％なんですけども、これが旧の服部楽器

のあったところですけども、備蓄倉庫の賃

借料となってます。社会福祉協議会への委

託については、今後もう少し増やしていき

たいと考えてます。今、11 か所と言いまし

たけども、今、全国的には、こども食堂は

9,000 か所を超えてきました。この数字とい

うのは、大体全国の中学校区に一個の割合

になってます。全国的にも、和歌山県も、

今、力入れておりまして、最終的には小学

校区に一つという形で全国的にも進めてい

く予定になってます。前にも言うたんです

けども、最初のこども食堂の立ち上げとい

うのは、貧困対策で始まってますけども、

今はやっぱり子どもの孤立をなくす。それ

から学習支援も入ってます。それから、高

齢者の方と子どもの方の交流の場っていう

ふうに、いろいろな方向性がだいぶ変わっ

てきてます。今まで子ども施策の中ででき

なかった施策を、こども食堂がやるような

形になってますので、今非常に重要な位置

付けになってるんかなと思います。 

　先ほど堀内議員が、こども食堂ないのが

ベストって言い方されたんですけども、こ

ども食堂がこれからできて、交流の場がで

きて、孤立する子どもがなくなっていくと

いうことでは、重要な位置付けと思います

ので、今後も増えていくことが重要なこと

だと私は思っております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ありがとうございま

す。趣旨はわかって、ご互いわかってると

思うんで、僕は貧困がない世の中になれと



24 

いうことで、こども食堂がない世の中がい

いって言うた。 

　昨日か一昨日、和歌山県議会のある議員

の一般質問でも、こども食堂についてっち

ゅうのがテーマになってて、和歌山県が目

指すこども食堂の形と、その中での橋本市

のこども食堂の進むべき形、吉田室長が言

われるように、貧困だけではなくて「絆」、

「ひきこもり」、「地域のネットワーク」っ

ていう意味では、そういった意味では、こ

ども食堂の必要性っていうのは増える。増

えていけっていうのはありやと思うんです

けども。そうなった時の今度はやっぱり、

寄付はいつまで、食材の寄付はいつまで続

くかっていうのは、この地域性であって、

素晴らしい先人たち、地域の人たちがおる

なっていうのは、感謝の気持ちでイコール

になると思うんです。だからそっからどう

していかなあかんかっちゅうのは、ボラン

ティアの手ですよね。手と、例えば食べる

もんで言うと、僕ら元々コックなんで、調

味料とか、環境とか、冷蔵庫・冷凍庫、こ

の辺っていうのは、今度行政の、付いて行

く行政の腕が問われるとこになると思うん

です。その辺について進化していくんであ

れば、その財源確保と財源の色ですよね、

この辺については、どういうふうな希望と

いうか、どういうふうな見解をお持ちで来

年度、再来年度につなげていくお気持ちな

のかを教えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）家庭教育支援室長。 

○家庭教育支援室長（吉田健司君）予算的

には、県も先ほど言うたように力を入れて

まして、立ち上げ時に県の補助が 40 万、市

が 20 万、合計 60 万で立ち上げ資金ってい

うのがあります。 

　橋本市の場合は、運営に関する資金っち

ゅうことで、年間６万円の資金を出してま

す。全国的にも、立ち上げの時の支援をや

ってるところ多いんですけども、運営資金

まで出してる市っていうのが、なかなか少

ないところですんで、橋本市で一番大きい

この６万円っていうところを継続して市の

予算で確保していくっていうのが非常に大

事かなと思ってます。これを増やす、減ら

すは、また別として、今、連絡協議会で６

万ぐらいが妥当ということで、今、６万円

出してるんですけども、これは非常に全国

的にも大きい数字になってます。それと、

先ほど寄付についてですけども、100 件ほど、

今もう超えてますけども、野菜とかは、や

っぱり受け付けがしにくいところです。調

味料とか缶詰とかそういうのが来た場合は、

もうすぐに、こども食堂のほうにメールを

送って、早いもん勝ちですけども、すぐに

取んに来てもらってっていう方向をとって

ます。冷蔵庫とかを購入するつもりはない

んですけども、今、米の貯蔵庫、今２つ用

意してますので、それの確保が大事かなと

は思ってます。という意味で運営資金の継

続っていうのが、今のところ大事なのかな

っていうふうには思っております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）最後です。頑張って

いただきたいと思います。 

　あと、この財源の色って言うんかな。こ

れは、一般財源とかそういうことなんかな。

例えば、ふるさと納税基金使っとるとか、

ちょっと歳入とか細かく見りゃわかるんで

しょうけど、その色ちょっと答えといて欲

しいのと、あと、そうですね。僕の言うと

る意味の調味料っていうのは、頂いた寄付

の調味料じゃなくて、食材と作ってくれと

るボランティアの方をつないどるのが、電

気・ガス・水道ですね。ほんで鍋とか、そ

んなんはどっかにあるんでしょうけども、

やっぱりそういうおいしいものを作るのに、

塩・酒・みりん・醤油、そんなんだけは、

くれる人おるんかもわかれへんけど、やっ

ぱり調味料っていうのは、やっぱりそれと

また別で、やっぱりメニューの献立の中に

存在するんですね、これは細かく寄付くれ

るもんではないので、やはりそこは税金で

買っていただきたいと。そういった意味で

の調味料ということなんで、６万円もあれ

ばできると思うんで、別に細かいことまで

言わないんですけども、やっぱりしっかり



25 

栄養バランスとか、おいしいのは、おいし

い、おいしくないとか、そういうことじゃ

なくて、せっかくですから、やっぱりそう

いう学びの場とか、気持ちの拠り所の場で、

一緒におる人によって味が変わるのと一緒

で、おいしいもん食べてくれとると思うん

ですけど、せっかくやったら、やっぱり栄

養バランスであったりとか、そういう育ち

盛りの子に対しての配慮っていうのは、当

然しとると思うんですけど、やっぱり引き

続き意識も持って欲しいっていうことで調

味料と申し上げました。 

　お金の色だけ教えていただいて、この質

問は結構です。 

○委員長（岡　弘悟君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）ここのです

ね、こども食堂等に要する経費の財源につ

きましては、国・県の補助金等を活かしな

がら繰入金として、ふるさと応援基金を使

っております。ですので、一般財源はゼロ

という形の財源内訳となっております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）116 ページの、

001013 障がい者更生援護等に要する経費の

12 委託料、ひきこもり支援推進事業委託料、

1,147 万 9,000 円。詳細の説明等はあったん

ですが、今年度から初めて、橋本市・九度

山町・高野町の１市２町で事業を実施する

っていうことで、画期的なことだと思うん

です。今までは、ボランティアサークルさ

んとかにずっと委託していたのが、初めて

複数の１市２町で事業として実施するとい

うことですので、この辺のちょっとご説明

をもう少し詳しくお願いしたいんですが。 

○委員長（岡　弘悟君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）お答えいたしま

す。本委託料につきましてですけれども、

これまでひきこもり支援活動を続けていた

だいております、とらいあんぐるさんのほ

うから、令和４年度中に、高齢化を理由に

活動継続というのが難しくなってきたとい

うような話がございました。事業継続って

いうのが立ち行かなくなってくると、利用

者の方、または、そのご家族に大きな影響

を与えていくということになることから、

県にも相談しながら新たな受け皿となる事

業所がないかというのを模索していたとこ

ろ、とらいあんぐるさんの利用者と繋がり

のございました事業所、そちらを運営する

法人より、前向きに検討する旨のご回答を

頂いたことから、両法人をはじめ県、そし

て今、もうおっしゃっていただきましたよ

うに九度山町・高野町。当然、本市と入り

まして、さまざまに協議を重ねていきまし

て、令和６年度より両法人に合同で当該事

業を委託する形という大筋が整ってきたこ

とから、今回予算計上させていただいてい

るものでございます。 

　主な事業内容・業務内容についてなんで

すけれども。まず、相談支援事業といたし

まして、当事者、またはご家族さまとの個

別面談であるとか。あと、訪問相談。いわ

ゆるアウトリーチということで、居宅等に

出向いていっての相談。あと、九度山町・

高野町へそれぞれ月２回程度になろうか、

この辺りはまだ詰まりきってないところな

んですけれども、出張相談と、そういう相

談事業を、まず一点考えてございます。あ

と、まずは一歩、家以外に入ることのでき

る居場所をということを目的とした居場所

づくり事業。あと、関係機関や団体との情

報交換、ケース検討を行う場であるとか、

そういうネットワークを作っていくと。そ

して、レクリエーション活動とかイベント

への参加等を通して当事者さん、或いはご

家族が楽しめる場所の提供、あと外部講師

を招いてのひきこもりに関する講演会、研

修会の開催というような事業の内容を考え

てございます。 

　事業費につきまして、これまで、とらい

あんぐるさんへの補助金と比較して、かな

り増額となっておるんですけれども、こち

らにつきましては、まず、対応職員配置と

いたしまして、これまでの、とらいあんぐ

るさんのスタッフはそのままなんですけれ
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ども、新たに合同で入っていただく法人、

そちらに関しまして、まず、心理士の資格

を持った専門職員を１名配置すると、あと

相談員１名、あと非常勤のスタッフ１名と

合計３名は配置するという点。あと、活動

日についてなんですけれども、こちらも、

これまで、とらいあんぐるさん週３回、そ

して開所時間としては、１日２時間開所し

ていただいてたかと思うんですが、こちら

のほうを週５日、開所時間についても１日

７時間という形で、こちら活動日、開所時

間についても大幅に増やしているというと

ころで、事業費的に大きく増加していると

いうような形になっております。 

　なお、活動場所につきましては、これま

での、とらいあんぐるの活動場所である河

南別館の２階というような形で考えてござ

います。内容については、以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）ありがとうござい

ます。やっとここまで、長年にわたり、い

ろいろ言ってきたのが身を結びつつあるの

かなと思いますが、これからがスタートで

ございますのでね、なかなかひきこもりっ

ていうのは、もう本当に表面に現れてる数

字っていうのは、氷山の一角ですから、多

分これからこういう事業を進めていかれる

にあたっては、まだまだ救いの手を差し伸

べないといけない部分っていうのがござい

ますので、しっかりとスタート、やっとス

タートラインに立ったっていうことでござ

いますので、しっかりと力を入れてやって

いただくことをお願いして、要望だけで結

構でございます。ありがとうございます。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　関連ですか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）本当にひきこもりの、

こういう、広域でしかもやっていただいて、

本当にありがたいと思います。 

　一点だけ、橋本市は 1,147 万 9,000 円っ

ていうことで、予算あがってるんですけれ

ども、高野町さんと九度山町さんも入れて

全体の事業費っていうのは幾らになるんで

しょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）全体につきまし

ては、約 1,316 万円ほど、今の段階では考

えてございます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）126 ページの上にあり

ます 001035 の 12 委託料。この委託料の内

容をちょっと説明していただきたいなと思

って。 

○委員長（岡　弘悟君）　いきいき健康課

長。 

○いきいき健康課長（丸山恭司君）お答え

します。 

　001035 生活支援体制整備事業に要する経

費ですね。この委託料なんですけども、介

護予防生活支援体制整備事業委託料という

ことで、昨年まで介護保険の特別会計にあ

った、いわゆる協議体の関係の委託料でご

ざいます。委託先は、社会福祉協議会への

委託料となっております。第１層の生活支

援コーディネーターを配置しておりますの

で、そちらのほうにですね、協議体設置に

向けた、協議体の設置に関する関係団体と

の連携ですとか、地域の体制づくりを推進

するということです。 

　二つ目に、関係者のネットワークの向上

を図っていく、三つ目に、日常生活支援の

担い手の養成や地域の特性に応じたサービ

スの創出を図っていく。四つ目に、地域の

支援ニーズと事業実施主体の活動ニーズ及

び地域資源のマッチングを行う。五つ目に、

地域の支援ニーズと資源を見える化、六つ

目に地縁組織等の多様な主体への協力の依

頼などの働きかけ。七つ目に、目指す地域

の姿や方針の共有という形の業務を社会福

祉協議会に対して委託している業務になっ

ております。 

　以上です。 
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○委員長（岡　弘悟君）髙本委員、よろし

いですか。 

　ほかにございませんか。 

　石橋委員。 

○委員（石橋英和君）先ほどのこども食堂

に関して、ちょっとお尋ねなんですけども、

今度立ち上げまして、今月、第１回の食堂

を開催するんですけども、早くからやられ

てる食堂さんの参考にさせていただいて、

学習支援であるとか、高齢者の方も参加し

ていただいてというようなことで、とりあ

えずはスタートするんですけども、本来、

一丁目一番地のやりたいことは、お腹空か

してる子どもの栄養源になりたいというこ

とが基本にありまして、だから、やってみ

ないと、どんな人が集まってくれるんだろ

うなって言いながら準備を進めております。

担当課のほうでね、今までご覧になってて、

その辺のお腹空かしてる子どもの栄養面っ

ていうあたし、結構役に立ててるよってい

うのか、その辺ちょっとお聞かせ願えます

か。 

○委員長（岡　弘悟君）家庭教育支援室長。 

○家庭教育支援室長（吉田健司君）先ほど

申しましたように、こども食堂の立ち上げ

の時は、貧困対策ということで考えており

ましたけども、なかなか食事の取れてない

子どもさんを集めて、こども食堂やれっち

ゅうのが無理っていうのがわかってきまし

た。そういうふうに指定しますと、その子

の貧困とか差別につながるということで、

今は、すべてのこども食堂については、も

うすべての子どもと親を自由に募集して来

ていただいているのが今の状況です。人数

が多ければ、抽選はないんですけども、早

く来たもんから、60 食やったら 60 食で切っ

て、それで、こども食堂をやってるってい

うのが、今、ほとんどのところですので、

その中に、食事ができていない子どもとか、

そういことの把握は、正直言いまして、し

ていない状況でございます。 

○委員長（岡　弘悟君）石橋委員。 

○委員（石橋英和君）確かにその辺の見極

めがね、もう本当にしにくいことで、でも

やる以上はね、本来目指してたところで成

果があがるようにって考えていろいろ議論

しております。今後も努力していこうと思

ってますし、またいろいろ情報いただける

ようにお願いしておきます。答弁結構。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）132 ページの 18 負

担金補助及び交付金の新型コロナウイルス

感染症事業継続支援事業費補助金なんです

が、これって具体的に何を、令和５年度も

同額だったんですが、具体的にどのような

ことをされるのかちょっとお教えください。 

○委員長（岡　弘悟君）答弁願います。 

　こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）こちらにつき

ましては、延長保育事業であるとか、地域

子育て支援拠点事業、一時預かり事業、病

後児保育事業等におきまして、新型コロナ

ウイルス感染症とかの対策に要する経費を

補助されるものでありまして、国３分の１、

県３分の１、市３分の１で行うものです。 

　ただ、新型コロナウイルスにつきまして

は、５類に変更されたということもありま

すので、従来ですと、新型コロナの発生前

から準備するための備品でありますとか、

そういったものも対象になったんですが、

５類に変更されたことによってと思われる

んですが、この補助金は、今後は新型コロ

ナが発生した時に要する費用、消毒に要す

る備品とか、その際に職員が時間外したと

なればかかります経費とか、そういったも

のが対象になるということになりますので、

額としては、だいぶ少なくなってきとると

いうのが現状でございます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）ということは、発

生しなかったら減額ずっとされるっていう、

そういう認識ですよね。 

○委員長（岡　弘悟君）こども課長。 
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○こども課長（萱野健治君）そのとおりで

ありまして、発生した時の費用でないと補

助金の対象にならないということになって

おります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）次のページいって

よろしいですか。 

○委員長（岡　弘悟君）どうぞ。 

○委員（土井裕美子君）136 ページの学童保

育に要する経費のことを聞きたいんですが、

これ教育総務課、民生なんですが、教育総

務課ってなってるんですが、これは委員長

どのようにしたらいいですか。ここでです

か。 

○委員長（岡　弘悟君）今、担当課いては

ると思います。 

○委員（土井裕美子君）それでは、136 ペー

ジの学童保育に要する経費の 10 需用費の中

の施設等維持修繕料の 66 万でございますが、

学童保育に関しましては、橋本市大変力を

入れていただいて、各学校に施設等もきっ

ちり整備をしていただいて、子どもたちの

数が少なくなっているけれども学童の子ど

もたちの数は、もう増えているっていう現

状で、１つの学校に２つであるとか、３つ

であるとか、増えてきておりますが、最初

に建てたところっていうのが、だいぶ老朽

化が進んでおります。「子ども・子育て会議」

なんかで聞かせていただいておりましたら、

応其小学校の学童がとても古くてですね、

令和６年度の予算で、新しい建て替えをす

るような計画があるっていうのは、チラッ

とお聞きしたんですが、見てますと、その

費用がなくて、修繕費の 66 万だけなんです

が、その修繕費のこれは何に使われるのか

ということと、老朽化して、本当に建て替

え、修繕だけではもう全然まったく体を成

さないような老朽化した、応其小学校の学

童なんかに関しての計画とかがあるのかど

うかを、その辺のところについてお教えい

ただきたいんです。 

○委員長（岡　弘悟君）教育総務課長。 

○教育総務課長（岡　一行君）まず、この

修繕料の中身でございますが、工事によら

ない小規模な修繕ということで、例えばで

すけども、ドアであったり、ガラスであっ

たり、照明であったり、そういったところ

を修繕していくものとなります。 

　応其小学校の学童につきましては、確か

に、当初は学童保育を新しくするという考

えはあったんですけれども、利用児童数の

推移であったり、応其小学校の空き教室の

キャパであったり、いろんなことがありま

して、この令和６年度の当初予算には、要

求に至りませんでした。今回至らなかった

んですけれども、需要につきましては、引

き続きあると現在のところ考えております

ので、また内部で実施計画等に声をあげて

いきたいと考えています。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）現状をよくわかっ

ていただけてると思うんですけれども、や

っぱりトイレがですね、ここの小学校の、

応其小学校の、本当に困っている状況でご

ざいますのでね。私、一般質問でもトイレ

言うて、ここでもトイレ言ってるんですが、

やっぱりね、排泄って大事なんですよ、健

康状態が悪くなりますのでね、子どもたち

のね。修繕費のこの 66 万で小規模な修繕っ

ていうことですが、その辺のところも、ト

イレの修繕なかなか小規模ではいかないと

思うんですが、その辺のところをしっかり

把握をしていただいて、子どもたちの健康

に留意した形で予算づけをしていただける

ことをお願いして、要望だけで結構でござ

います。お願いいたします。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。一個だ

け、あと一個です。 

　142 ページ、001123（仮称）紀見こども園

です。自分は自分の意思なんで、ちょっと

誤解のないようにしておきたいんですけど

も。これのね、キャパだけちょっと教えと



29 

いてください。もう云々は言わないんで、

何人ぐらい入る定員で、何歳が何人ぐらい

とか、それだけちょっと教えといてくださ

い。あと、ほんで先生の数が大体スタート

どれぐらいいくであろうと、それだけ教え

といてください。 

○委員長（岡　弘悟君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）定員につきま

しては、予定として 63 名を予定しておりま

す。保育士の数については、ちょっと今、

把握してないんですが、今、紀見保育園、

境原幼稚園、紀見幼稚園に在籍しておる先

生っていうのが、すべてそちらへ移ってい

ただくっていうこと。 

　あとは、加配等もあるんですけれども、

園児の数に応じた必要な保育士っていうの

は、もし足りなければ、会計年度任用職員

で賄っていきたいなというふうには考えて

おります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）すみません。単純な

質問なんですけど。120 ページ一番下の

001016 包括的支援事業人件費。もともと介

護保険であったのが、こちらへ移した何か

全体的にそういった見直しがあったのかど

うかお聞きしたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員。ごめん

なさい。もう一度ちょっと大きな声で。ち

ょっと聞き取りにくかったんで。申し訳な

い。 

○委員（髙本勝次君）120 ページの一番下に、

001016 包括的支援事業人件費。これはもと

もと今までは、介護保険のところであった

のが、今回こっち、民生費に移したのは、

全体的にそういった関連はこんな形で移し

たのかだけ教えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）民生費に移した関

連ですね。 

　暫時休憩いたします。 

 

 （午前 11時 52 分休憩）

 

○委員長（岡　弘悟君）再開いたします。 

　ほかにございませんか。 

　石橋委員。 

○委員（石橋英和君）152 ページの 19 扶助

費の原爆被害者援護金っていう対象人数を、

何人ぐらいか教えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）福祉課長。 

○福祉課長（犬伏秀樹君）現在の対象者の

人数につきましては、23 名となってござい

ます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）石橋委員、いいで

すか。 

　ほかにございませんか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君） 146 ページの

001113 たんぽぽ園管理運営に要する経費。

ここだいぶ予算が増えております。令和５

年は 1,880 万円。その内訳を見ますと、報

酬の会計年度任用職員報酬っていうのが増

えているんですが、これやっぱり、たんぽ

ぽ園を利用する子どもたちが多くなってる

っていうことだと思うんですが、この人数

の内訳、内訳っていうか、人数を教えてく

ださい。 

○委員長（岡　弘悟君）こども課長。 

○こども課長（萱野健治君）まず、増額の

要因なんですけれども、調理師が退職の予

定になっておりまして、その賄う意味で、

会計年度任用職員の調理師を増やそうとい

うふうに思ってるのが一点と。 

　もう一つは、たんぽぽ園のほうで延長保

育ということを、来年度中から始めたいと

いうふうに考えてます。これにつきまして

は、目的としましたら、就園を考える際に、

親の仕事の都合で、たんぽぽ園、保育事業

やから短いものですから、本来やったら療

育園を選ぶべき子どもが、そっちへ行きた

いんやけども、仕事の都合で一般の園にし

か行けないっていう方がいらっしゃいます

と、療育という機会を奪ってしまうという

ことになるので、そういうことを少しでも

 （午前 11時 53 分再開）
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防ぐためにということで、延長保育という

のを新たにしようというふうに考えていま

す。それは定員が４名ということになるん

ですが、それにつきまして、必要な会計年

度の保育士を増やそうというふうに考えて

おりまして、午後から夜までの方が保育士

２名、正職員がシフトするように考えてま

すので、早朝の部分が保育士１名、人数で

言いますと３名ですね、増員するというこ

とで、増額というふうになっておるという

ことです。 

　子どもの人数のほうが、現状が 23 名でし

て、来年度の運営予定が今のところ 21 名で、

２名がちょっと今相談中ということになっ

ております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ないようですので、

この際、髙本委員に対する答弁を保留いた

しまして、午後１時まで休憩いたします。 

 

 

○委員長（岡　弘悟君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　まず初めに、髙本委員に対する答弁を求

めます。 

　財政課長。 

○財政課長（三浦康広君）よろしくお願い

します。 

　午前中、答弁保留になっておりました 120

ページの下段、包括的支援事業人件費のと

ころですが、本年度、令和６年度から新設

となっております。こちらにつきましては、

いきいき健康課の職員、今まで介護保険特

別会計で予算措置しとった８人分を一般会

計に移したものでございます。内容的には、

社会福祉法改正に伴いまして、重層的支援

体制整備事業を、令和６年度から本市が本

格化するということで、一般会計のほうに

 （午前 11時 57 分休憩）

 （午後１時 00 分再開）

組み替えたというような形になっておりま

す。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員、よろし

いですか。 

　ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ありませんので、

３款を終わります。 

　次に、４款　衛生費　151 ページから 172

ページまで、質疑ありませんか。 

　ちょっと待ってくださいね。入れ替えし

ますんで、職員さん入れ替わります。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）こんにちは。お聞き

します。156 ページの 18 負担金補助及び交

付金のところなんですけども。そこの下に

あります。新しくなったんですけど。妊産

婦アクセス支援助成金、この申請の手続き

の仕方を教えて欲しいんですけど。 

○委員長（岡　弘悟君）子育て世代包括支

援センター所長。 

○子育て世代包括支援センター所長（坂口淑子君） 妊産婦

アクセス支援事業の手続きについてでよろ

しかったでしょうか。 

　お答えします。 

　妊産婦アクセス支援事業といいますのは、

県の補助金で、当初、自宅または里帰り先

から分娩可能な医療機関までの距離が遠く、

妊産婦の心身及び経済的負担が大きいこと

から、健康診査や出産にかかる交通費や宿

泊費の負担軽減を図ることにより、地域に

おいて安心して妊娠及び出産ができる環境

づくりを支援することを目的とするってい

うことで、急遽、県の補助金として立ちあ

がりました。これに関しましては、和歌山

県全体的に安心して出産できるっていう、

病院が凄く減っていまして、特にまだ私た

ち橋本市のほうは恵まれているんですけど

も、紀中のほうが病院が少ないっていうと

ころから、こういうふうな補助金があがっ

てきました。 

　これの申請の手続きに関しましては、一

定、住民登録のある自宅から最寄りの分娩
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施設までの距離が 20 キロ以上となる妊産婦

とか、あと、いつもでしたら近いところの

医療機関にかかってるんですけども、何ら

かの事情で母体とか子どもに異常が見つけ

られて、ここで言うと、和医大であるとか

日赤、大阪の医療センターとか、自分の意

思とは無関係に遠方のところを受診しない

といけない人を対象に、自動車で行く場合

とバスとか公共交通機関を使っていく場合

に分けて申請の仕方が違うんですけども、

一旦は、立替払いをして、そのうえで出産

した後に請求を経て、還付で支給するって

いう形をとります。一応、出産してからの

手続きで、還付で支払いするっていうとこ

ろが流れになります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員、よろし

いですか。 

　ほかにありませんか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）154 ページ。001402

保健衛生総務に要する経費。次のページ、

154 ページの 18 の負担金補助及び交付金の

中の、がん患者医療用補整具購入費助成金。

今年度 28 万円だったのが、75 万円に上がっ

てるっていうことで、実績と今後どれぐら

いを想定してこの 75 万をあげられたか、教

えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）いきいき健康課長。 

○いきいき健康課長（丸山恭司君）お答え

します。 

　がん患者医療用補整具購入費助成金につ

きましては、令和６年度につきましては、

この助成金としまして、医療用ウィッグ、

補正下着の助成金、人工乳房・人工乳頭の

助成金と３種類ございます。来年度は、医

療用ウィッグが 30 名。補正下着助成金が５

名。人工乳房・乳頭が５名という形で人数

をみております。 

　ウィッグのほうが２万円が上限ですので

60 万円。補正下着は１万円上限ですので５

万円。人工乳房・乳頭が２万円が上限です

ので 10 万円という形で 75 万円の予算を見

ております。 

　令和６年２月１日時点で、ウィッグのほ

うが 14 件、補正下着が１件、人工乳房が１

件となっております。ただ、２月以降もで

すね、ウィッグのほうも増えておりまして、

もう少し数は増えておるというような状況

であります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）ありがとうございま

す。４月１日からっていうことで、遡って、

４月１日で半年間、知らない方も、これ、

利用できたっていうようなお声も聞いてお

ります。今後もどうか、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（岡　弘悟君）要望でよろしいで

すか。 

　ほかにございませんか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）154 ページの、

001410 母子保健事業に要する経費の 12 委託

料の妊婦健診委託料の中の、これ新規の部

分で、155 万が新生児聴覚検査分っていうふ

うになってるんですが、早いうちから、い

ろんな検査を、きっちりした検査をして、

対処すると、聴覚障害に関しては、最小限

に抑えられると、発達の段階でね、ってい

うことで、この助成金があるんですが、も

う少し詳しくお教えいただけたらと思いま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）子育て世代包括支

援センター所長。 

○子育て世代包括支援センター所長（坂口淑子君） ありが

とうございます。 

　新生児聴覚検査に関しましては、土井議

員言われたように、本当に新生児の早期か

ら発見できることで、凄く改善が図られる

っていうことで、凄く大事な事業です。 

これに関しましては、ちょうど出産後、退

院までの間に検査が行われるんですけども、

既にもう各病院のほうでは、検査自体はさ

れています。それは、すべての産婦さんが

受けられて退院するっていうような状況で

す。 
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　今回、新生児聴覚検査の助成を開始した

っていうのは、そこの実費で受けていた部

分の 5,000 円までの上限で補助させていた

だくような補助になります。 

　その内容でよろしいでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員、よろし

いですか。 

　ほかにありませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）お願いします。166 ペ

ージ。最終処分場の維持管理のところです。

いわゆる彦谷の管理してくれてる人ってい

うかな、結構高齢な方でバイクで通ってる。

結構遠いところに住まれてて通ってくれて

るともお聞きします。 

　予算でいうと 12 になるんですかね。ちょ

っと間違えてたら、ごめんなさい。この方

らが万が一、ちょっと調子が悪くなったと

か、バイクで怪我したとかっていうことに

なった時にどうお考えですかっていうとこ

ろをお伺いしたいんですけども。 

○委員長（岡　弘悟君）環境美化センター

所長。 

○環境美化センター長（兵衛一郎君）まず

ですね、本委託料に関しましては、彦谷区

のほうで埋立処分場がございますので、そ

この埋立処分場の検視であるとか、覆土の、

いわゆる土をですね、埋立ごみに被せるよ

うなこと、あとは不法投棄の防止の巡視、

害虫駆除、そしてあと管理上に必要な草刈

り等ですね、そういう業務を行っていただ

いております。 

　ご指摘のですね、管理していただいてい

る方、怪我した場合なんですけども、受託

申請に名簿をいただいておりまして、約７

名程度の人数がございます。ただしですね、

私どもも、こちらの埋立ごみ処理場の、埋

立のいわゆる業務に関しては熟知しており

ますので、緊急の場合に関しましては、職

員が行きまして、対応をしたいと考えてお

ります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）怪我に対しての補

償はされるのですか。通勤途中の怪我等も

含めての補償はあるのですか。 

　答弁漏れです。 

　暫時休憩いたします。 

 

 

○委員長（岡　弘悟君）再開いたします。 

　田中委員、委託先の契約内容になります

ので、行政がちょっとデータは持ち合わせ

ていませんので。 

○委員（田中和仁君）失礼しました。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）同じ 166 ページのと

この、その上の委託料、ごみ収集委託料な

んですけども、ちょっと傾向をお聞きした

いんですけども、業務用のごみの量と、家

庭用可燃ごみの収集ではね、ここ最近の様

子、増えてるのか減ってるのか、ちょっと

様子をお聞きしたいと思います 

○委員長（岡　弘悟君）ごみの量増えてる

か減ってるかっていう話なんで、データは

あるはずやと思うんですけど。 

　生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）おっしゃ

られているごみの量なんですけれども、家

庭系のごみにつきましては、やはり市民の

皆さんの減量の意識っていうのが、ご協力

いただいてる中で、やっぱり少しずつでは

ありますけれども減少傾向にあるというふ

うに認識しています。 

　それとは逆に、事業系のごみっていうの

は、誘致企業の企業さんも増えてきている

っていうこともありますので、やはりこち

らは増加傾向にあるというふうになってお

ります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）　髙本委員、よろ

しいですか。 

　ほかにございませんか。 

 （午後１時 12 分休憩）

 （午後１時 12 分再開）
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　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）168 ページ。これは

前のページから続いてるんで、14 工事請負

費、環境美化センター建物等解体工事費。

上の解体工事設計委託料とも絡んでくるん

ですけども、これは環境美化センターが、

今年の３月で閉鎖されて、あそこの建物を

解体するっていうことなんですが、その横

に「すみだ寮」っていうのもありまして、

それから、今、パッカー車とかを置いてる

基地もありますし、健康運動広場かな、高

齢の方たちが運動するような用具が置いて

あるところもあるんですけども、この建物

等解体工事費って書いてますんで、それ全

部を解体する費用なのでしょうか。その辺

のところ、どのような解体の計画があるの

かっていうのをお教えいただきたいと思い

ます。 

○委員長（岡　弘悟君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）お答えし

ます。 

　建物等というふうに、確かになっている

んですけれども、今言われました環境美化

センターの管理棟、憩いの家、そして西側

に車庫も２棟ございます。あと洗車場であ

るとか、両建物の合併浄化槽の撤去であっ

たりとか、計量器、排水処理装置、オイル

タンク等々すべてを撤去するということで

予算をあげさせていただいております。 

○委員長（岡　弘悟君）公園も含むってこ

とですか。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）そうです。

公園も含みます。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）管理棟はね、確か

に、なかなか電気代とかも、光熱水費もか

かってますし、老朽化もしておりますし、

解体っていうのは値すると思うんですけれ

ども、公園は割と綺麗に使っていただいて

ますし、それから「すみだ寮」に関しては、

憩の家ですね、「すみだ寮」って言わへんの

かな、憩の家に関しては、屋根はちょっと

老朽化してるんですけれども、建物的には

まだまだ使えるのではないかなって、素人

目に見た限りですけれども、その辺の有効

活用についての議論はなされたのか否かっ

ていうことと、それから、その跡地、だい

ぶ広大な跡地になると思うんですが、あそ

こをまったくの更地にして、今後どのよう

な計画を持っていらっしゃるのかっていう

のがわかればお教えください。 

○委員長（岡　弘悟君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）当然、憩

いの家についても議論はさせていただいた

んですけれども、ただもう築三十七、八年

っていう古い建物ですので、やはりいろい

ろ修繕してまたお貸しするっていうことに

なってくると、やはりちょっと築年数的に

も難しいのかなと。修繕するにもまた予算

がかかるということにもなりますので、や

はりもう、この際、市の公共施設の総合管

理計画においても、「今後 30 年間で、公共

建築物等の総量を相当規模削減する」って

いうふうにありますので、市の方針に沿っ

た形にしたいというふうに考えております。 

　跡地利用についてなんですけれども、今

の段階では、再生可能エネルギーの導入を

できないかなっていうことを検討している

っていうところです。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）元、あそこの場所

は、旧橋本市の焼却場があったところです

ので、なかなか簡単に跡地として売買しよ

うっていうのは、なかなか難しい点がある

かと思うんですが、憩の家に関しては、市

民の方々から残して欲しいっていうような

お声もちらほらと、私のもとにも入ってき

ておりまして、あそこの場所だけ購入した

いというようなお声などは、市のほうには

届いておるようなことはないですかね。 

○委員長（岡　弘悟君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）確かに貸

してして欲しいであるとか、直接ではない

んですけれども、売って欲しいっていうよ

うなお声もあるとは聞いてはおります。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）聞いてはおるって

いうことだけれども、今の現段階では、す
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べて更地にして再生可能エネルギー、いう

たら太陽光発電を置く計画っていうことで

よろしいんでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）解体についての

話なんですけれども、先ほど生活環境課長

からもご答弁させていただきましたように、

憩いの家に関しましても、かなり老朽化が

進んでおるという現状があります。 

　それと併せまして、財源となる除却債っ

てあるんですけれども、それの期限が２年

っていうこともございます。併せて、昨今

の物価高騰がございますんで、早いうちに

解体したほうが、市としても得策であろう

というふうな判断から、今回、解体とあげ

させてもらいました。 

　以後の跡地利用については、今の段階で

は、はっきりとは決まっておりませんので、

さまざまな声ちらほらと聞いてはおります

が、またこれについては、しっかり検討し

たうえでご報告させていただきたいと思い

ます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君）すみません。関連

でお伺いしたいんですけど。遊具、公園も

撤去っていうことは十分理解できるんです

けど、器具もなかなか、介護予防的にも十

分に活用できる器具であると思うんですけ

ど、その辺撤去して、移設とかっていうよ

うなお話とかはされてますか。 

○委員長（岡　弘悟君）生活環境課長。 

○生活環境課長（上垣内康浩君）まだまだ

使えるものっていうのはあるのは間違いな

い話でございますので、もしそういう要望

がある公園であったりとか、広場であった

りとかっていうところに設置できるものに

ついては、処分するんではなくて、有効活

用していきたいというふうに考えておりま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君）市がどっかに作る

っていうわけでもないですし、区とか自治

会とかで有効活用したいっていうことが要

望とかあったら、またそういうところに譲

渡したりとかっていうので有効活用しても

らっていいのかなと思いますので、その辺

またしっかりと議論していただけたらと思

います。 

　答弁は結構です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　石橋委員。 

○委員（石橋英和君）164 ページの、先ほど

の彦谷の最終処分場なんですけども、あと

この処分場何年ぐらい利用できるんでしょ

うか。 

○委員長（岡　弘悟君）環境美化センター

所長。 

○環境美化センター長（兵衛一郎君）あく

までも試算でございますが、令和 14 年ぐら

いを、埋立の満了ぐらいと考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）石橋委員。 

○委員（石橋英和君）まあまあ結構あるっ

ちゃあるんですけども、いずれは満杯にな

って使用できなくなった時、次の場所の検

討とかは、もう始めておりますか。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）石橋議員の質問にお

答えします。 

　僕はもっと短く、もっと、令和 14 年まで

って持たんのちゃうかなと、報告を受けて

たんで、今、何で令和 14 年かって言うたの

か、ようわからんのです。 

　それはちょっと置いといて。ただ、今も、

結局は市道があって、どこまで上げるんか

っていうような問題やと思うんですけど、

果たしてそこまで上げていいのかっていう

ところの問題もあろうかと思います。いず

れは処分場、最終処分場を新たに作ってい

くっていう方向になってくると思います。

できるだけ早く検討に入って、土地も買わ

なあきませんし、同じ場所の横にするにし

ても、いろんな方の了解も必要になってき
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ますので、できるだけ早い機会に、実際に

本当にどれぐらい持つのかっていうのを、

令和 14 年っていうのは、だいぶ前の話かな

っていうふうにも思ってますので、今、陶

器市等でいろいろ協力していただいて、違

う形で使っていただくという方法もあるん

ですけども、できるだけ早い機会に検討に

入っていきたいと思います。どれだけの費

用がかかって、どれだけの財源がいるかっ

ていうところも、ちょっと考えていかなけ

ればいけませんので、実は、環境管理セン

ターの建て替えで、ごみ焼却場の延長問題

が令和 11 年に来ます。それまでに、どれだ

けの予算が必要かとか、ちょっと財政的な

計画っていうのを、ちょっと立てやんとあ

かんのかなというふうにも思ってまして、

まだ学校改修とか、学校の建て替えとかっ

ていうのも一部ありますので、その辺の部

分も見て、どういう形で進めていくのかっ

ていうのを、まず内部で検討させていただ

いたうえで、議会のほうに、またご相談し

たいというふうに思っておりますので、ご

理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）170 ページ、001513

ごみの 18 負担金補助のところで、大阪湾広

域廃棄物埋立処分場建設負担金です。ここ

は、今おっしゃってくれた埋立ごみの対象

になるんですか。それとも、焼却したもの。 

○委員長（岡　弘悟君）生活環境課課長補

佐。 

○生活環境課課長補佐（岡本英明君）すみ

ません。大阪湾フェニックスでございます

が、基本的には、広域ごみ処理場の焼却

灰・飛灰の、これの投入先でございます。 

　ただ、現在、大阪湾フェニックス自体も

計画変更をしているところでございまして、

先ほど市長からもお話ございましたけども、

埋立ごみ、今後、かつらぎ町等はフェニッ

クスへの搬入をしておりますので、このこ

とも踏まえ検討してまいりたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

○委員（田中和仁君）ありがとうございま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ないようですので、

４款を終わります。 

　次に、５款　労働費　171 ページから 172

ページまで、質疑ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ありませんので、

５款を終わります。 

　次に、第６款　農林水産業費　171 ページ

から 194 ページまで、質疑ありませんか。 

　少々お待ちください。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）184 ページ。好評であ

ります橋本ふるさと便事業補助金なんです

けども。これ、私の知り合いの他市の議員

さんにも、いろいろ話したら、凄いええこ

としてるやんかいうことで、もの凄い。話

ししてたら評判があって、私としても、ず

っと続けて欲しいということで、凄く思っ

てます。 

　好評っていうことであれば、市当局のほ

うに、ほかの自治体からも、どんなふうに

してんかなっちゅうのは、そんな問い合わ

せ、好評的な問い合わせ、あるんでしょう

か。ちょっとお聞きしたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長補佐。 

○農林振興課課長補佐（秋山康弘君）そう

ですね、ほかの自治体からも問い合わせは

ございます。令和２年に開始した当初は、

近隣のかつらぎ・九度山のほうからもあっ

たんですけれども、最近では、議会等で視

察に来られる市町村のほうからも問い合わ

せ等はいただいております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）何個かあるんですけ

ど、今関連なんで、議事録上同じとこ、184

ページの 001909 の 18、ふるさと便の関連で
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すけど。いろいろルール改正があろうかと

思うんです。ちょっとそれを、ちょっと具

体的に、今までやったら、私の認識でした

らコロナ補助で、救いの２年間となって、

３年目もふるさと納税を活用して、同じル

ールで３年間やってきたと、財源の色が違

うと、これ４年目になったら、どういった

ルールを変更になったのか、この辺ちょっ

と教えていただきたいと。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長補佐。 

○農林振興課課長補佐（秋山康弘君）令和

５年度から令和６年度に向けての制度改正

についてご説明させていただきます。まず

ですね、今までふるさと便に関しましては、

特に農家のほうからの発送件数に上限とい

うのは設けておりませんでしたが、今回、

令和６年度に向けてはですね、農家１軒あ

たりの活用上限を 500 件とさせていただい

たうえで、ふるさと納税の返礼品協力事業

者に登録される方につきましては、プラス

250 件。インターネット販売を活用する農家

さんにつきましては、プラス 250 件という

ことで、財源等もございますので、段階的

に制限をかけさせていただくというのが、

まず一点目になります。 

　あと二点ございまして、二点目につきま

しては、これもちょっと 12 月議会等々でも

いろいろと議論いただいたんですけれども、

ふるさと便として発送するにあたりまして、

農家所得にどんなけ結びついておりますの

という話もございましたので、これ２月に

なってから事業終了に合わせて事業者のほ

うにアンケートを取っておるんですけれど

も、ふるさと便を活用した商品の販売の単

価につきまして、まだちょっと調査段階な

んですけれども、今のところ、121 農家の平

均で聞いたところ 2,925 円になっておりま

す。ただ、インターネット販売による商品

の販売単価につきましては、1,530 円という

ことで、やはりちょっと対面販売よりも、

ちょっと単価が安いというのがございます。

つきまして、インターネット販売につきま

して、商品の販売価格のちょっと設定をさ

せていただきたいと思っておりまして、

2,500 円以上の商品にふるさと便を適用でき

るということでしたいと思っております。 

　もう一点は、これ令和５年度にちょっと

改正したんですけれども、産品につきまし

ては、橋本産の農産物ですよっていうこと

で、しているんですけれども、これちょっ

と運用面のあれになりますけれども、橋本

産であるということを、もうちょっと明確

にするために、仕入れたりとかされてる場

合につきましては、橋本産のものであると

いうのを、農家、誰から仕入れているとか、

どれだけ仕入れてるかっていうのを、事務

局のほうに提出していただくような形で運

用してまいりたいと思っております。 

　以上、三点になります。お願いいたしま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）個人的には完璧な答

弁かなと思います。 

　あとは、今度周知ですね。よくここまで

設計してくれたなと思います。安いもんで

も送れたらええなっていうのは、正直、個

人的にはずっと思ってたんですけども、や

っぱりどっかで線引かなあかん。苦渋の決

断の時が今の時で、まあ完璧かなと思いま

す。あとは農家さんから多分クレームも、

ちょっと来るかもわからへんねんけど、そ

れはもう、担当課頑張っていただくしかな

いと。やっぱり貴重な財源のふるさと納税

ですから、商工に対してでもそうですし、

できるだけ広く使っていただけるような取

り組みっていう考えイコール汗の量、イコ

ールになったのかなと思います。 

　続きまして、同じとこもう一個聞くんで

すけども、今度このふるさと便の、さっき

のインターネットのとこですかね、値段が

ちょっとちゃうんですね、1,500 円ぐらいに

なったのかな。この辺の、今度その整合性

をどう取っていくかっていうとこが、ちょ

っと課題になると思うんですけど、ちょっ

と踏み込んで考えてることあれば言ってい

ただいたら、まだ、ないんであれば、もう

ないで、もうこの質問はここで終わりにし

ます。 
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○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長補佐。 

○農林振興課課長補佐（秋山康弘君）イン

ターネット販売の販売単価のところなんで

すけれども、確かに今の、現状のインター

ネット販売を見ておりますと、結構安い商

品があるということで、ご指摘等もあった

んですけれども、私たちとしましても、当

初、令和２年始まって以降、Ａ品、その時

は、なかなかインターネット販売されてる

農家さんいらっしゃいませんでしたので、

ここをもっと活用して欲しいという気持ち

もあった中で、Ａ品につきましては、でき

ればふるさと納税の返礼品とかで、ふるさ

と納税のほうに歳入として入れていただき

たいというのはありました。インターネッ

ト販売につきましては、なかなか選果場等

で取ってもらえないような柿なんかも、家

庭用として販売することで、今まで捨てて

た柿が付加価値を付いて農家の収入になる

という面もございましたので、制度上もそ

ういうところを活用できる制度になってお

りましたので、安い値段であっても、そう

いう柿をどんどんどんどん販売していただ

いて、ネット販売のスキルなんかも付けて

いただいてっていう思いもあって、してお

ったんですけれども、ほかの自治体、イン

ターネット販売の中では、ふるさと便のよ

うな送料無料をやってる自治体っていうの

はあまりございませんので、こうした 12 月

議会等でいろいろ議論いただいた中で、

我々も、もうちょっと農家収入を向上させ

るために、もう一歩踏み込んだところへ進

んでいく必要があるのかなということで、

ちょっと考えを修正しておるところでござ

いまして、仮に商品代金が 2,500 円や 3,000

円になったとしても、ほかの地域の送料が

かかる部分と、我々はこの制度があるおか

げで、送料無料であるということで、そこ

でもっと戦っていけるのではないかなと。

もっと農家所得を向上させるために、我々

も、もうちょっとその商品の構成を変える

なりということで、いろいろと説明は必要

になるかなとは思うんですけれども、そう

いった面で、農家さんがもっと有効にこの

補助金であったり、財源を活用して儲かる

仕組みというのを、一歩踏み込んで作って

いきたいというふうに考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）納得しました。あり

がとうございます。さらなる情報収集と、

また、インターネットに関しては、また、

その改良もいろいろまた、現場の人が考え

てくれれば、年度年度で成長してくれれば

いいと思います。今年はこれでいいと思い

ます。 

　ちょっと一個漏れたんですけども。やっ

ちょん広場ですね、名前出していいのか、

ちょっとわかんない。すみません。もし、

あかんだら後で消してください。ここだけ

が、ふるさと便の、かつらぎ町・九度山

町・高野町の農家さんも出すっていうこと

で、何か曜日指定がどうのこうのってよく

聞くんです。ここに対しての、この精査の

手、メスはどこまで入れたんでしょうか。

ごめんなさい。聞き漏れたんで、すみませ

ん。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長補佐。 

○農林振興課課長補佐（秋山康弘君）そう

ですね、おっしゃるように、こちらのファ

ーマーズマーケットにつきましては、橋本

産品以外のものも集まるということで、そ

れで当初は、令和２年の時は、毎日活用、

利用していただいてたんですけれども、や

はりちょっとそうしたところ、他の町から

の農家のものが、なかなかやっぱり売れに

くくなるということで、ちょっとそういう

ふうな点ではファーマーズのほうが、結構

やりにくいと言いますか、なかなかほかの

町の産品がちょっと出品が減ってきてるよ

みたいな、そんなところもあります。それ

で、ここの部分については、もう運用とし

て、やっちょんさんは指定事業者の１者で

ございますので、やっちょんさんのほうに

運用面でということで、もうお任せした中

で、火曜日と水曜日のみの販売ということ

になっております。 
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　あと、ふるさと便として扱える商品の内

容につきましても、もともとは橋本産品で

あれば、向こうのほうで段ボール箱にいろ

いろ詰め合わせて送っておったりもしとっ

たんですけれども、やっぱりちょっと送る

中で、従業員さん、サービスカウンターの

ほうで荷崩れしないように商品を詰めたり

とかですね、そういったところで結構事務

が煩雑になっておるということで、商品に

つきましても、やっちょん箱という専用の、

贈答用のケースに入れたものだけを対象に

するということで運用していただいておる

んですけども。もうここも、やっちょんさ

んのほうでの運用ということで、できるだ

けふるさと便を有効に活用いただきたいと

いうことで、我々としては、そういったと

ころで、ちょっとやっちょんさんのほうと

も、ＪＡさんのほうとも、いろいろと調整

しながらと言いますか、そういう面で運用

していただいてるような形になります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）もうこれは、もう最

後です。 

　よく汗をかいていただいとるんで、苦渋

の話なんでね、誰が悪いわけでもないし、

橋本市の議員なんで、橋本市の税金で作っ

ているふるさと納税からのふるさと便なん

で、他町のものを送るのにお金使わせたく

ないっていうのは、個人的な気持ちです。

でも、やっちょんは儲かって欲しいし、人

が活性化して欲しいっちゅうのも、これ辛

い。ほんでまあ近隣自治体の農家も儲けて

欲しいなって、これもあるんですね、同じ

フルーツライン上に住んどったら気持ち的

な。でも線は引けれへんので、これは令和

６年度だけの課題ではなくて、令和７年、

８年に向けて、ちょっとこれから汗かいて、

オーバーワークのとこ申し訳ないんやけど、

調査していただいて、令和７年に向けてま

た形を変えていただきたいっていうことを

要望ということで、部長何かあったら、も

うそれだけで結構です。 

○委員長（岡　弘悟君）経済推進部長。 

○○経済推進部長（北岡慶久君）確かに髙

本委員が言っていただいたように、橋本市

が凄いことをしていると。その喜びの声、

市民の方からも、農家の方からも、本市に

おいてはそういった声のほうが圧倒的に多

いです。 

　しかしながら、九度山町・かつらぎ町の

農家の方から本市に対して直接言ってくる

ことはないですが、やっちょん広場の運営

の会議の時とか、それからＪＡの役員さん

たちに直接何とかしてもらいたい。橋本市

の制度をやめて欲しいというような声も含

めてあげられてる中で、ＪＡさんの中でも

いろいろ協議をした中で、本市の今の事業

が継続できてるっていうふうに思ってます。 

　私たちとしては、橋本市を全国にＰＲす

る。それから、本市の本当に良いものを全

国に知ってもらうっていうことが非常に大

事だと思ってますので、引き続き継続した

いというふうに思っています。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）何か今、まとめて

いただいて、またちょっと質問するの、し

にくいんですけど。 

　これは今のところは、この金額なんです

が、令和５年度も補正で幾らずつかずっと

上がってきてますが、これ、上限っていう

のはなく、限りなく要望があれば上げてい

くわけですか。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長補佐。 

○農林振興課課長補佐（秋山康弘君）すみ

ません。そうですね。ちょっと令和５年度

につきましては、12 月の議会でも市長が答

弁いただいたように、当初の設定、当初予

算の設定価格のところが、財源等のことも

ありまして低かったっていうのはあるんで

すけれども、今回ちょっと、先ほど三点修

正するというところで、件数をちょっと制

限させていただくっていうのもあるという

ことで、お話させてもうたんですけれども。 

私どもの積算としましては、対面販売農家

が 200 名おりまして、インターネット販売

する農家が 50 名ぐらいおるんですけれども、

この辺りを令和５年度から令和６年度の状
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況を見る中で、どれぐらいあるのかなって

いうのを、対面販売は 1.2 倍ぐらいになる

かなっていうような想定でありましたりと

か、選果場でありましたりとか、ファーマ

ーズマーケットさんなんかも結構件数は多

いんですけども、そういったところも 1.2

倍ぐらいの積算でした時に、今、当初予算

では 9,000 万円いただいてるんですけれど

も、ちょっとこれ積算では 9,130 万円です

ので、ちょっと査定で削られてる部分があ

るんですけれども、そういった私どもの中

では予算の範囲内というか、当初予算の範

囲内で収まるようなところで設計を今のと

ころはしておりますが、今後まだ、農家さ

んにもっと活用を促していってですね、ど

んどんと販売促進で売っていただきたいと

いう面もございますので、多少ちょっとそ

の辺で、また補正等がある時は、ちょっと

またご相談させていただければとは思うん

ですけれども、よろしくお願いいたします。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）大変いい事業なん

ですけれども、先ほど答弁の中でおっしゃ

ってた橋本産品っていうことでね、やっぱ

り仕入れ先の調査もしていなかったってい

うことでございますんでね、やっぱりこの、

どっかから購入をされているっていう場合

も、今まであったっていうことなのかなと

思うんですけれども、仕入先もしっかり調

査していくということでございますので、

その辺のところを精査しながら、やっぱり

貴重な財源を使っているわけですし、きっ

ちりとしたルールづくりっていうのが必要

だと思いますので、今まあ、いい事業なん

ですが、その辺のところをね、青天井で幾

らでも送ったらええねんっていうことでは

ないと思うんですよ、やっぱり生産量限ら

れてますしね。わかりますやんか。大体、

それは。そこをしっかりやって欲しいって

いうことと、一主婦の立場としましては、

ちょっと何か柿とか送りたいなと思ってイ

ンターネットというかホームページで調べ

てみたら、皆さん各事業者さんの名前と電

話番号・住所が出ておりました。おりまし

たけれども、最後のほうになると、名前だ

けで住所も電話番号も全然書かれていない

ところがありました。一方、商工のほうで

も同じようなことでやってらっしゃったん

ですがそちらのほうは、きっちりと電話番

号・住所も書かれておりましたのでね。だ

から頼みたいなと思って、どこの農家に頼

むかなあというときに、やっぱりその辺、

こういうお金をもらってらっしゃるという

登録していらっしゃるということであれば、

きちんと住所・電話番号も書かれたほうが

いいのではないかなと思うんですけれども、

その辺についてはいかがですか。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長補佐。 

○農林振興課課長補佐（秋山康弘君）イン

ターネットのほうで指定登録事業者のリス

トを公開しておるんですけれども、そこの

公開しておるところの、お名前は全部載っ

てるんですけども、住所であったりとか電

話番号が載っていないというところのお話

して答弁させていただきます。 

　もともと令和２年から令和４年度までは、

あそこのリストにはインターネット販売、

ごめんなさい。インターネットへのそうい

う掲載を希望するのかだけを載せるという

ことで、ふるさと便の指定事業者の登録を

する時に、どんなものを作っとるんかとか、

公開していいですかっていうのを伺ってた

んですけれども。令和５年度につきまして

は、すべての農家さんも、指定登録事業者

になった農家さんにつきましては、もうす

べて名前は公開して載せさせていただくと

いうことで、させていただいたんですけれ

ども、住所とか連絡先につきましては、今

のところその希望される方のみ載せさせて

いただくような形になっております。 

　ここの一つの要因としましては、電話が

かかってきても、なかなかちょっと対応で

きないよっていう農家さんがいらっしゃっ

たりとか、あとインターネット販売とかで

やってるんで、もうできたらそっちへもう

流してもらうほうがありがたいということ

で、ちょっと農家さんの労働時間等に合わ

せて、なかなかちょっとそういうのができ
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ないよという意見を汲んで、そういうよう

な運用でさせていただいておるんですけれ

ども、ちょっとそこの部分につきましては、

ちょっと検討をさせていただければと思い

ます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君）すみません。一点

だけ。ふるさと便も大大好評で、農家さん

とか消費者さんには、もうありがたいとい

うお話もよく聞くんですけど、今回、三点

ほど変更点があるということで、土井議員

のほうからも、その補正っていうようなお

話もあったんですけど。今、一件あたりの

活用の上限が 500 件ということなんですけ

ど、そうすると 501 を超えると、またそれ

までは無料だけどもそれ以降は送料がかか

るっていうこととこなんですけど。農家さ

んからちょっと声いただいたのが、全額補

助でなくて、２分の１とか３分の２にする

と薄く広くっていうんか、上限なく使える

んじゃないかなっていうなお話も、ちょっ

とお聞きしたんですけど、その辺について

ちょっと議論がされたのか、もし議論され

てて、この 500 件という制限付けたんであ

れば、その理由もお聞かせいただけたらと

思います。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長補佐。 

○農林振興課課長補佐（秋山康弘君）ふる

さと便の適用の一件あたり 500 円にしては

どうかということで、ここにつきましては、

令和５年度の予算を積算する時に、一度検

討した部分ではございました。500 円にする

ことで、ちょっと予算もちょっと落とせる

かなということで、そういうのもちょっと

あったんですけれども、その後ちょっとい

ろいろ検討とか農家さんと話をする中で、

500 円にする時に、そうですね。農家さんの

ほうで、直接対面販売等でもらう場合に、

その差額をお客さんからいただくという形

になってしまいます。ですので、ちょっと

農家さんのほうでの対面販売においては、

インターネット販売については 500 円引き

ということやったら、もう結構簡単にでき

るかと思うんですけれども。その他の対面

販売農家さんが 200 軒ぐらいおられるんで

すけれども、そういったところでちょっと

お金のやり取りとかでは、ちょっと煩雑に

なるよっていうような意見もありましたの

で、その 500 円という案を、ちょっと検討

したんですけれども、もう全額という形に

なりました。 

　あと、500 円を超えた部分につきましては、

ごめんなさい。500 件であったりとか、ふる

さと便のふるさと納税の返礼品協力事業者

ということで、250 件プラスしたら 750 件と

か 1,000 件なるんですけれども、そこへ超

えた部分につきましては、もうふるさと便

の適用外になりますので、各農家さんでき

るだけその収益の上げられやすいような値

段設定のところで、ふるさと便を有効活用

いただいて、ちょっと経営者として考えて

いただくようなところで、できればという

ことで考えております。 

　以上になります。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）188 ページ。一番下の

ほうなんですけど。001926 土地改良施設維

持管理適正化事業なんですけども、ちょっ

と簡単に説明だけお願いしたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）農林整備課長。 

○農林整備課長（壷井敦史君）これはです

ね、事業の名称でありまして、大きく今年

はですね、大寺池という池の水路、排水路

なんですけども、それを改修するというこ

とで、県費及び国費を使いまして行う事業

で、複数年のお金を積み立てていって、そ

こから工事費を開設して行うというような

事業で、ため池の関連の改修事業を行う予

定になっております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員、よろし

いですか。 

　ほかにありませんか。 
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　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）184 ページ。さっきの

ふるさと便の下のほうですね。001912 です

ね。18 節、高野山麓農産物産地化協議会。

これにいっとるお金はどうっていうのは、

特に実は関係なくて、これに協議会でお金

を渡したうえで、今よく旗その辺であると

思うんでそれと関係することだろうと思う

んで、割とゴマとかどないなってんのって

いうのは、今まで議論してきたと思うんで

すけど、あるどの議員さんか忘れましたけ

ど、どれぐらい種類あるのとかそういうこ

とを、今までいろいろ議論してきたと思う

んですけど、その後の進捗状況、どれだけ

議論されて、どれだけスリム化されて、ど

れだけ差別化して、どれだけ優先順位付け

てね、市長もおっしゃるのが、一番大事な

のは、農家の所得が上がるための取り組み

の農業施策の中に、これがどれだけ寄与で

きてるのか、その辺を教えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長。 

○農林振興課長（石井義光君）ただ今のお

質しで、高野山麓農産物産地化協議会の補

助金についてですが、こちらのほうにつき

ましては、まず今年度の、失礼しました。

令和４年度からの実績の部分で、ちょっと

お答えをさせていただけたらと思います。 

　まず、販売の実績といたしまして、令和

４年度で 1,081 万 2,000 円となっておりま

す。令和５年度につきましては、現在アン

ケートをとっておりましてその集計途中な

んですが、現状では、1,185 万 1000 円とい

うふうな形で微増という形にはなっておる

ところです。 

　あとゴマのほうの実績についてなんです

が、こちらの方令和４年で 301.5 キロ、令

和５年で 320 キロということで、こちらの

方についても、増えてはきておるというと

ころになります。先日、２月 22 日に栽培講

習会、それぞれ開催しまして、こちら今ま

でないほどの高野山不祥事野菜では 11 名、

ゴマの栽培講習会では 17 名ということで、

受講いただいた方、結構いらっしゃいまし

たので、来年度に向けても、こういった

方々に積極的に栽培をしていただいて販売

をしていただくというふうな形で、伸ばし

ていけたらとは思っております。 

○委員長（岡　弘悟君）高野山麓の協議会

が農家の方々の、所得、所得向上に貢献し

ているか否かのその答弁ですね。 

○農林振興課長（石井義光君）すみません。

それ先ほどお話させていただきましたその

辺の実績からして大幅にっていうふうなと

ころでは、なかなかないんですけども、

徐々にではありますが、そういったところ

でイベント等でも野菜の販売等も含めてい

ろんなところでのイベントにも、令和５年

度、出店をして、農家さん直接そちらで販

売をしていただいて、生産者の方々と直接

話をしていただいて、消費者の方との交流

も含めて声を聞いていただく機会を設け、

設けながら、この取り組みを進めておりま

すので、徐々にではありますが、その実績

は上がっているのかなというふうには思っ

ています。 

　ただ私も前から担当させていただく中で、

品目のほうがちょっと多いのかなっていう

ふうなところも正直ございまして、ただ、

そんなイベント等々、また窓口来られた方、

農家の方とも話をする中で、いろんな意見

を聞く中でやっぱりなかなか橋本って一つ

の品目で一大産地っていうのがなかなかな

いという中で、それこそファーマーズマー

ケットなんかでものを出していくにあたっ

て、できるだけ籠に物がないっていうふう

なのを期間を作りたくないっていう部分も

ありまして、そんな農家さんの思いの中で、

やっぱり減らす品目を減らすっていうのは、

現状なかなか難しいのかなというふうな感

想を持っています。 

逆に農家さんからは、こういうもんを追加

できへんのかなという声も一部聞いておる

んですけども、なかなかそれもすぐにそう

しましょうっていうこともなかなかできな

いので、そこはこの協議会の中で、生産部

会であったり、また、ＪＡさんとの相談を

さしていただきながら、どういった形で今

後ふやすのか、また一部絞ったうえで違う
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ものを、品目を登録していくのかとかって

いうところは、今後また協議をしていく必

要があるのかなというふうに思っています。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）どういったらいいん

かちょっと僕も言葉には詰まるんですけど、

頑張ってください。 

　ただね目標は令和４年で 1000 万で令和５

年でちょっと上がったっていう話ですけど、

失礼ながら、どれぐらいを目標にしとって

これだけでよしとしとんか、その辺がもう

全然、正直見えへんし、すみませんもう聞

く気もないんです。だから、世論のアンケ

ートとか世論の調査とかをもっとざっくり、

嫌み言うとんちゃうんです。一回自分の立

ち位置確認してくださいということで、100

万円の税金投入するのかもへん。で、ボラ

ンティアサークルみたいに高野精進野菜み

んなで健康のため、楽しい作ろうねってい

うサークルでは何にも問題無い。で、市民

農園みたいになったら、もう一つ問題ない。

で、作る人が増えることに対してはもう応

援したい協力もしたい。ゴマは別ですよ。 

　でも、なんていうんかな、どれぐらいの

売り上げ１億とか２億になっとったら、農

家の所得がこれ令和４年の 1000 万が、何人

で 1,000 万なんかがもうひとつわかってな

いというか、10 人で 1,000 万やったら、1

人 100 万ったら、野菜の 100 万ったら、お

おう、てちょっと思うんですけど。どんな

とこで売っとんかとか直売所とか僕もわり

とそういうの関わっとるんで、年間 100 万

円野菜売るったらかなり努力して頑張って

達成感もあるし、縛りのあるブランドだっ

たらなおさらええと思うんですけど、ここ

に、やっぱりちょっと自分の立っとる足元

っていうんかな、立ち位置を、農林振興課

としてどこ目指して今どこでおるんか、ま

だ来年また同じことを、メンバーでおった

ら聞くんで、来年聞きますよ。ね、決算で。

だからそれをちゃんとやって欲しいんです

わ。どこ目標にしてどない達成しとるって、

そこがなかったら、所得上げてるでしょっ

ていうこと。１割でも所得上がったら上が

っとるなんで。文句言うとるわけちゃうん

で、ちゃんとしましょうって。暈さんとこ

よって、質問して答えるのがいやいや答え

なあかんようなことはやめときましょうね

っていう、それだけなんですよ。だから、

お互いやるんやったら、予算を認めるし、

上げてくるんやったら真剣にやりましょう

よ。土いじるの、ね、それだけなんです。

課長ちょっと一言ください。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長。 

○農林振興課長（石井義光君）今年度につ

きまして今までなかなかその橋本市内での

ＰＲってのもなかなかできていなかったっ

ていうところも実際反省としてありました

ので、今年度、さらに来年度も含めて市内

でのＰＲはもちろん積極的にやっていきま

して、先日２月にもベジタブルフェスティ

バルということで、開催をさせていただき

ました。そんな中でちょっと天候が悪くっ

て、400 名ぐらいの参加来場者のイベントに

なったわけなんですけども、そこで先ほど

も言いましたように、農家の方と直接消費

者の方が交流できる機会で、非常に有意義

であったのかなというふうには感じており

ますので、今後も引き続きそのＰＲのとこ

ろには力を入れて取り組みたいなというふ

うには思っております。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ＰＲとかそんなんは

頑張ってくれとんのわかるし、立ち位置を

わからすために、もうちょっと踏み込んで

やってよって、そのＰＲや販売の前に、土

いじって育てる、一次産業のことをもっと

考えて、メニューも考えて、そこもおんな

じぐらい頑張ってねっていうことを来年聞

くからねっていうことを言うと思うんでね。

わかっといてくださいね。 

　すみません。もう販売促進とかそんなも

うようやっとんのわかっとんです。売るも

んなかったら売れれへんのですわ、な。 

そこらの話をわかっといて欲しいだけで。 

はい。 
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もう農家が儲かったよ、１割２割儲かった

よって、高野精進野菜、その辺のお店行っ

たら最近ようあるねって。うん。 

それをしたらんとあかんでっていう話をし

とるだけで、わかっていただいたと解釈し

ます。 

○委員長（岡　弘悟君）委員長より申し上

げます。 

　質問者、答弁者もう少し簡潔にお願いい

たします。 

　ほかにございませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）184 ページの 001915

の、11 郵送料のところです。アンケートの

なんか送料なんかなと思うんですけども、

郵送料の質問なんですけども、一部デジタ

ルでこんな内容をお伝えしたりはできます

か。できませんか。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長。 

○農林振興課長（石井義光君）ただ今お質

しの件ですけども、こちらのほうは来年度

取り組ませていただく地域計画のアンケー

トになりまして、１反以上の耕作をされて

る農家の方、所有者の方に送る、今後の地

域計画に向けて、10 年後の農地のあり方に

ついて、に関するアンケートをとるための、

郵送料となっております。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）多分これ以外にもい

ろいろアンケートがあって、農林だと効果

あったんかとか商品なんか幾らだったんか

とかっていっぱい聞きたいことがあって、

そのためにアンケートを送られてると思う

んだけど、金額自体は大したことないんだ

けど結構アンケートって手間じゃないです

か。袋詰めて、それを委託するとなるとこ

んな金額で済まないんで、職員さんが多分

やってくれてるからこんな金額で済んでる

と思うんだけど、それをさらに、例えばホ

ームページでクリックしたらもう返事でき

るような人たちが一部いるんかなあと思っ

て勝手に想像してるんですけども、そうい

った取り組みができるかなっていう質問な

んです。 

○委員長（岡　弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）例えばです

が、地域通貨を利用した事業所の方ってい

うのは結構若い方も含まれており、なおか

つふるさと便商工版の事業所の方も結構若

い世代の方が活用されてるなかで、インタ

ーネットを活用して、例えばＬｏＧｏフォ

ーム等のほうも活用してアンケートってい

うのは想定して今も取り組んでます。とこ

ろが、ご存じのとおり農家の方っていうの

が高齢の方が多いなかで、されどインター

ネット販売等を促進してる方については、

そういったＬｏＧｏフォーム等を活用して

アンケートももちろんできると思うんです

が、少しそのあたりについては、当面併用

しながら取り組んでいくということでご理

解いただきたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）ちょっと言い忘れま

した。182 ページの一番下にあります病害虫

防止対策事業補助金、クビアカツヤカミキ

リムシの件なんですけども、これは昨年度

30 万円から 120 万円、４倍に増えてるんで

すけど、私知り合いの農家の方からお聞き

しまして、この被害の状況というのは、市

当局もおっしゃってもらったようにむちゃ

くちゃひどいっちゅうかね、もう言葉に出

せないぐらい腹立たしいちゅうかいうふう

に言うてるんでね、ちょっと予算、希望と

して私もっと増やしてあげたいと思うんで

すけどね、ちゃんと 120 万円じゃちょっと

少なすぎると、昨年に比べたら多いと思う

んですけどね、これもっとふやすような方

向で、ちょっとあとこれ今回これだったら

また補正組んででも増やして欲しいと思っ

てるんだけどいかがでしょう。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長。 

○農林振興課長（石井義光君）こちらの病

害虫の防除対策の補助金になりますが、こ

ちらについては、県の 100％の補助金になり
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ます。こちらについて、現段階では、予算

としては計上させていただいとんですけど

も、今後、もちろんこの防除とか、侵入の

対策っての並行してしていくわけなんです

けども、仮に被害を受けられたところにつ

きましては、また、随時、報告をいただき

ましてそちらについては、県の方に要望し

て、予算を取っていくというふうな形で考

えております。 

　あと、被害状況についてなんですけども、

こちらの方につきましては、まず、徐々に

被害の方は拡大はしております。 

どこの生産果樹以外の部分でいきますと、

令和３年度は、1ヶ所で一本の被害ではあっ

たんですけども、令和４年では 10 ヶ所の 18

本、令和５年今年度では 35 ヶ所の 90 本と

いうふうな形で、被害の方が増えておると

いうふうな形になっております。 

○委員長（岡　弘悟君）今後の予算につい

てはふやしていくかどうかっていうのはま

だ検討されてないということで、 

○農林振興課長（石井義光君）今後の予算

につきましてはこれ被害が増えてきました

ら、本数に合わせてっていうかその被害の

状況を踏まえて県の方に、これ県で 100％の

補助になりますので、要望をしていくとい

う形になります。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。 

192 ページの、002002 林業振興に要する経

費で、前年度よりちょっと増えとるんで内

訳理由を教えて欲しいのと、災害とかいろ

んなことにもリンクするんですけども、今

後のその林業を見ていくことについて、担

当課はどんなふうな見解をお持ちなのか、

２点お伺いいたします。 

○委員長（岡　弘悟君）農林振興課長。 

○農林振興課長（石井義光君）この林業に

ついては橋本市の方はなかなか難しい状況

っていいますか、なかなか林業を生業にさ

れてる方がいらっしゃらないというか少数

であるんですけども、多くはいらっしゃら

ないというとこもあります。 

そんな、そんな中で、間伐の作業であった

り、そういう整備については森林組合の協

力を得ながら取り組んでいっとるところで

はあります。 

並行して今後はそういう移住の方なんかも、

移住相談のなかで、そういう林業に携わり

たいという方もいらっしゃるなかでそうい

う説明会なんかでも、この状況なんかも話

をさせていただきながら林業に携わってい

ただける方については増やしていくように

取り組みたいなというふうには思っており

ます。 

○委員長（岡　弘悟君）予算の少し増えた

増額について。 

○農林振興課長（石井義光君）予算のほう

につきましては、間伐支援事業の補助とい

うことで、そういったところでも作業に当

たっていただける方への補助といたしまし

て増額をしております。 

○委員長（岡　弘悟君）　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）そういった整備とか、

間伐の補助をふやすとか、そういう山のこ

とを意識してくれるのはわかる、当然農林

振興課は、僕が勝手な主観ですけど教育委

員会の次にオーバーワーク手薄な農林振興

課さんなんで、こういうこと言うと、ごめ

んなさいね、ハラスメントになったら悪い

んですけど、やっぱその予算増額してくれ

るのは嬉しいし、それを受けてくれる委託

先委託料というのがあればラッキーやしな

んですけど、定住促進とかそういう移住者

だけではやっぱり期待できないと思うんで

す。やっぱりうちの山はうち生まれのうち

育ちの人とか代々来とる人が一番おればえ

えんですけど、おれへんだら新しい仕事と

してやっぱり林業も農業のうちに入っとる

とか、農業振興条例に入るとか、当時産業

振興基金と言ったら漁業まで謳うとったと

思うんです確か。 

そういったことも考えたときに、やっぱり

一番怖いのは土砂災害。なぜ起こるったら

間引いてないから整備してないから、枝打
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ちする陽充てる循環さす、これどいらいあ

りがたいことを途中までええとこまで来と

んですわ。 

あと、次どうしていくかっていうのは、お

金かかることやけども、山師と言われる人

が減ってきてるのもわかるんやけど、ここ

にメスを入れておくとか。 

担当係長とたまにで話したら、いろんな補

助金が多分、林業は結構あるらしいんです

ね。ということは、取れるもんは取ったら

歳入確保できる。で、橋本市の負担が少な

い状態で、林業に携わってくれる人をうま

いことマッチングできたら一番いいけど、

それはやっぱり担当課のお仕事をふやすよ

うなこと言うて悪いんですけど助けていた

だきたいなと。やっぱ土砂災害の事前の、

未然にするっちゅうのはやっぱそういうこ

と。農業にも携わることですし、ね、ちょ

っとあっちの方行ったら松茸とかも昔はあ

ったのにとか、そんな話も出てくると思う

んでちょっとその辺は意識して来年度向か

っていただきたいと。答弁お願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）大阪府内で

移住相談会を開催させていただいたときに、

就職先のひとつとして誘致した企業とか、

それから森林組合もそこに参加していただ

いてます。 

ピンポイントで林業を目指したいという方

がこれまでお１人おられて、その方が本市

の森林組合に就職したという実績もござい

ます。 

合わせてなんですが、数回重ねてるごとに

森林組合に関心があって視察をしたい、ど

んな事業をやってるかっていう問い合わせ

も非常に多くなってるので、そのなかでの

この移住ということを合わせて説明させて

いただいたというところです。 

いずれにしても、この林業を生業とする方

が非常に少なくなってる状況のなかで、そ

ういった方、本市においては森林組合を中

心に林業に携わる人をふやすしか本当に方

法がないと思ってますので、しっかりと取

り組みたいと思ってます。 

先ほどの予算が増えてるというところにお

きますと、この 194 ページの積立金の中に、

森林環境譲与税の基金の積立っていうのが

増額されてますので、増えてるっていう状

況でございます。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ないようですので、

６款を終わります。 

　この際、２時 30分まで休憩いたします。 

 

 

○委員長（岡　弘悟君）休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

　次に、７款　商工費　193 ページから 206

ページまで、質疑ありませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）196 ページ一番下の地

域通貨事業補助金なんですけども。その２

億 4,000 万円。これ、このうち 4,000 万円

を基金からってことになってるんですけど

も、これ財調の基金からなんですかを尋ね

ておこうと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）地域通貨事

業ということで事業規模としましては、２

億 4,000 万の規模ということになっておる

んですけれども、そのうち２億円は、地域

通貨をご購入いただく、お金を払ってご購

入いただくっていうことになりますので、

実質そのプレミアム分の 4,000 万円が、市

が上乗せするっていう形になっております

ので、その分に基金を充当しているってい

うな形になる。市の財源を充当しているっ

ていうような形になります。 

○委員長（岡　弘悟君）どの基金から充当

されています。 

○産業振興課長（家田郁久君）少々お待ち

ください。 

○委員長（岡　弘悟君）財政課長。 

 （午後２時 15 分休憩）

 （午後２時 30 分再開）
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○財政課長（三浦康広君）ご質問お答えし

ます。 

　基金につきましては産業振興基金を充当

しております。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）たくさんあるんです

けど先に１点だけ、商工費で一番最後 206

ページの 002111、すごく頑張っていただい

てるやどりなんです。過去最高の数字だと

思うんですけども、この辺もそのいろいろ

訳ありなのはもう暗黙の話で分かってる話

で、いつまで耐えるのかなっていうことを

そろそろ議論しておきたいと思う。ずっと

やどりおって欲しいし、会社も頑張っとる

からあの会社でやって欲しいと、まあまあ

取り合いになるプロポーザルとか入札で取

り合いになるぐらいになって欲しいとは思

うんですけども、片やその情の部分と、こ

の予算決算でのほかの税金の使い道のこと

を考えると、どうしてもやっぱドライなこ

とを聞かざるをえないと、これはどこまで

耐えるんか、年々上がってくる価格高騰は

もちろんのこと、老朽化対策、もう 10 数年、

やっぱ 10 年に１回どっか壊れます。絶対に。

この辺ちょっとどない考えとるんか、お願

いします。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君）ただ今

のご質問にお答えします。 

確かに議員おっしゃるとおり今回修繕料

がやはり大きくかさんできている。これは

もう確かにその老朽化とか、定期的に必ず

しなければならないというもので上がって

約 1,000 万ぐらい上がってきております。 

今後の、話についてはですね、前回の決算

委員会でも私、言わせてもらったんですけ

ど、やはり担当課としては、やはり本当に

このやどりについては、貴重な観光資源と

思っております。もうずっとやっていきた

いっていう思いはあるんですけども、確か

におっしゃるとおり年々このように修繕費

等もかさんでいってる事実がございます。 

今回指定管理料も 600 万から、今年度予算

通ってからの話になるんですけども 1,300

に上げてますます経費がかかってきている

という状況になっております。 

この新たな指定管理期間である３年間で、

指定管理者ともいろいろお話していかなあ

かんのかなとは思っておるんですけども、

例えばですけども、これ、僕の思いとして

聞いていただきたいんですけど、例えば今

もう完全に修繕をやりきって、そして売る

とか、これは僕が決めることじゃないんで

すけど、そういう議論が確かに必要になっ

てくるかなとは、私自身は思っております。 

ただ、これはやはり市全体の話になってく

るんで僕の思いだけではお話できない部分

もあるんですけども、うちの部長も含めて

やっぱり宿りに対しては、熱い思いを持っ

て、それだけじゃあかんというのは当然わ

かっておりますけども、引き続き持ち続け

たいという思いはあります。すみませこん

な答弁なってしまって。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）気持ちの部分は課長

と僕も一緒です。 

ただ、これがまた委託料が上がってくる分、

もうおそらくこの 1,300 万というのでもう

限界だと思います。もうこれがもし 2,000

万とかになったら、他の議会議員さんがど

う言うかわかりませんけども、僕もちょっ

ともし 1,500、2,000 ってなってきたら、ち

ょっちょっちょってこうなってくるような

気持ちになると思います。そのうえで、数

年先を見とかなあかん、ちょっと議論しと

いて欲しいなと思うんで、どこが天井なん

かを決めとかなあかん。一生どこまでもつ

いていくという答えのもと上げ続けるって

それはそれで議会と当局でやり合う話やか

らそれは構わんと思うんですけど、ただや

っぱり、課長がええ課長やなと思うのはど

こが悪いかどこが老朽化しとるか、どこが

あと何ぼ直すのにどれぐらいいるかっちゅ
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うのは把握がある程度できとると思うんで

す。 

だからその分考えて売るっちゅうのは別、

別にそれはもう市長がお決めになることな

んで、上げてもうて議会が議決することな

んでそれはちょっと置いといて、やどり温

泉のその何ちゅうのあり方を考え直すとこ

ろに来とると思うっていうのは、設備投資

してもうちょっと泊まる増やしていくとか、

お風呂をグレードアップするとか、こうも

う有り得れへん夢の話だともっと温泉掘っ

て冷泉じゃなくてあったかい温泉出るとか。

もうどっかにちょっと方向性、太い矢印を

決めないと、ずっと 1,300 万やったら僕は

ありやと思うんです、もうしゃあないと思

うんすけど、ずっと 2,000 万でこう来年

2,000 万、来年 2500 万てなってったら、誰

かがノーと言い始めるとこがあるというこ

とをわかっといて欲しいんです。 

　今回はこれでもう仕方ないと思うんです

けども、だからもう細かい内訳等も聞きま

せんし必要経費であろうと思うんで、ただ

もうこれが限界なんかなっていうイメージ

を、１議員として持っとるというのは解釈

をしといて欲しい。これはもう皆総意やと

思うんです。気持ちは残したいと。でも現

実は違うと。ここはちょっと腹くくっとい

ていただきたいと思います。 

　答弁結構です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）すみません。先ほ

どのところでちょっと聞きたかったのを手

挙げるの忘れてまして。196 ページの地域通

貨事業補助金のところなんですけど。 

　これちょっと直接この予算に関係ないん

ですが、これ前も使ったchiikaのアプリを

使ってやるんですよね。私このchiikaのア

プリをですね一旦消してしまってですね、

で、次にもう１回入れようと思ったら入れ

られなくてですね、なんか事業者さんに電

話して何とかかんとかっていっぱいすごい

手続きが煩雑だったんですが、これはもう

解決してるんですかね、これ始まってから

そういうことが起こったらもう電話パンク

するんじゃないかなと思うんですけど、す

みません予算とちょっと関係ないんですが

多分これトラブルが起きたら困るので聞き

たいんですけどいかがでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）今議員おっ

しゃられるように、一度アプリを削除して

しまって、もう一度インストールはできる

んですけども、登録するところでちょっと

引っかかってしまうっていう現象は確かに

起こっております。現状としては変わって

ないといいますか、登録する際にですね、

本人がですね、パスワード登録されてたり

というか市側ではちょっとわかりかねるよ

うな情報等もありますので、直接chiikaの

方の問い合わせの先に聞いていただくって

のが現状変わりなく、そういった状況にな

るかと思われます。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）そうなんです結構

大変だったんですよ。私のように、消して

しまってる方も市民の方で多分たくさんい

らっしゃると思うんです。そうすると、取

れないわ何でっていうことで、市の方にお

問い合わせがまずくるかと思うので、その

辺の説明責任をちゃんと果たしてあげない

と、多分担当課大変になると思いますんで、 

その辺をちゃんと説明をするか何かせえへ

んかったらあかんの違うかなと思うんです

けど、その辺は考えてらっしゃるんですか。 

○委員長（岡　弘悟君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）第１弾のと

きもですね、そういったお声たくさんいた

だいて、課の方に来ていただいたり、一緒

に見ながら、問い合わせをしていただかな

いといけないんですけれども、そこまでの

サポートも含めて窓口といいますか、担当

課で対応してて、政策企画課案のほう行か

れる方もいらっしゃいますし、産業振興課

に来られる方もおられるんですけども、そ

ういったところは、来られる方についても

当然サポートしていくっていう形になるん
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ですけれども、事前に担当課に来る前の段

階で、例えば何かを見て、それがクリアに、

問い合わせをしていただかないといけない

にしても、そこをもうちょっとスムーズに

わかるような形では、第２弾できるだけそ

ういうわかりやすいような形でご案内させ

ていただけたらなというふうに思っており

ます。 

○委員長（岡　弘悟君）課長。誤解ないよ

うに確認しますけども、基本的にアプリを

削除した場合は、ＩＤとパスワードを入れ

たら自動的に基本は復帰するじゃないです

か。それはこのchiikaには、その機能がな

いってことなんですか。そこを明確にしと

かないと今の議論、かなりずれるよ。 

　産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）アプリを削

除する前にそのアプリからログアウトした

状態で削除されますとスムーズに行くんで

すけども、大体ログアウトしない状態で削

除されるっていうのが多いといいますか、

そういったケースになりますと、再インス

トールしてもこの登録がスムーズにいかな

いという現象が起こっておりまして、当然

chiikaを発行してる事業者さんにそういう

改善とか他にも改善を求めるようなところ

っていうのは連絡することもあるんですけ

ども、現状としては、今同じような状況に

なっておるということです。 

○委員長（岡　弘悟君）アプリ自体に問題

があるということですね。了解。 

　よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）202 ページの観光振興

に要する経費でページを跨いで、真ん中の

方ですねいっぱい聞きたいのはあるんです

けど、204 のとりあえず 12 委託料の中の今

回一番待ってたのが、杉村安らぎ広場アン

ブレラスカイイベント設営ですね、委託料。

これについて１年飛んでいろいろあったん

ですけども、前はもうちょっと傘だけこう

さしてどうのこうのっていうやつやったん

すけど、なんかこう１年の充電期間があっ

て何かレベルアップしたとか、うん、過去

のことじゃなくて未来に向かって、うん、

市民から割と支持されとったやつを、やら

かしちゃったと。次それを信頼回復できる

ぐらいの何か企画立案この金額の中に埋ま

っとるんかどうか、お伺いいたします。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君）ただ今

のご質問にお答えします。 

　このアンブレラスカイなんですけども、

昨年度ですかね、ちょっとやれなかったと

いうことで、期待してくれてる皆様に多大

なご迷惑というか、残念な結果にしてしま

ったことはもうまた改めて申し訳ございま

せんでした。 

　まず、前回と変更になったところなんで

すけども、まず傘のデザインを変更いたし

ます。より「映える」と言いますか、その

ようなちょっと言い方あれですけど「映え

る」なデザインとさせていただきます。あ

と傘のサイズとかも変えたりとか、あと前

回開催時にちょっと傘が動きすぎるとか、

そういう安全面のところも、まえてちょっ

と課題になったところがあったんで、そこ

らをきっちりと固定式とか、その辺も考え

ながらやっていきたいと。 

それと直接アンブレラスカイと関係ないん

ですけども、開催時期については菊花展に

合わせて我々やりたいと考えています。こ

のねらいというのは、やはり菊花展という

歴史のある今回で 51 回目させていただいた

んですかね、来年度 52 回目になるんですけ

ど、伝統のあるああいうものを若い世代の

方に見ていただきたいと。 

このアンブレラスカイと繋げて実施すれば、

倉庫そこ菊花展の会場も近いので、菊を大

事に育ててくれてる菊を若い世代を見てい

ただいて、そういうのを伝統的に繋げてい

けるというか、そういう思いを踏まえたう

えで、予算計上させていただいております。

来年度これ予算をつけていただけるんであ

れば、きっちりと必ずやらせていただきま
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すので、昨年は本当に申し訳ありませんで

した。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）応援しますので頑張

ってください。 

　ちょっともう１個聞くんですけど、これ

は菊花展とリンクするっちゅうのは面白い

取り組みだなと思う。橋本市しかできない

ことだと思いますし、こないだ勲章という

かね市長から賞状いただいた方もすごい、

ね、菊にはすごく橋本市に協力してくれた

んでそのご親族さんとか、関係の方も喜ぶ

と思います。 

もう１個聞きたいのがこれがまあ言うたら、

最近で言うと時期的なものもあろうかと思

うんすけど、ナイターのとき、ただ昼だけ

なんかいつだけなんかじゃなくて、ナイタ

ーであったりとか、「映える」っていう言葉

がまさしく課長のセンスそのもので、もう

ひとつ若者にって言うんやったら、もう１

個ちょっとこの予算で無理かもわかんない

すけどね、ここなんですよね、杉村公園あ

んな綺麗なの出来て、ええのやって言うた

らもう１つもう１個できれへんのかってい

うのがちょっと僕の個人的な感情入るんで

すけど。やっぱりその時間的なこと、ナイ

ターとかもできないんかなとかほんだまた

今最近キッチンカーとか何やかんやって結

構やってるじゃないすか。 

これこそが、橋本市の、プチ祭りというか

ええとこなんちゃうんかな。 

人来るネタはそろっとると思うんです。 

それについての検討とか、今年無理でも、

１回考えていただきたいなと。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君）このア

ンブレラスカイついては、既に担当といろ

いろと話しているなかで、前回よりも、多

くの予算を今回計上しております。 

これは担当の思いとしても、やはり今議員

おっしゃったようにより「映える」、例えば

ライトアップとか、それがこの金額で可能

かどうかという部分は確かにあるんですけ

ども、そこらも踏まえたうえである程度上

乗せした予算を今回要求しておりますので、

この予算の中で、より「映える」、若者に受

けるやり方を検討していきますので、楽し

みにしといてください。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）期待しております。 

　ほかにございませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）すみません。198 ペー

ジオムレツ推進協議会補助金です。上の方

ね。去年より大幅増額になっています。50

万が 310 万。この取り組みの説明をお願い

いたします。 

○委員長（岡　弘悟君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）まず、今お

っしゃられた予算なんですけども、予算の

流れとしては令和４年度までが 50 万円で、

今年度は 130 万円になっております。それ

で今上程させていただいてます令和６年度

が 310 万円というような補助金の増額の流

れにまずなっております。 

　今年度からの取り組み、今年度から来年

度に向けての取り組みのご紹介をさせてい

ただくんですけれども。数年この橋本オム

レツに取り組んできたなかで、ただなかな

かですね、実りのあるものになかなかこう

繋がっていってなかったっていうところも

ありまして、そこにコロナもあって飲食店

さんになかなか行きにくい状況もあった中

で、令和５年度と６年度っていうことで、

この２ヵ年で何とか事業を持ち直しという

か、もう本当に最後というかチャンスをい

ただいた形で何とかやっていきたいなとい

うことで取り組んでおります。 

そんななかで、令和５年度につきましては、

ちょっとこの２ヵ年重なってますので、本

年度の取り組みも含めてちょっとご紹介を

させていただきたいんですけども、まずち

ょっとシンボル的なところが欲しかったっ

ていうなところで、マスコットキャラクタ

ーを作成しまして、名前等も募集しまして

ですね、「オムピッピ」っていう名前に決ま

っております。このシンボルのキャラクタ
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ーがいろんな事業の案内役っていうような

形で設定しております。今年度はそのほか

にですね、オムレツアートっていうことで、

夏休み小学生にオムレツ、夢のオムレツア

ートということで、オムレツと自分と、何

か繋がりのあるようなイラストを書いてい

ただくっていうなことで、市内の小学生を

対象に募集しまして、約 1200 人ほどの小学

生からアートをいただいたんですけども、

それの参加賞にキャラクターが入ったマス

キングテープをちょっとプレゼントさせて

いただいたりっていうなことで、オムレツ

キャラクターをって、オムレツっていう取

り組みがあるんだよっていうのをもう小学

生の方に知っていただいて、親子で店の方

に食べに来ていただくひとつのきっかけに、

ならないかっていうなことで、やっており

ます。 

　あと直接的なその効果を測りたいってい

うところで言いますと、そのオムレツアー

トを出していただいた小学生の中から優秀

賞等を選んだりですね、マスコットキャラ

クターの名前の募集決定者の方に、飲食店

に行っていただく食事の割引券的なものを

つけて店に行く動線もつけていきたいなと

いうことでその取り組みをしております。

そんな中で、次令和６年度を迎えるってい

う形になるんですけども、令和６年度につ

きましては、そのキャラクターをマスコッ

トオムピッピを利用しましてですね、さら

にこの店の方に何とかつなげていくきっか

けにできればということで、２つのちょっ

と事業、主なところで言いますと２つの事

業を考えておりまして、ひとつは、最近、

広告の中でデジタルの広告っていうのが主

流にはなるんですけども、そんななかでア

ナログの広告というかアナログで惹きつけ

るっていうようなところで、各お店のいろ

んな紹介をするようなハンディタイプの漫

画の作成を考えております。あともうひと

つは、フック商材といいまして、結局その

お店の方にいきなり食べに行ってって言っ

てもなかなか繋がっていきにくいっていう

ようなところもありまして、ちょっと手軽

に簡単に安価で食べていただけるような商

品を開発しまして、いわゆる店へ行くため

の入口づくりというか、動線づくりってい

うようなことで、そのフック商材の開発っ

ていうのを６年度にやっていきたいと、こ

の５年度から６年度までのこの取り組みの

なかで、誘客していくっていうのを、とこ

ろを取り組んでいきたいなというふうに考

えております。 

○委員長（岡　弘悟君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）ありがとうございま

す。うちの息子はですね、「オムピッピ」っ

て知ってるかっていうのを確認、聞いたん

ですけども、知ってると、マスキング持っ

てると。いうことで私もようよう見ました

らもうめちゃくちゃかわいいんです。もう

本当に妖精なんです。これを活用してもら

いたいっていうのと、このオムレツ推進協

議会がそのオムレツにこだわってこだわっ

てやってらっしゃるんですけども、もうち

ょっと幅を広げていって欲しいんです。加

盟店をふやしたいんです。 

もう名前このままもう頑張りたいんだった

らこのままでも結構ですもうなんやったら。

もう卵使ってればもうオッケーですって、

もっと増やしていってもらうわけにはいか

ないですか。 

だんだん事業の流れとしてそのお店に入っ

てくれればいいっていう感じになってきて

ません。 

絶対にオムレツを食べないといけないって

いうよりは、このメニューを持っているお

店に来てもらったらいいように感じるんで

すがいかがでしょう。 

○委員長（岡　弘悟君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）「オムピッピ」

これから活躍してもらわなあかんキャラク

ターにはなってくるんですけども、このい

ろんな取り組み当然事務局が産業振興課持

っておるんですけれども、当然もう主役は、

お店の人、その先には卵の、和歌山県で生

産量１位っていうその卵のところに繋がっ

ていくわけなので、まずその店舗さんが本

当に何て言うんすかね、利益も得るたり、
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本当にこうやってみたい、続けてみたいっ

ていう取り組みになる必要があって、そこ

はもう協議会でももういろんな話が出るん

ですけども。 

今まではちょっとそういったところになか

なか繋がってなかった。なので店舗もなか

なかこう増やすっていうか減っていくよう

な状況にはなってたんですけども、すごく

魅力のある取り組みやなっていうのを店舗

さんにやっぱりこうわかっていただく、そ

こが少し弱かったので、そういったところ

の取り組みを強化していきたい。 

その店舗入ったところはそのオムレツ以外

のメニューもあるので、ちょっとそれ以外

のものを食べられるっていうケースもある

かと思うんですけども、もうオムレツを食

べていただきたいのはもうメインなんです

けども、そこのお店に行っていただくって

いうこともすごく大事なことなので、それ

がお店としてこの取り組みに参加していた

だいてるっていうことの魅力に繋がってく

ると思いますので、そんなところはお店さ

んと議論しながら進めていってるっていう

ところになります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）ちょっと重ねて申し

訳ないですけども、卵を使ってメニューを

増やしていけば、結果、同じ目標にゴール

に行くのではないでしょうかという質問だ

ったんですけども。 

○委員長（岡　弘悟君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）そのお店さ

んとの議論の中で、今までもこういった委

員会等々でもご意見あったかと思うんです

けども、オムレツではなくて、もう少し卵

を使った料理ですとか、いろんな拡大をし

てもいいんじゃないかとの議論、当然その

協議会の中でもそういった議論ってのは当

然出てきます。出てきますけども、一方で、

広くっていうのが効果を発する一方で、少

し他にないっていうんですかね、尖ったと

いうか、そういったところの角度もやっぱ

りいるんじゃないかっていうようなところ

もあって、オムレツってことになったと思

うんですけども。やっぱり今参加していた

だいてる店舗のさんのなかでは、やっぱり

オムレツで、もうあともう少し頑張ってみ

たい、そんな思いがやっぱあるので、我々

もそういう思いを大事にしながら、今この

本当にこう最後のチャンスやっていうぐら

いの思いでやってるところです。 

○委員長（岡　弘悟君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）理解しました。オム

レツで引っ張ってもいいんだけども、他に

も追加してもいいんじゃないかということ

をお願いして、終わります。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。僕もそ

の同じオムレツです。 

　立ち上げた時はオムレツの協議会に属し

とったんですけど、ちょっと、うん、無理

かなあと思ってやめたんですけど、今の家

田室長の話を立ち上げたときに聞きたかっ

たなっていうのが、随分遠回りしたなと思

います。やっぱ６月２日オムレツの日から

始まって、期待に満ち溢れとったけど橋本

市の卵じゃないとか、なんかもう喧々諤々、

もう、うん、結局、卵屋が、和歌山の２分

の１のシェアである玉子屋が儲かるように、

卵のシェアがちょっとでも地元に響くよう

にとかそういう、キャッチフレーズはやっ

とこさ来たんかなって結果わからないです。

これから頑張ってやから、協議会の民間の

飲食店の皆さんよう頑張ってくれたなとい

うふうに思います。で、ゆるキャラとかも

随分前に提案したんやけど、却下されて、

結果として今「オムピッピ」、まあまあよか

ったんちゃうんかなあと、前向いて行って

くれたらええかなと思う。 

ただね、思うのはやっぱり今価格高騰とか、

そういったことあるんで、使った卵に対し

て補助を出すであったりとか、もう一歩や

っぱりこれから、うん、要は安くて美味し

かったら絶対流行りますわ、はっきり言う

て、おいしい腕皆さんお持ちだと思うんで

すけど、行政の支援とかそういう産業振興

基金の使い方がこういう販売ＰＲメニュー
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開発はもちろんのこと、使った卵に対して

何個か補助したるとか、そういったとこに

もちょっとメス入れたらんと、今の価格高

騰とコロナ明けのあと橋本市をもっと売り

込んでいく、来ていただいた方への数少な

い観光資源のひとつっていう位置付けのと

きに、ここを生かすんだっていうのは気持

ちは伝わったんですけど、戦略的にやっぱ

り次のステップ行かなあかんと思うんです

けど、そういうのは数年かけて成長さすっ

て家田さんがおっしゃってたのはわかるん

ですけど、そういう具体的な論理っちゅう

か策っていうのはお持ちなのかっていうの

をちょっと聞いておきたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）そうですね、

そういった今議員おっしゃられたような補

助金ってのは現時点では正直なところ持っ

てはないんですけれども、どちらかと言い

ますとこの販売促進の方にちょっと重きを

置いたような内容にはなっております。 

でも、おっしゃられたようなところは、現

時点でその検討にも入ってないというか、

ような状況ではあるんですけども、その販

売促進と一方ではこの経費を緩和していく

っていう側面もあると思うので、今日の時

点ではもう今後の検討ということでさせて

いただければありがたいかなと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）ありがとうございま

す。突然なこと言うて申し訳ないんすけど、

やっぱり今商工費であるから多分この議論

になると思うんで、橋本オムレツが昔、農

林水産費の部類でおったときもあると思う

んです、ていうのは卵って言うたら農林振

興なんで。だからそういった観点から見た

ときに、高野精進野菜ふるさと便の農家さ

んの所得向上とか、いろんな野菜作ってい

ただくっていう応援と、ね、色付けするな

らば、飲食店のこのオムレツっていうのも、

やっぱり何らかの、うん、救っていかなあ

かんのかなっていうのは、橋本市を売り出

してくれる大事な職員さんたちって言うん

かな、儲かってしっかり納税してもろたら

ええんかなっていうのもあると思うんで。 

その辺はこれからまた成長させていただけ

たら、うん、橋本市の卵の産業が２分の１

以上になることを祈っておりますので頑張

っていただきたいと思います。 

　答弁は要りません。ありがとうございま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかに関連でござ

いますか。 

　ないですか。なかったら僕ちょっといい

ですか。 

○副委員長（梅本知江君）岡委員長。 

○委員長（岡　弘悟君）同じとこ関連で一

点お聞きしたかったんですけどね。 

　卵料理に関しなんすけど、昔というか数

年前まで日本は卵が安くて非常に使いやす

かったですよね。使いやすいというか、ス

ーパーでもお客さん呼ぶのに卵安くして呼

ぶっていうような。でも今もうこの１年で

逆転しまして、卵はすごく高くなって、で

もこれ世界的に見たら普通なんですよね、

卵はこれくらいの値段、それも世界から見

たらまだ安いかもしれんぐらいやけど。も

ともと日本の卵っていうのが、当時、３年、

４年ぐらい前から海外で人気が出だして、

なぜ人気が出だしたかというと、生で食べ

れる。アジアの当時は香港から始まったの

かな。香港では卵掛けご飯がすごく流行っ

たから、日本の卵じゃないと安心して玉掛

ご飯食べれないから少々高くても買うとい

うことで、日本から大量に輸出しとったん

ですよね。コロナでそれがかなり落ち込ん

で、おそらく今それが需要回復はどんどん

どんどんしてきてると思うんですけど、そ

の中で日本の卵ももちろん鳥インフルエン

ザのこともあったんですけども、基本的に

はほっといても上がったはずなんですよ。

鳥インフルエンザがなかってもね、世界と

比べたら安い。で、卵の生産業者の人とは

また別で卸しの業者からしたら、輸出する

ほうが儲かるから、確実に世界でニーズが

高まってるから卵をどんどん輸出していく

中で日本人の食べる卵の数が限られてるな
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かではパイが減るんやから値段が上がるの

は当然なんですよ。 

　そのなかで今、卵の値段が上がってるわ

けで、その上がってるそのオムレツの値段

も上がっていくと思うんですよ。で、その

値段のそのコストと見合うものを作らない

と、日本人からしたらやはり高く感じるん

です。だからそこのコンセプトっていうの

をきっちり考えていかないと、この事業っ

て卵を使ってる、特にもうまともに卵料理

なんでコストは確実にもう３倍４倍に上が

ってるなかで、そのコンセプトのなかで日

本人が高くないと思うものを作らないと、

これはなかなか僕は売れないと思う。海外

の人から見たときに安いかもしれない。で

も、前も言いましたけど海外の人は日本に

来てオムレツ食べないですよ。申し訳ない

けど。海外のもんやから、わざわざね。ラ

ーメン 3,000 円でも食べる。ニセコ価格っ

て言われてるでしょ。これ何でかったら日

本で食べるほうがおいしいから。海外で食

べるよりおいしいけど安い。アメリカやっ

たら基本的に 3,500 円 4,000 円が普通で、

3,000 切れるぎりぎりの線やったらおいしい

のに、なんで、何とも思わんとお金を払え

るんやけど、その日本人にとっての価値感

っていうのに合わせていくのに、もちろん

海外の人も対象にしてるとは思うんやけど

も、そういった考えの中でそうそういう付

加価値をつけていくっちゅうのは考えては

るんかな。 

そこをちょっとお聞きしたい。 

○副委員長（梅本知江君）産業振興課長。 

○産業振興課長（家田郁久君）実際のとこ

ろ、今議員おっしゃられたところまで深く

掘り下げて価値をつけていく付加価値を、

明らかにわかりやすくつけていくっていう

ところまでは、ちょっとまだやっぱり弱い

のかなというところは正直あります。そう

いったところ、時間っていうのは限られて

るんですけれども、そういったところも飲

食店さんと、もう本当にいろんなお話さし

てもらう機会ありますので、そこのところ

はもう少し詰めていきたいなと思います。

で、その料理すぐ食べてみても本当におい

しいオムレツが多くて、ただその見せ方、

料理、例えば、先ほど「映える」っていう

なお話もありましたけども、おむつの断面

を切って、断面映えを見せるとか見せ方も

やっぱり少し弱いところもありますので、

その付加価値の部分とか見せ方の部分とか、

そういう潜在能力っていうか、今持ってい

るポテンシャルを何とか生かせるような形

で、いろんなお話を飲食店さんとして進め

ていけたらなと思います。 

ちょっと具体的な答弁になってないんで申

し訳ないんですけれども。 

○副委員長（梅本知江君）岡委員長。 

○委員長（岡　弘悟君）1,000 円でもね、払

ってもいい付加価値があれば払うと思うん

ですよ。皆さんね払っても食べたいと。 

だから、その味はおいしいと、見た目もそ

うやし、なんていうんかな、ここでしか食

べれないし、ここでそれを食べたいから寄

ってみたっていう価値さえあれば 1,000 円

でも 1,500 円でも払ってくれると思うんで

すよ。 

そういうところをやっぱり探っていかない

と、これからそのオムレツをいくらＰＲし

てもね、そのもの自体の付加価値を高めて

いかんことにはやはり相乗効果得られない

んで、その辺は気をつけてこれからやって

いただく、オムレツが悪いって言ってるわ

けじゃないんですよ。ただ、今の、僕が橋

本オムレツのことを感じるのは、普段から

皆さんも食べに行きはります？。ってなる

んですよ。実際僕は一度食べに行ってから

あまり行ってないですよ正直な話、正直行

ってないです。 

そういうなかで、やっぱりでも付加価値あ

って、また行きたいなと思える付加価値が

あれば市内の人も行くわけやから、そうい

う付加価値をどう考えていくかっていうの

が多分最後キーポイントだと思うんで、そ

の辺はよろしくお願いします。要望で結構

です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 
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　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）僕は、７款で最後で

す。ちょっとページ数じゃなくてＤＭＯの

話なんで、もう敢えてページ何款何節って

こう言い出したらいっぱいあると思うんで

もうなしでお許しいただきたいと思います。 

ＤＭＯの進捗状況っていうのが一番気にな

るんですけど。僕のイメージとしたら地方

創生的なやつ２分の１あるんでずっと賛成

してきております。今年度も同じ理由であ

ればそれで何も問題ないんですけども、国

からの２分の１っていうのは来年ももらえ

ると思っていいんでしょうか。 

　また、あと職員さんの今橋本の職員が手

薄であるにもかかわらず、ＤＭＯに出向せ

なあかんっていう自体、向こうも必要性あ

んのはわかるんですけども、やっぱり本庁

の経済部のほうが大事なのちゃうかなあ、

官から民へって言うんやったらもうええん

とちゃいますんっていう、この２点お伺い

いたします。 

○委員長（岡　弘悟君）シティプロモーシ

ョン課長。 

○シティプロモーション課長（大福　忍君）そうで

すね、ＤＭＯについては来年度は地方創生

あたっております。 

その次がどうなるかっていう議論になって

くるんですけども、私どもとしましてはや

はりそのＤＭＯについては活動としては旅

行者のニーズが対応化している現在、この

ニーズに対応しきれず求められるサービス

は商品が提供できていないと。こうした課

題は各観光地で見られとるわけなんですけ

ども、これらを様々な集客方法を使ってや

れるのがＤＭなのではないかと考えており

ます。またＤＭＯについては旅行者だけの

ためではなく、地域の産業や誇りとか、観

光を通して地域に高めていく事業、行政と

民間の人材の活躍が期待されとるわけなん

ですけども、今現在もパイル織物工場とか

へら竿工房とか伝統産業とかそういうのを

体験していただくとか、そういうストーリ

ー性のある歴史的価値が高い施設での文化

体験とかもしており、こういうことも踏ま

えて旅行とかそういうことだけじゃなくで

すね、地域経済の活性化と地域の誇りの醸

成につなげていくのが使命なのじゃないの

かなと我々考えておりますんで、地方創生

が終わったとしても私としてはやはりＤＭ

Ｏに頑張っていただきたいと。例えば、そ

うですね、今委託費の中でも 1,300 ほど出

とるわけなんですけども、その金額を下げ

るとか、そういうのもひとつの手段ですし、

それは市単でっていう場合ですけども、そ

ういうのも考えながらやっていきたいかな

と考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。人間の

出向ですわね。人手不足の中での人間の出

向はそこまで必要性あるのか否かっていう

のは来年の課題としておきましょう。 

地方創生がある場合は別にやったらいいと

思います。いろいろ課題もあると思うし、

頑張ってくれとるんであればいいんですけ

ど、ただ、うん、なんて言うかな、市民病

院みたいに置いとかなあかん位置付けって

いうような、うん、そういう位置付けにな

ってくれとるんやったらそれでもいいんで

すけど、結局、行政でやってもいろんなと

こ委託でやってもプロポーザルでやっても

一緒やんって言われることのないような努

力を税金投入しとるんでしていただきたい。 

　ちょっと遠いとこに移っとるし、見えへ

んし、わりと今の理事長に代わってから数

字的なこととか質疑に対しては風通しよな

っとんで、いつれも来てよいつでも聞いて

よって言うてくれる器の人が理事長やから

今はいいんですけども。 

ただやっぱり、いつまでもその方が理事長

であるわけでもないし、高野口の顔みたい

な人やさかいに、自治体連携もできるんや

と思いますけど、上に乗る人でやっぱり雰

囲気で変わると思うんです。それは今年は

それで理事長でこの予算通ればええと思う

んですけども、でもやっぱり地方創生の２

分の１がついてくるついてこないっちゅう

のは、採決するにあたってはひとつ大きな
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要であるっていう認識もやっぱり当局側も

うちもあると思うんですけども、やっぱり

そこらを考えていかないと、宿りみたいに

ね一生懸命やって企業努力をして赤字でも

やってっていうのを目の当たりにしとんの

んと、彼らが努力してないとは言いません

けども、やっぱり汗の量で言うたらやっぱ

り宿りとかのほうが数段上におると思いま

す。身削って頑張っとるっていうのがやっ

ぱそこまで僕は感じない。でも、この事業

とこの事業の市の事業は受けてくれるとこ

ないから、この人たちにささなあかんのや

っていうのもわかる、失礼なこと言うとん

のもわかるんですけども、やっぱり官から

民へ、立ち上げたときの当時今現副理事長

かな、当時の経済部長、議決案件じゃない

んでやっちゃうと。ほんで、５年かけて成

長していって、独立していくんで大丈夫で

あるという絶対的な根拠述べてました。で、

コロナがあるんでその根拠が伸びるのは致

し方ない。でもそろそろ自立していただか

んとちょっと約束違うやないのっていうの

は、でしょ。そこはやっぱりちゃんと思っ

て欲しいんです。だから、地方創生なくて、

ふるさと納税入れるなんてもってのほかや

し、市単でいくのも当局が決めたことやっ

たらそれで過半数の民主主義をもって決め

る分にはええと思うんですけど、やっぱり

一定のけじめというか、みんな頑張って生

き残りをかけて努力してやっとるのに、自

分らは潰れることないって、まさか思って

ないよねって、そこはちょっと考えて欲し

いと思うんです。 

　今回の予算は地方創生あるんで文句言っ

てないですよ、次の年のことを構えといて

欲しいということなんです。 

もうちょっとそれだけご意見いただけたら。

お願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）堀内議員の質問にお

答えをします。 

　もともとＤＭＯを立ち上げたっていうの

は広域連携で観光をやっていきましょうと。

うちの観光っていうのはパンフレットを作

って終わりやったんで、これじゃあかんな

あということで広域連携でこうやるために

ＤＭＯを立ち上げて、今かつらぎ町から龍

神まで、そういう連携もしながら今やって

ます。確かに収益的には一時ここまで行き

ましたけど、今収益的には上がってきて、

もう私が言ったのは、橋本市のやつ物販も

お前らのルートでこう売っていけよという

ことで、金澤さんとこの葛バーとか、いろ

んなもんをどっかへ持っていって売ったり、

そういう事業もやって欲しいと。確かに人

は出さんとしゃない。１人出してるのはち

ょっと理由があって出してるんで、これは

ここでは言いませんけど、その辺も含めて、

これからほんまに観光という橋本の観光と

いうことで、高野口を中心とした観光振興

を今考えてくれというふうに、葛城館であ

ったり、高野口小学校であったり、パイル

織物工場であったり、資源がたくさんある

ところをもっとそういう商品を作って、で

きるだけ高野口に人来てもらうようなこと

を考えてくれ。 

　もう一つは、民宿が 60 ヶ所に、橋本市内

あるんで、そこのネットワークを作って、

もっと橋本に泊まってもらえるようなネッ

トワークづくりもして欲しいと。 

そういうふうにして、これからまだまだや

ることもあって、紀の川市長からも一緒に

ＤＭＯやろうというような話で、紀の川市

も入った、あそこはタマちゃんの電車があ

るんで結構観光客も多いんやけど、それを

何とかこっちの方へ持ってこられへんかと

か、そういうふうな、ちょっと行政同士の

連携でやると時間かかるようなことを、Ｄ

ＭＯが入ることによって早くできるメリッ

トもあると思います。 

今後、やはり観光というのは、うちは残念

ながら観光地は少なくて難しい部分もある

んで、やっぱり体験とか、そういうところ

をうまく活用して橋本市に来てもらって、

例えば飲食は橋本でやってくださいねと。 

そういう形づくりをしていきたい。 

ぬいぐるみの体験でも、世界に１個しか無

いぬいぐるみを自分たちで作るっていう体
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験事業も、コロナ禍のときやってましたし、

そういうふうに、これからの観光というの

は広域的に考えていく、ひとつだけでは無

理なんで、なんかと組み合わせる、そうい

う窓口になってもらえばなというふうに思

っています。 

新しい観光の形を作っていく。コロナの

時、修学旅行は市内の小学校は紀南のほう

に行って、そして紀南のほうからこちらの

方へ修学旅行を誘致するっていうのも、こ

れはＤＭＯが県議会にも行って話をして、

そして、県も協力してくれて、こう動いて

いってます。そういう面では非常にフット

ワーク軽く動かせてきてますので、そうい

うことも含めて新しい観光づくりっていう

ところで、そして橋本市の隠れた物品を販

売していくって、そういうふうなところも

におわせていきいきたいなというふうに思

っています。 

　正直、理事長さんからも、僕がおる限り

はやるけど、僕がおれへんようになったら

俺は降りるでっていう話もいただいてるん

で。 

もう少し結果を、私のおる間だけでも結果

を見ていただいて、またいろいろ判断をし

ていただけたらなというふうに思います。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）僕はちゅうのは、平

木市長のことを言うとんすか。平木市長が

市長の間はおるよっていう意味なんですね。 

失礼しました。それはそれでええ信頼関係

やと思うし、あの方やったら高野口のこと

理屈の通った話。 

　ただ、やっぱり修学旅行もしかりですけ

どやっぱコロナがあって、コロナバブルに

なっとんですね、はっきり言うて。実際、

僕の友人たちの子ども、僕は子どもいてな

いですけど、自分の友人の子供たちが修学

旅行のシーズンってなったら、コロナやか

らやっぱ辛抱せなあかん年っちゅうのが、

今、高校生でおると思うんです。 

やっぱり東京ディズニー行きたいですわね。 

やっぱり、それとこれとは話別なんですよ、

やっぱり。日本全国からね、那智のほうと

か和歌山のほうに旅行を引っ張ってくるっ

ていうのはありやと思うんす。ビジネスと

しては。でも、自分たちの知り合いの子供

はやっぱり、ディズニー行かしたりたいん

ですよね。 

それが情の部分であって、それはそれでい

いんですよ。 

それで儲けたんやったら儲けたでかめへん。

でもそれは経常利益としては、ときのタイ

ミングの売り上げやから、もう線では見れ

ないということと、でやっぱり地方創生市

長言われることごもっともで、市長の言う

ことが正しいとも思います。 

だったら、補助金に頼らずともあなたたち

広域連携で委託料もいっぱいもろとって儲

ける仕組みを作ってくれとんやったら、地

方創生の２分の１無くなっても、自分の金

は自分で稼げよと、そういう指導をしてい

ってくれたら、もうもめることってないで

すよねって、そこだけの話やと思うんです。 

だから紀の川市の市長とも交友関係にあっ

て、ええ人間関係もあるし、かつらぎが手

繋いでくれとるからＤＭＯが継続できとる、

よくわかるんで、やっぱり儲かる仕組みに

なって欲しいと。 

委託料は出しとんやさかいに、人件費とそ

うやな地方創生無くても、ぎりぎり頑張っ

て欲しいなっていうのが僕の願いであって、

ここにいっとる税金の分、国から来るから

オッケーやっていうのもおかしいんですけ

ど、やっぱり自分らで稼ぐ力っていうのは

やっぱり持って欲しいなっていうのちょっ

と思います。それだけは希望なんで、義務

でも何でもなく政治家が決めたらいいと思

うんですけど、やっぱり自分たちで稼ぐ能

力。地方創生あったとしても給料上がって

いこうと思ったら、やっぱり自分らが稼が

なあかん。この辺は理解して欲しいと思い

ます。 

　答弁くれたらください。お願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）本当は稼いで欲しい

んです。やはり、ただ人件費の高騰ってい

うのがあって、なかなかそこを切るわけに



57 

もいかんので、ただ理事長にもお伝えして

いるのは、できるだけうちの補助金減らし

ていってくれよっていう話は既にしていっ

てます。今回も１人抜こうと思ったんです

けど、ちょっとそこの人件費を持つと経営

的に厳しい、ていうのが現状でもあるので、

もう少し応援はするけど、いずれは田辺の

ツーリズムビューローみたいに、やっぱり、

あれでも結構 20 年近くかかって黒字になっ

たっていうところもありますんで、今後と

もできるだけ自分たちで稼ぐ能力をつけて

くれという話は既にしておりますのでご理

解をいただきたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

　田中委員。 

○委員（田中和仁君）すみません。204 ペー

ジ。紀の川橋本サマーボール補助金の項で

す。 

　実績についてはまた先日お伺いしました

んで予算について、同じような 1,300 万な

んですけども、ちょっと拡大傾向に、協賛

金と合わせて大きなイベントにどんどんな

る傾向にあるんですけども、市長がおっし

ゃるのその観光の目的ですっていう分につ

いて、例えば 30 分 40 分の花火を見られる

のに大移動して大移動で帰られるっていう

の非常にもったいないと思うんですよ。組

み立てとしてもう少し滞在時間を長くする

とか、この紀の川橋本サマーボールの方向

性っていうのはどう考えてるのかなってい

うのをお伺いしたいんです。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）紀の川橋本サマーボ

ール一旦やめました。 

やめたんですけど、区長会からも橋本の花

火はひとつの名物やということで、言われ

たことと、そして子供さんとか、若いお母

さん方からなんで花火上げへんの、ていう

話もいただいたなかで、やはりこれはやら

んと仕方ないかなあというふうなことです。

もともとひとつの観光の手段として、市内

市外から来ていただいた方にお金を落とし

て、で、もともとは地元の事業者さんにお

店を出してもらって収益を上げていただく

っていうふうなねらいもありました。 

昨年も６万人。本当は６万人以上はおった

んですけど、あんまりやると警察の警備費

の予算を今度おもいっきり上げやなあかん

ようになると、これでは足らなくなるって

いうふうなところもあります。 

あくまでこれは市民の皆さんすべての人の

希望じゃありません。 

私の地域であったら花火も見えませんし、

高齢者もそこまで行こうとは思わんのです

けども。ただ、多くの市民の皆さん、若い

家族層の方も非常に願っていることでもあ

るということにもなってます。 

これについても以前、補正を打ったときに

議会から言われたのは、もうこれ以上お金

は出しませんよっていう話をいただいてま

す。 

今回も実はもう企業協賛金集まらんやろう

ということで、それに合わせた縮小してい

こうという話にもなってたんですけども、

企業協賛金或いは市民協賛金を例年以上に

いただいたということで、やらして通常規

模のほうに戻させてもらいました。 

これについてはいろんな議論があることは

わかってますけど、ひとつは橋本に市外か

ら多くの皆さんに来ていただく効果的な手

段であるっていうのと、ただ花火を見に来

た人が他を回るかっていうと、そういうこ

とでもありませんし、宿泊施設も正直言っ

てルートインと湯の里がちょっとっていう

ふうな形なんで、これを旅行パックにする

にしてもなかなか難しいという側面もある

のも事実です。 

でも、その中でやはりまず橋本に来ていた

だくひとつのきっかけにはなるのかなあと

いうふうにも思ってまして、そしてお金を

このときはほぼ無条件で落としていただく

っていうようなこともあります。 

なかなかよく、万博でも、万博へ来た人を

和歌山県にっていう話もあるんですけど、

これもなかなか難しい話だとは思うんです。 
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そのなかでまず橋本へ来ていただくってい

うことも、逆にシティプロモーションとし

ても大事かなとは思っています。 

もうこれは非常にもう次いつまでできるか

なという思いもあります。 

今の団体が協力してくれなかったら、これ

を職員でやるとなると、もうちょっとやめ

ることも考えていく必要もあるのかな。サ

マーボールだけじゃないんですけど、「まっ

せ」もそんな形です。 

　市民の祭りといいながらやってるのは、

サマーボールも商工会議所がやってくれて

たんですけど、これも手放されて今そんな

形にもなってきてます。 

ただ、本当に市民の皆さんにも、市外から

来ていただく皆さんにも喜んでいただける

ひとつの事業かなあとは思ってまして。 

できるだけ、もうちょっと工夫をしてもい

いのかな、例えば桟敷席を設けて収益を上

げる方法っていうのも考えられるのかなと

いうふうに今言ってます。 

そういうふうにして、とにかく地域にどう

やってお金を落としていただいて、そして、

地元事業者がそれで儲かってもらえる。そ

の儲かったお金で地域で何か買い物しても

らうっていう、そういう経済循環もしてい

ければいいかなとは思ってますが、そこで

他のところっていうのは、やっぱ花火を見

に来る人っていうのは非常に若い人が、家

族連れが多いです。今年は外国人がたいへ

ん多かったんで、そういうふうなちょっと

変化も、障害者の方も今年は車椅子に乗っ

て見に来てくれてましたし、障がい者のト

イレが足らんようになって大変な状況にな

りましたけども、そうやってやはり橋本っ

ていうのをシティプロモーションしていく

にはやはり大きな効果があるのかなという

ふうに思います。 

　ただ、来てくれた人がすべて会場に入る

ととてもさばききれませんので、フルーツ

ラインで見てくれる人もいれば、やっちょ

んで見てみてくれる人もいてますんで、そ

ういうふうにいかにして交流人口を増やす

という部分では、いい方法ではないかなと

いうふうに思っています。 

なかなか、ひとつの目的のために来て、も

うひとつっていうのはなかなか言うは簡単

なんですけども難しいところがあるのかな

というふうに思ってます。 

○委員長（岡　弘悟君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）ありがとうございま

す。もう一点ね、サマーボールをやめたら

子供まつりに変わるというお言葉もありま

したので、ちょっとそこんところ、今回の

予算では両方になってますので一言いただ

きたいと思うんです。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）その当時、もうサマ

ーボール無理かなと思ってました。 

　私も去年、子ども冒険村に行かせてもら

ったときに、子供たちが今まで家では何も

してなかったのに、その冒険ぐらいに行っ

てご飯を作ったり楽しいイベントを考えた

り、それは青年リーダーによってうまくま

とめてもらって、こうやってもらってたの

を見て、子供を独創性であったり、クリエ

イティブなところを、やっぱり子供が中心

のものを大人は後ろから押すだけで、子供

のがひとつのイベントを作っていくってい

うところをちょっと勉強させたいなという

ふうに思ってます。 

やはり今は何でも親がやって子供の能力を

ちょっと高めるところを忘れてる部分もあ

るのかなあと思ってて、そのなかで子供た

ちが企画をして、そしてメインアリーナは、

今度、子供たちでどういうふうに運営して

いく、どういうイベントをしていくのかっ

ていうのを考えてもらったり、サブアリー

ナの使い方にしても、ダンスとかそういう

発表会を子供たちが運営をしながらやって

いくような、子供たちが実際に考えて作っ

てもらうっていうことを、子供たち自身も

勉強して欲しいなと。 

今年は令和６年度は初年度にあたりますけ

ど、まだ令和７年度に関しては、さらに子

供たちがいろいろ考えて作ってもらうよう
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な祭りにしてもらったら変わってくるのか

なあと。 

ひとつの子供を教育の一環として、その能

力を高めてもらうためにやっていきたいな

と。 

これも今の準備会ではそこまで詰まりませ

んので、これから４月に入れば具体的なと

ころに落とし込んでいって、どういうイベ

ントをしていくのかっていうのを子供たち

に考えてもらおうかなあと。 

一応なんか９月にやるっていうような話に

なってますけど、この計画詰まらなければ

それは遅らしても別にいいかなと思ってて、

別に２月にやってもいいから、一番何もな

いときにやってもいいかなというふうに思

ってまして。 

より子供たちが自分たちの力で考えて、自

分たちで運営していく。大人は後ろから協

力していくっていうふうなことで進んでい

ければいいかなというふうに思ってますの

で、ご理解いただきたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）田中委員。 

○委員（田中和仁君）補足いただきたいん

ですけども、両方をやるっていうことに対

してね、今でも結構いっぱいかなというふ

うに見えるんです。 

でも子供まつりが増えるっていう感じにな

ってますんで、マンパワー的に、サマーボ

ールも職員さん総出で応援に行かれますし、

子供まつりもおそらく応援に行かれると思

います。 

もうそうなるともう非常に大変かなと思い

ますんですけども。 

両方される、いっぺんにされるということ。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）確かに大変だと思い

ます。 

でもこれについては、子供がメインで、青

指連のリーダーの皆さんにも協力をしてい

ただく。 

この企画については、経済推進部、健康福

祉部、教育委員会、三者が合同でやってい

きますので、そういう形の別の支援の仕方

っていうのも考えていきたいなあというふ

うに思います。 

職員にとっては、厳しいことかもしれませ

んけども、これもほとつの行政サービスを

提供していくという意味で、そして子供の

能力を伸ばしていくっていう部分では大事

なことかなあというふうに思っています。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ないようですので、

７款を終わります。 

　この際、15 時 50 分まで休憩いたします。 

 

 

○委員長（岡　弘悟君）休憩前に引き続

き、会議を開きます。 

　次に、８款　土木費　205 ページから 226

ページまで質疑ありませんか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）214 ページの真ん中の

橋本駅前事業化検討委託料ということで、

これ市長の方からもいろんなとこ行かれて

お話されてるんですけども、ちょっと今回

これついてるんですけども、具体的な計画

っていうか、何かようわかりませんのでち

ょっとお聞かせ願いたいと思いまして。 

○委員長（岡　弘悟君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）皆さまご

存じのようにですね橋本駅前区画事業なん

ですけども、平成 29 年に中止しまして、そ

れから、令和３年度をもって換地処分が終

わりまして、令和４年度で清算金の徴収交

付もすべて終わって、一応その中心市街地

の事業としては全て終わった状態でありま

す。 

ただ、そういいながらやっぱり橋本駅とい

うのは、公共交通の結節点、南海線とＪＲ

の結節点というところで重要な地域である

ということか、長期総合計画のなかにも地

域拠点として位置付けられています。 

 （午後３時 35 分休憩）

 （午後３時 50 分再開）
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そのなか、やっぱり橋本駅前地区っていう

のは商店街の衰退でありますとか、空き家

の増加っていうところもありまして、この

駅前としてのその魅力が低下しているだけ

でなく、入り組んだ細い街路であるとかっ

ていうのがまだ残ってる状況が実際あるよ

うな状態です。で、以前の一般質問にもあ

りまして、答弁もさせていただきましたよ

うに、市内で営まれている事業者さんが、

やはり活性化したいというような思いもあ

りますし、そういうようなところで市とし

てもどういう形でサポートできるか、協力

できるか、というところをですね、今令和

６年度の委託をもって調査して、この現状

の調査が始まってですね、どういうふうな

その手法があるのかであるとか、そのイン

フラの整備の状況であるとか、補助金等も

再開発事業の他にもですね、そのなかで土

地区画整理事業もありますし、都市再開発

事業でありますとかいろんな手法がありま

すので、そのあたりを来年度で検討してい

きたいと、調査していきたいというふうに

考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）髙本委員、大丈夫

ですか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）同じとこなんで、

その委託料なんで、どこかの団体に委託を

するのでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）はい。 

もちろんその専門的なコンサルさんもおり

ますので、コンサルさんに一応発注予定を

今考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかに。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）どんな橋本駅前を

どのような形にするかっていうのを、市と

してある程度のベースを持たないとお願い

できないと思うんですよね。何か適当に考

えてっていうんじゃなくて、まずそういう

ところはどのようなお考えを市としてはお

持ちなんですかね。 

○委員長（岡　弘悟君）市長。 

○市長（平木哲朗君）土井議員の質問にお

答えします。 

12 月でしたか、国土交通省都市局の市街地

整備課長さんに橋本市の駅前の現状をこう

見ていただきました。 

その中でこれから国交省そして和歌山県都

市政策課長も来てもらって、どういう開発

の手法があるか、ていうところをいろいろ

これから検討していくうえで見てもらって

ます。 

国の方からも、こういうふうにしたら、例

えばニチイの跡の撤去費、100％国庫補助で

できるよ、とかっていう話、情報も今いた

だくことになってまして、まずどういうふ

うに、多分ＪＡビルの辺りが中心の開発に

なってくると思いますので、ちょっとこっ

ち西側は難しいかなというふうに思ってま

して、そういう中でどういうふうな計画に

したらいいのかっていうところから今回は

スタートします。 

あくまでゼロベースでやりますので、当然

これやるにあたって国の補助をもらうため

には立地計画っていうのも必要になってき

て、立地計画を作ることによって国の補助

金がもらえるっていうこともありますので、

これから駅前の皆さんとも相談をしながら、

そして、どういうふうにしていったらいい

のかっていうのもまだ今ゼロベースなんで、

そのなかでどういう開発をしたらいいのか、

ＪＡビルを買わなあかんのかとか、そこを

解体するのに国の補助が使えるようなもの

もありそうなんで、そういうところも含め

て今年については、令和６年度については、

そこのところの計画づくりっていう初期の

段階でもっていきたいなあと思っています。 

ビルを建てて、できたら図書館もっていけ

たらいいなとは思ってるんです。 

ノビウスみたいなわけにはいきませんけれ

ども、そういうふうな人が集まるような公

共施設を持っていくっていう方法もありか

なとは思ってます。 
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残念ながら具体的な話っていうのはこれか

ら詰めていきたいと思いますし、財政的な、

問題もありますんで、その辺もこれから令

和６年度からしっかり議論をしながら計画

を進めていくっていう方向で進めたいと思

っておりますのでご理解よろしくお願いし

ます。 

○委員長（岡　弘悟君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）あそこは本当に橋

本市の顔ですよね中心の部分であるので、

何とかあのままではなくて、やっぱり活性

化していただきたいってのはもう私たち全

員の思いだと思うんで、ゼロベースでって

いうことでございますのでいろんな知恵を

結集していただいて、橋本に人が集まれる

ような形でですね人口がどんどんこれから

少しでも右肩上がりになるような地域とし

て頑張っていっていただきたいんですけど

も、またその計画等の進捗状況については、

担当の委員会などで逐次報告っていうのは

していただけるのでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）またその

辺りはまた進めましたら進捗具合を報告さ

せていただきたいというふうに考えており

ます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　石橋委員。 

○委員（石橋英和君）218 ページ、12 委託

料でちびっ子広場管理委託料の件なんです

けども、現在対象としている市内のちびっ

子広場の数を聞きたいのと、公共施設を今、

地元に譲与してるんですけど、このちびっ

子広場はそれの対象となってますか。その

件お願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）ただいま

の質問にお答えします。 

今まちづくり課で管理してますちびっ子広

場は全部で 41 ヶ所になります。 

○委員長（岡　弘悟君）財政課長。 

○財政課長（三浦康広君）後段のご質問に

お答えします。 

公共施設総合管理計画におきまして、ちび

っ子広場は民間移譲というか地元移譲の対

象にはなっておりません。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）石橋委員。 

○委員（石橋英和君）もう何年も前の話で

すけども数がもうちょっと多かったのが、

これ 41 っていうことは、10 ほど減ったのか

なもうこの何年間で、数が減ってきてると

思うんですけどね。 

じゃあそのちびっ子広場じゃなくなった跡

地っていうのはどんな管理なんですか。 

○委員長（岡　弘悟君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）当初 49 か

所ほどありまして、それが現在 40 ヶ所で結

構８ヶ所ほどなんですけども、その８ヶ所

については、もともとその地元の個人さん

のその土地であったりでありますとかって

いうのがありましたので、それを地元区の

ほうと協議いたしまして、必要がないと、

協議の結果ですね、地元の個人さんに、土

地を更地にしてですね、お返ししたという

形になってます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）石橋委員。 

○委員（石橋英和君）市所有の土地ってい

うのは無いんですか。 

全部個人さんの借地だったということです

か。 

○委員長（岡　弘悟君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）今回、廃

止したところは民間さんの土地でありまし

て、今現在残っているちびっ子広場なんで

すけども、まだ個人さんの土地もあります

し、もちろんその市の所有の土地もありま

す。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）石橋委員。 

○委員（石橋英和君）私もそんなたくさん

知ってるわけじゃないけど、たまに目に付

くのはあんまり使用が無さそうに見えるん

ですけども、市所有の土地で、もう財産と



62 

して、例えば希望者があれば売却するとか、

そういう計画はあるんですか。 

○委員長（岡　弘悟君）まちづくり課長。 

○まちづくり課長（中村充隆君）もちろん

そういった形で、今後検討していく必要が

あろうかと思います。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）224 ページの市営住宅

の 0022607 の 14 のところ、工事請負のとこ

ろの市営住宅除去工事費って書いてるんで

すけども、場所はどこなんでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）お答えしま

す。 

　まず東家の愛宕団地、こちらで７戸の除

却を考えております。もう１件が兵庫団地、

こちらで８戸。あと野の城之内団地で８戸

の除却となっております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）同じページ 224 ペー

ジの下のブロック塀、これは 002608 の 18

のところの下のブロック塀対策工事補助金。

これ以前から進めていただいてるんですけ

ども、いつまで続くような予定になってお

られるのか、ちょっと聞きたいと思います。 

○委員長（岡　弘悟君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）この助成制

度につきましては令和６年度で終了する予

定となっております。 

○委員長（岡　弘悟君）よろしいですか。 

　ほかにありませんか。 

　岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君） 224 ページの

002608 住宅耐震化促進事業に要する経費全

般なんですけど、１月の能登半島地震以降

市民の方々も地震に対する備えてのは十分

必要であるというふうに感じてると思うん

ですけど、このなかでの耐震化助成金の申

し込みの状況っていうのは、わかれば教え

ていただきたいんですけども。 

○委員長（岡　弘悟君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）お質しの通

りですね、１月の能登半島地震以降かなり

の数の問い合わせが市のほうにも寄せられ

ております。 

大体 50 件程度、市の方でどんな助成がある

んかというような問い合わせがございまし

た。 

そのうち 20 件の方がですね、耐震の診断を

していただきたい、希望するということで

申し出がありました。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君）20 件あったという

ことなんですけども、もう年度末も近いで

すし耐震診断を希望される方は希望通り今

年度は希望診断はしてもらいるのでしょう

か。 

○委員長（岡　弘悟君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）地震が起こ

ったのが 1 月 1 日ということなんですが、

耐震の申し込み期限が 1 月末と定めており

ました。また令和５年度分がほぼ予算上限

まできておりましたので、結局その 20 件の

希望される方のうち今年度受け付けができ

たのは５件となっております。 

　今年度を希望された方のうち 15 名の方が

結局今年度できなくなったんですけども、

その方については令和６年度予算が成立す

れば、優先的に実施できるように仮受け付

けという対応をとらせていただいておりま

す。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君）なんか 15 名の分が

仮の受け付けなんですけども。 

そしたら、同じ 12 節の委託料の部分で 240

万円の予算が一応計上されてるんですけど、

これは一応何件ぐらいを予定されています

か。 

○委員長（岡　弘悟君）建築住宅課長。 
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○建築住宅課長（石井隆博君）50 件の予算

計上となっております。 

○委員長（岡　弘悟君）岡本副議長。 

○副議長（岡本安弘君）そしたら、50 件で

先ほど 15 件ということであれば、この今回

の予算が通った場合は 35 件分の、また耐震

診断ができるということなんですけど、そ

うなってくると、その 35 件で十分耐震化助

成の申し込みに対して、金額的なところも

ありますし、対応できるのかっていうとこ

ろなんですけれども、その辺もし 35 件を超

える場合は補正なんかで対応はしていただ

けるのでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）建築住宅課長。 

○建築住宅課長（石井隆博君）そうです。 

　例年の数を見ていると、おそらく来年度

は 50 件では足りないのかなというふうに

我々も感じております。 

そういった場合は、国庫補助県費補助が入

りますんでその辺りとの調整は必要なんで

すが、補正予算で対応していけるように

我々としてはやっていきたいと考えており

ます。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ありませんので、

８款を終わります。 

次に、９款　消防費　225 ページから 238 ペ

ージまで質疑ありませんか。 

少々お待ちください。 

板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）ふたつありまして、

まずひとつ目は、232 ページの 00272 に北消

防署の 12 番委託料 14 番の消防庁舎防災機

能評価緊急整備改修工事費のところです。 

小峰台の北消防署のところに給油の何か施

設が建設されるということで、それの工期

というか計画ですね。それで、循環型とい

うことなんですけれどもイメージがちょっ

と湧かなくて、そういうガソリンとか軽油

はなんかこうタンクに入れて、なんか倉庫

みたいなんで保管するんかなっていうイメ

ージなんですけど、そういう形なのか、そ

れともまた何かちょっと掘り込んでなんか、

そんな大規模なのか、そのあたりを教えて

ください。 

○委員長（岡　弘悟君）板橋委員、12 節は

何を、どういうことをお聞きしたいんです

か。12 節委託料に関してはどういうことを

お聞きになられたいのか。さっき全体の中

で 12と 14 が。 

○委員（板橋真弓君）全体の中です。これ

の主要説明書の中に載ってるその委託料も

全部内訳が書いてあって、この全部一応わ

かったんだけど 31 万 6,000 円っていう手数

料もちょっと。 

○委員長（岡　弘悟君）この 12 と 14 のセ

ットの中でそれがあるっていうことですよ

ね。 

○委員（板橋真弓君）全部聞かせていただ

いていいですか。ちょっとわからないとこ

ろもあったので、その辺のあたりすべて教

えてください。 

○委員長（岡　弘悟君）消防総務課長。 

○消防総務課長（松下卓司君）すみません。

議員お質しのことについてお答えさせてい

ただきます。 

手数料のところにつきましては建築確認の

手数料となっております。 

それと 14 節の北消防署の循環型というのは

ですね、燃料というのは消費しなくて置い

ときますとちょっと腐ってしまいますので、

それを言うたら自分とこで使って、また新

しいの入れてということで、今まででした

ら外のガソリンスタンドに入れていってい

たんですけれども、こちらの北消防署の中

で使用して新しいものを入れて循環させて

いくっていう意味合いの循環型ということ

になります。 

よろしいでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）6,000 リットルってな

ってたと思うんですけど 6,000 リットルっ

てどれぐらいの感じがちょっと想像できな

いんですけど、それをちょっと置いとく倉

庫っていうか、火事いったりとかせえへん
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とは思うんですけど。そこはどんな感じで

保管されるのかっていうのは。 

○委員長（岡　弘悟君）消防長。 

○消防長（永井智之君）少しイメージが多

分ちょっと違うと思うんですが、これ地下

タンクになっておりまして地面の下にタン

クがあるような形になっていますので、イ

メージで言いますと、ガソリンスタンドを

消防の施設の中に、それはあくまでも災害

時に備蓄しておくという意味合いです。 

どうしても災害が起きますと燃料の調達に

苦慮するということになりますので、消防

車両活動、消防庁舎等を 72 時間は動かせる

ような、そういうふうなことでそして先ほ

ど課長も言いましたが、循環して品質を確

保しながらというところになります。 

以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）ありがとうございま

す。わかりました。安心しましたね。よろ

しくお願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。関連で

聞きます。本市に消防は２か所あります。 

だから、緊急のときに 72 時間の定義の中に

北消防だけなのか、全体を見越しての数字

なのか、ちょっと勉強させていただけたら

と思います。 

○委員長（岡　弘悟君）消防総務課長。 

○消防総務課長（松下卓司君）もちろん２

か所ありますので、こちらのほうの分を入

れております。 

こちらのほうに来る分につきましては、ミ

ニローリーを同時に買いまして、こちらの

ほうに運んで入れるということ。それと、

今現在屋上にですねタンクがあるんですけ

ども、そちらのほうも少し大きくさしてい

ただいております。 

以上であります。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。今更な

んですけども。ディーゼルですか。これち

ょっと車のことわからないので、レギュラ

ーとかディーゼルとかあるじゃないすか。

それと種類すみません。 

○委員長（岡　弘悟君）消防総務課長。 

○消防総務課長（松下卓司君）すみません。

今回備蓄させていただきますのは、ガソリ

ンを 6,000 リットル、軽油を 6,000 リット

ル備蓄するための工事となっております。 

以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）さっき聞いたかどう

かわからないんですけど、もう掘ってある

んですか。これからですよね。 

すみませんおかしなこと言って。 

ちょっと近くやからちょっと心配で。いつ

から工事始まっていつぐらいに終わるとか

っていうのもわかったら。 

見える位置、音が聞こえる位置に住んでま

すのでちょっと知りたいなと思います。 

よろしくお願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）消防総務課長。 

○消防総務課長（松下卓司君）今現在は設

計のみとなっております。今年度のこの予

算が通りますと、入札させていただきまし

て施工ということになります。第２四半期

を予定しております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）石橋委員。 

○委員（石橋英和君）橋本消防と北消防と

いう説明なんですけども、団の車はどんな

扱いにされるんですか。 

○委員長（岡　弘悟君）消防総務課長。 

○消防総務課長（松下卓司君）団の車もこ

ちらのほうで入れる予定はしております。 

ただ橋本市内広いのでこちらのほうにこれ

ない車につきましては、近くで入れてもら

えるものであれば入れてもらえたらなとは

思いますけれども、基本的には団の車もこ

ちらのほうで入れてもらえるように計画を

練っております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）消防長。 

○消防長（永井智之君）ちょっと補足させ

ていただきますと、災害時に消防の活動に

必要な燃料を備蓄するという意味合いです
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ので、消防団の活動もすべてそちらのほう

で使っていただくということになります。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）234 ページの下の方な

んですけども、002706 の 14 のところの防火

水槽新設工事。今回向副区内となっとるん

ですけども、これまではずっと順番にやっ

てきたと思うんですけども、今後また順番

に計画的に防火水槽を作っていくようにな

ってるんでしょうかね。あと幾つ残ってる

んでしょうかね。 

○委員長（岡　弘悟君）消防警防課長。 

○消防警防課長（中西忠次君）議員の質問

にお答えさせていただきます。 

今回来年度の予算といたしまして、耐震性

の防火水槽を向副地内、橋本橋南詰の向副

の集会所の敷地内に耐震性の防火水槽を予

定させていただいております。 

そして、緊急防災減災事業債が使える、今

のところ７年度まで計画をしたいと考えて

おります。 

まだ 7 年度については、実際場所の方は、

今現在のところ各地区の要望であるとか、

その地区の実情を踏まえて計画していきた

いと考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにございませ

んか。 

　板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）すみません。226 ペー

ジの 002701 の人件費になると思うんですけ

れども、以前から女性隊員さんが入隊され

ていると思うんですけれども、今年度は現

状何人いてはって、来年度採用はあったの

かどうか、あと、施設の充実も多分図られ

てるとは思うんですけれども、トイレであ

ったり更衣室であったり、そういったとこ

ろうは使い勝手といいますか、不便はない

かどうかっていうのをちょっとお願いしま

す。 

○委員長（岡　弘悟君）消防総務課長。 

○消防総務課長（松下卓司君）現状では２

名の女性の隊員がおります。 

　施設につきましては今現在本所のほうに

女性専用の部屋を作らせていただいており

ます。令和７年度に北署の方で女性専用の

部屋を、仮眠室を作る予定とさせていただ

いております。 

トイレとかはですね、消防署は１階に普通

のトイレと、あと３階にも女性用のトイレ

ありますので、そちらのほうを使っていた

だいております 

　以上となります。 

○委員長（岡　弘悟君）消防総務課長、今

後の採用予定ございますか。 

○消防総務課長（松下卓司君）今後の採用、

予定ですけれども、今年度は受けてもらっ

ていないので来年度の採用は無しとなりま

す。 

とりあえずは３名を予定しておりますので、

あと１名どうにかして採用していきたいな

と考えております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

　堀内委員。 

○委員（堀内和久君）すみません。全体で

も聞けるんですけども、あえて消防のとこ

で聞きます。 

今職員数のことなんですけども、消防はち

ょっと本庁はちょこちょこ行かしてもらう

んですけど、北消防のことわからなくて、

全体で簡単に言うと定員何人に対して今

何％ですか 100％ちゃんと言いますかってい

うこういう聞き方した方がいいのかな、お

願いします。 

○委員長（岡　弘悟君）消防総務課長。 

○消防総務課長（松下卓司君）定員のほう

は 76 になっております。今現在、実員が 72

名、４名の欠となっております。 

　以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）堀内委員。 

○委員（堀内和久君）来年の採用云々っち

ゅうのはあるんですけど、これ４名少ない

中なかよくやってくれてるなと、若いとか
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古いとかそういう意味じゃないですよ、誤

解のないように聞いて欲しいですけど、わ

りと中堅の活きのいい礼儀の正しいしっか

りした職員さんおると思うんですけど、今

回一般質問の冒頭でも言うたように、わり

と皆さん前向きで真摯に街のこと守ってい

ただいとる。火災がなければ出動が無いっ

てのが一番いいことなんで、トレーニング

しといてくれたらというか、救急車の出動

も無いのが一番いいのはわかるんですけど、

やっぱりこれから高齢化社会になってきた

ら救急の出動であったり、どこの市町もそ

うですけど増えてくるにあたって、この４

名の欠員っていうのがすごくやっぱりしん

どいと思うんです。やっぱり管理職になっ

たら土日休みなるんかな、ちょっと失礼な

こと聞いとったら悪いんですけど、やっぱ

り現場職員をこれ、やっぱりしっかり守っ

ていくうえで欠員の１人２人っていうのが

これ命取りになると思うんでね、やっぱり、

中途採用であったりとか途中の採用とかも

考えらなあかんと思うし、本市は定住促進

を謳とるんやったら、消防さんも１回経済

部シティと話して、就職氷河期やったら僕

の目線から言うと、当時消防とか公務員の

採用が無かって外へ出て行っとる人がたく

さんいらっしゃいます。大阪、名古屋、東

京、Ｕターンで考えとる人っちゅうのはい

ます。そこに情報発信をどう繋げれるかっ

ていうのが、消防の仕事と関係無いかもわ

からへんけども、公務員の手をこうＵター

ンの一番おいしいのが、向こうで勉強して

くれて、向こうでいっぱい資格取ってくれ

て帰ってきてよと。これをやって欲しいん

ですけどねいかがでしょうか。 

○委員長（岡　弘悟君）消防長。 

○消防長（永井智之君）議員おっしゃるよ

うに、いろんな技術、知識がうちの消防も

しくは橋本市に還元するということは非常

にいいことかと思いますので、今後の採用

については、いろんなことを検討しながら

より良くなっていくような、そういうよう

な採用というのを考えていきたいと思いま

す。 

以上です。 

○委員長（岡　弘悟君）ほかにありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（岡　弘悟君）ないようですので、

９款を終わります。 

　暫時休憩いたします。 

 

 

○委員長（岡　弘悟君）再開いたします。 

　お諮りいたします。 

　本日の会議はこの程度にとどめ散会し、

３月 11 日（月）午前９時 30 分から会議を

開くことにいたしたいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（岡　弘悟君）ご異議がありませ

んので、そのように決しました。本日はこ

れにて散会いたします。お疲れさまでした。 

 

（午後４時 25 分　散会） 

 （午後４時 22 分休憩）

 （午後４時 24 分再開）

 

 


